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国
に
お
き
ま
し
て
は
、
本
年
１

月
に
第
２
次
改
造
内
閣
が
発
足
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
現
政
権
下

に
お
い
て
は
、
地
方
交
付
税
の
増

額
な
ど
地
方
に
配
慮
し
た
政
策
が

進
め
ら
れ
る
一
方
、
公
共
事
業
費

の
大
幅
削
減
な
ど
が
行
わ
れ
、
地

方
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
政
策
転
換
が
住
民
生

活
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い

よ
う
、
引
き
続
き
、
第
二
浜
田
ダ

ム
や
矢
原
川
ダ
ム
の
建
設
、
山
陰

自
動
車
道
の
整
備
と
い
っ
た
、
住

民
の
「
命
」
に
関
わ
る
施
策
の
早

期
実
現
に
向
け
国
に
対
し
要
望
し

ま
す
。
ま
た
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平

洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
）
へ

の
参
加
に
つ
い
て
も
、
地
方
の
声

を
反
映
し
、
慎
重
に
対
応
さ
れ
る

よ
う
働
き
か
け
を
行
い
ま
す
。

　

浜
田
市
は
合
併
か
ら
６
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
今
後

５
年
間
の
市
政
運
営
の
柱
と
な
る

「
総
合
振
興
計
画
後
期
基
本
計
画
」

を
は
じ
め
、「
過
疎
地
域
自
立
促

進
計
画
」、「
国
土
利
用
計
画
」
な

ど
、各
種
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
計
画
に
従
い
、
当
市
独

自
の
自
治
区
制
度
の
も
と
、
各
種

施
策
の
一
層
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

今
年
の
冬
は
全
国
的
に
強
烈
な

寒
波
に
見
舞
わ
れ
、
浜
田
市
で
も

近
年
に
な
い
積
雪
と
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
自
然
災
害
を
は
じ
め
、

全
国
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
口

蹄
疫
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど

の
様
々
な
災
害
に
対
し
ま
し
て
も
、

徹
底
し
た
危
機
管
理
体
制
の
も
と
、

市
民
生
活
に
影
響
が
生
じ
な
い
よ

う
迅
速
な
対
応
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
を

拠
点
と
し
た
地
域
医
療
体
制
の
充

実
に
つ
い
て
は
、
近
隣
大
学
医
学

部
と
の
連
携
を
強
化
す
る
な
ど
、

一
層
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

本
年
10
月
に
は
、「
安
全
安
心

ま
ち
づ
く
り
推
進
大
会
」
を
開
催

し
、
島
根
県
立
大
学
生
の
事
件
の

早
期
解
決
を
願
う
と
と
も
に
、
全

市
民
あ
げ
て
防
犯
意
識
の
啓
発
に

取
り
組
み
ま
す
。
昨
年
、
制
定
し

ま
し
た
「
い
の
ち
と
安
全
安
心
の

日
」
の
理
念
の
も
と
、
地
域
や
行

政
、
関
係
機
関
が
一
体
と
な
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
、
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努

め
ま
す
。

クルーズ船「飛鳥Ⅱ」

浜田医療センター

　

経
済
・
雇
用
情
勢
に
つ
い
て
は
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
不
況
の
中
、

未
だ
閉
塞
感
に
覆
わ
れ
て
い
る
も

の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
状
況
に
お
い
て
、
昨
年
は
、
浜

田
港
が
全
国
で
43
港
の
重
点
港
湾

に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
物
流
拠
点

と
し
て
の
機
能
を
強
化
す
る
た
め
、

臨
港
道
路
や
物
流
倉
庫
の
整
備
を

国
や
島
根
県
に
働
き
か
け
る
と
と

も
に
、
環
日
本
海
諸
国
と
の
貿
易

の
促
進
や
ク
ル
ー
ズ
船
の
誘
致
に

取
り
組
み
、
浜
田
港
の
一
層
の
利

活
用
に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
自
動
車
用
シ
ー
ト
カ

バ
ー
の
縫
製
を
行
う
企
業
（
デ
ル

タ
工
業
㈱
）
の
誘
致
が
決
定
し
、

現
在
、
本
年
10
月
か
ら
の
本
格
稼

動
に
向
け
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
雇
用
拡
大
に
大
き
く
つ
な

が
る
も
の
で
あ
り
、
市
と
し
て
も

全
面
的
に
支
援
を
行
い
ま
す
。

　宇津徹男市長は、平成23年３月浜田市議会定例会の開会にあたり、諸議案の説明に
先立ち所信の一端を述べ、市民の皆さんの理解と協力を呼びかけました。
　その内容を抜粋してお知らせします。

施政方針を表明する宇津市長

除雪の様子

平成23年度 施政方針
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地
域
資
源
を
活
か
し
た
産
業

を
創
造
す
る
ま
ち
づ
く
り

　

島
根
あ
さ
ひ
社
会
復
帰
促
進
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
官
民
一
体

の
取
組
に
よ
り
、
定
住
人
口
の
促

進
や
様
々
な
施
策
が
推
進
さ
れ
ま

し
た
。
引
き
続
き
、
地
元
産
品
の

供
給
促
進
な
ど
地
域
経
済
の
発
展

に
向
け
積
極
的
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

市
民
待
望
の
中
央
図
書
館
の
建

設
に
つ
い
て
は
、
こ
の
た
び
、
基

本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
平
成

25
年
度
の
開
館
を
目
指
し
、
こ
の

計
画
に
基
づ
き
実
施
設
計
に
着
手

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
三
隅
図
書
館

の
建
設
、
学
校
耐
震
化
や
長
浜
小

学
校
の
改
築
事
業
な
ど
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
誰
も
が
住
み
よ
い

ま
ち
と
な
る
よ
う
、
市
民
目
線
に

立
っ
た
各
種
事
業
を
計
画
的
に
推

進
し
ま
す
。

　

温
か
い
行
政
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
癒
さ
れ
る
よ
う
な
行
政
を
目
指

し
、
様
々
な
課
題
解
決
に
向
け
、

「
連
携
」
し
、「
挑
戦
」
し
て
い
き

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

◆
子
育
て
支
援
施
策

　

市
独
自
の
児
童
医
療
費
助
成
制

度
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、
一
般

不
妊
治
療
費
助
成
の
拡
充
を
進
め

ま
す
。
本
年
４
月
か
ら
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
を
毎
週
土
曜
日
も
開

設
し
、
子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み

育
て
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。

　

す
べ
て
の
教
育
の
基
底
に
人
権

尊
重
の
精
神
を
据
え
、
自
尊
感
情

を
育
て
る
と
と
も
に
、
社
会
の
中

で
自
立
し
て
生
き
る
こ
と
の
で
き

る
「
た
く
ま
し
い
子
ど
も
」
の
育

成
に
努
め
ま
す
。

　

青
少
年
の
健
全
育
成
の
充
実
を

図
る
た
め
、
教
育
部
に
「
青
少
年

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」を
新
設
し
、

◆
保
健
施
策

　

が
ん
検
診
や
子
宮
頸
が
ん
な
ど

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
無
料
化
と
、
Ｐ

Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
検
診
の
公
費
助
成
を

継
続
し
ま
す
。

　

市
独
自
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
（
ヒ
ト
パ
ピ

ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
）
検
査
の
無
料

化
に
加
え
、
新
た
に
「
み
ず
ぼ
う

そ
う
」「
お
た
ふ
く
か
ぜ
」
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
公
費
助
成
を
実
施
す

る
こ
と
に
よ
り
、
が
ん
や
感
染
症

の
予
防
を
推
進
し
ま
す
。

◆
高
齢
者
、
障
が
い
者
施
策

　

地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る

よ
う
、
認
知
症
予
防
を
は
じ
め
と

し
た
介
護
予
防
事
業
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
賃
貸
住
宅
関
係
団
体

と
連
携
を
図
り
、
居
住
サ
ポ
ー
ト

体
制
を
構
築
し
ま
す
。

◆
自
殺
対
策

　

地
域
で
の
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
研

修
の
開
催
や
啓
発
活
動
な
ど
予
防

事
業
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

◆
環
境
施
策
の
推
進

　

浜
田
市
の
豊
か
な
自
然
環
境
を

守
り
引
き
継
ぐ
た
め
に
、
環
境
保

全
施
策
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
運
動
を
推
進
す

る
た
め
、
レ
ジ
袋
の
無
料
配
布
中

止
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

本
年
４
月
に
は
、
新
埋
立
処
分

地
施
設
の
供
用
を
開
始
し
ま
す
。

　

新
施
設
の
延
命
化
に
向
け
、「
ご

み
処
理
基
本
計
画
」
に
掲
げ
た

「
も
っ
た
い
な
い
」
の
精
神
の
も

と
に
、
ご
み
の
減
量
化
と
リ
サ
イ

ク
ル
の
推
進
を
図
り
、
循
環
型
社

会
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

◆
農
業
の
振
興

　

特
産
果
樹
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

及
び
６
次
産
業
化
を
推
進
し
、
農

業
産
出
額
３
億
円
ア
ッ
プ
を
目
指

し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
産
直
市
の
活
性
化
や

「
三
國
清
三
シ
ェ
フ
」
を
食
の
大

使
と
す
る
地
産
地
消
を
推
進
し
、

新
開
団
地
を
中
心
と
し
た
有
機
農

業
や
観
光
農
業
の
振
興
に
努
め
ま

す
。

デルタ工業㈱ 覚書調印式

放課後児童クラブの様子

大規模農業団地「新開団地」（金城町）

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
の
窓
口

一
元
化
と
体
制
の
強
化
を
図
り
ま

す
。

◆
教
育
施
設
の
整
備

　

浜
田
自
治
区
東
部
統
合
小
学
校

の
建
設
に
向
け
た
準
備
に
着
手
す

る
と
と
も
に
、
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
浜

田
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
人
工
芝
生
化

に
よ
り
、
利
用
者
の
利
便
性
と
利

用
率
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

◆
給
食
セ
ン
タ
ー
の
統
合

　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

を
第
一
に
考
え
、
地
産
地
消
の
取

組
な
ど
食
育
の
充
実
を
図
り
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
理
解
の
も
と
進
め

ま
す
。

◆
林
業
の
振
興

　

作
業
道
の
整
備
や
ナ
ラ
枯
れ
対

策
、
ま
た
、
地
元
産
材
及
び
間
伐

材
を
小
学
校
の
机
に
有
効
活
用
す

る
な
ど
、
林
業
振
興
に
向
け
た
各

種
施
策
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
、
大
き
な
課
題
と

な
り
ま
し
た
有
害
鳥
獣
対
策
に
も

重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

主
要
施
策

１　

健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り

２　

豊
か
な
心
を
育
む
教
育
と
文

化
を
身
近
に
感
じ
る
ま
ち
づ
く

り

３　

自
然
環
境
を
活
か
し
た
潤
い

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
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◆
水
産
業
の
振
興

　

漁
船
の
老
朽
化
対
策
と
し
て
、

国
な
ど
の
施
策
を
活
用
し
た
代
船

の
整
備
に
よ
り
、
水
揚
量
の
確
保

を
図
る
と
と
も
に
、
次
世
代
の
担

い
手
確
保
の
た
め
、
新
規
就
業
者

の
雇
用
や
浜
田
水
産
高
校
の
新
商

品
開
発
な
ど
へ
支
援
の
充
実
を
行

い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
首
都
圏
や
広
島
な
ど

の
大
消
費
地
に
向
け
て
の
「
ど
ん

ち
っ
ち
」
ブ
ラ
ン
ド
の
更
な
る
知

名
度
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
新

た
な
水
産
ブ
ラ
ン
ド
の
開
発
に
取

り
組
み
ま
す
。

◆
商
工
業
の
振
興

　

新
商
品
開
発
や
販
路
拡
大
な
ど

を
支
援
す
る
「
中
小
企
業
チ
ャ
レ

ン
ジ
支
援
事
業
」
を
実
施
し
、
経

営
基
盤
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

企
業
の
誘
致
に
努
め
ま
す
。

◆
観
光
の
振
興

　

平
成
23
年
度
か
ら
平
成
25
年
度

に
か
け
て
、
島
根
県
全
域
で
「
古

事
記
編
纂
１
３
０
０
年
」
観
光

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
、
浜
田
市

が
全
国
に
誇
れ
る
伝
統
芸
能
、
石

見
神
楽
の
絶
好
の
Ｐ
Ｒ
の
機
会
と

捉
え
、
夜
神
楽
の
毎
日
上
演
、
石

見
神
楽
関
連
商
品
の
開
発
な
ど
石

見
神
楽
の
里
づ
く
り
を
進
め
、
観

光
客
の
受
入
れ
体
制
を
整
備
し
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
滞
在
型
観
光
へ
の
転

◆
道
路
事
業

　

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
と

各
自
治
区
間
を
つ
な
ぐ
「
20
分
間

構
想
」
の
実
現
に
向
け
、
国
道
、

県
道
及
び
市
道
の
改
良
事
業
を
推

進
し
ま
す
。

◆
公
共
交
通
の
確
保

　

民
間
バ
ス
路
線
の
廃
止
に
伴
い
、

新
た
に
２
地
区
に
お
い
て
「
浜
田

市
生
活
路
線
バ
ス
」
の
運
行
を
行

う
と
と
も
に
、
持
続
可
能
な
交
通

網
の
あ
り
方
を
検
証
し
、
地
域
公

共
交
通
計
画
の
策
定
に
取
り
組
み

ま
す
。

◆
住
環
境
の
整
備

　

公
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
老
朽

化
し
た
公
営
住
宅
の
集
約
と
建
て

替
え
に
向
け
、「（
仮
称
）
西
住
宅

団
地
建
設
事
業
」
の
基
本
設
計
に

着
手
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
生
活
環
境
の
向

上
と
住
宅
関
連
産
業
の
振
興
を
図

る
た
め
、「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
事
業
」
を
新
設
し
ま
す
。

◆
旧
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
の
跡
地

利
用

　

中
央
図
書
館
の
建
設
に
向
け
、

道
路
や
公
園
の
整
備
に
着
手
す
る

と
と
も
に
、
残
地
に
つ
い
て
は
、

浜
田
警
察
署
の
移
転
先
候
補
地
と

し
て
島
根
県
及
び
島
根
県
警
察
本

部
に
要
望
し
ま
す
。

◆
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

防
災
対
策
に
つ
い
て
は
、
消
防

団
や
自
主
防
災
組
織
な
ど
の
地
域

に
お
け
る
総
合
的
な
防
災
力
の
強

化
を
進
め
、
危
機
管
理
体
制
の
徹

底
を
図
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
本

年
８
月
に
浜
田
市
で
開
催
さ
れ
ま

す
島
根
県
消
防
大
会
及
び
消
防
操

法
大
会
の
成
功
に
向
け
て
取
り
組

み
ま
す
。

　

水
難
事
故
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

消
防
本
部
に
救
命
用
装
備
品
を
充

実
す
る
と
と
も
に
、
潜
水
士
や
ラ

イ
フ
セ
ー
バ
ー
の
資
格
を
持
つ
人

を
中
心
に
組
織
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
の
活
動
を
支
援
し
、
水
辺
の
安

全
安
心
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

◆
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成

　

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
ル
ー

ル
と
な
る
「
自
治
基
本
条
例
」
の

制
定
に
、
平
成
23
年
度
か
ら
着
手

し
ま
す
。
そ
し
て
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
再
生
・
強
化
に
向
け
た

「
ま
ち
づ
く
り
総
合
交
付
金
制

度
」
を
創
設
し
、
市
民
と
の
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

◆
水
道
事
業
、
下
水
道
事
業

　

水
道
事
業
は
、
平
成
28
年
度
の

上
水
道･

簡
易
水
道
事
業
の
統
合

に
向
け
、
統
合
監
視
シ
ス
テ
ム
整

備
事
業
な
ど
を
進
め
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
は
、「
汚
水
処
理

構
想
」
に
基
づ
き
、
計
画
的
に
事

業
を
進
め
ま
す
。

に
「
地
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員

会
」
の
設
立
を
促
進
し
ま
す
。

◆
定
住
対
策

　

定
住
相
談
員
や
「
空
き
家
バ
ン

ク
制
度
」
の
一
層
の
活
用
を
図
る

と
と
も
に
、
新
た
に
「
空
き
家
バ

ン
ク
を
活
用
し
た
住
宅
改
修
支
援

事
業
」を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
を
促
進
し
、
人
口

の
維
持
、
増
加
に
つ
な
げ
ま
す
。

◆
人
権
を
尊
重
す
る
ま
ち
づ
く
り

の
推
進

　
「
人
権
尊
重
都
市
宣
言
」
の
精

神
に
基
づ
き
、
新
た
な
「
人
権
教

育
・
啓
発
推
進
基
本
計
画
」
を
策

定
し
ま
す
。

◆
大
学
と
の
連
携
・
協
力

　

島
根
県
立
大
学
と
の
連
携
・
協

力
に
つ
い
て
は
、「
大
学
と
の
連

携
協
力
に
関
す
る
協
定
」
に
基
づ

い
た
共
同
研
究
事
業
の
実
施
や
大

学
と
市
民
と
の
協
働
事
業
を
支
援

し
ま
す
。

◆
地
域
間
交
流
の
推
進

　

島
村
抱
月
の
縁
に
よ
る
「
カ

チ
ュ
ー
シ
ャ
の
唄
」
知
音
都
市
交

流
や
石
州
和
紙
と
広
島
県
熊
野
町

の
筆
を
結
ぶ
交
流
に
取
り
組
み
ま

す
。

神話を題材とした演目「大蛇（おろち）」

自主防災組織の避難訓練の様子

換
を
図
る
た
め
、
食
の
魅
力
づ
く

り
、
交
流
・
体
験
型
観
光
の
受
皿

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
既
設
の

ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
観
光
施
設
を
有

効
活
用
し
た
、
市
外
か
ら
の
合
宿

の
誘
致
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

５　

快
適
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り

６　

市
民
と
と
も
に
創
り
育
て
る

ま
ち
づ
く
り
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今
後
、
少
子
高
齢
化
、
高
度
情

報
化
、
ネ
ッ
ト
社
会
化
、
国
際
化

な
ど
、
教
育
を
取
り
巻
く
社
会
の

変
化
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
社

会
全
体
の
規
範
意
識
、
モ
ラ
ル
の

低
下
、
地
域
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
不
足
、
人
間
関
係

の
希
薄
化
な
ど
様
々
な
課
題
が
浮

き
彫
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
変
化
に
的
確
に
対
応
し
、
子

ど
も
た
ち
が
人
間
と
し
て
よ
り
よ

く
生
き
て
い
く
た
め
、
よ
り
豊
か

で
た
く
ま
し
い
「
生
き
る
力
」
を

育
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
状
況
の
中
、学
校
、

家
庭
、
地
域
な
ど
が
一
体
と
な
っ

て
子
ど
も
た
ち
を
育
む
こ
と
、
す

な
わ
ち
「
人
は
人
に
よ
っ
て
人
と

な
る
」
と
い
う
教
育
の
不
易
の
理

念
を
確
認
し
、
人
材
育
成
の
基
盤

づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
幼

児
期
か
ら
学
校
教
育
、
社
会
教
育

へ
と
つ
な
ぐ
生
涯
を
通
じ
た
学
習

の
強
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。

　

市
長
に
よ
る
施
政
方
針
の
表

明
に
引
き
続
き
、
山
田
洋
夫
教

育
長
が
教
育
方
針
を
述
べ
ま
し

た
。
内
容
を
抜
粋
し
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
変
革
へ
の

対
応
と
不
易
の
部
分
の
調
和
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
改
訂
し
た
浜
田

市
教
育
振
興
計
画
～
は
ま
だ
っ
子

プ
ラ
ン
～
に
掲
げ
た
基
本
理
念
の

も
と
、
諸
施
策
の
実
現
に
向
け
て

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

学
校
教
育

　

特
に
、
平
成
23
年
度
か
ら
小
学

校
、
平
成
24
年
度
か
ら
中
学
校
で

新
し
い
学
習
指
導
要
領
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
新
学
習
指
導
要
領
で
は

知
識
・
技
能
と
そ
れ
を
活
用
す
る

力
、
主
体
的
に
学
習
す
る
態
度
を

高
め
る
確
か
な
学
力
、
公
共
の
精

神
や
規
範
意
識
な
ど
他
を
思
い
や

る
豊
か
な
心
、
健
康
・
安
全
に
関

わ
る
健
や
か
な
体
、い
わ
ゆ
る「
生

き
る
力
」
が
継
承
、
重
要
視
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

義
務
教
育
の
９
年
間
を
見
通
し

て
、
学
習
・
生
活
両
面
の
基
礎
基

本
の
徹
底
と
と
も
に
、人
権
教
育
、

環
境
教
育
、ふ
る
さ
と
教
育
、キ
ャ

リ
ア
教
育
な
ど
体
験
活
動
を
通
し

て
心
を
育
て
る
教
育
が
大
切
で
あ

り
、
自
他
を
大
切
に
す
る
豊
か
な

人
間
性
を
育
む
教
育
の
推
進
に
努

め
ま
す
。

◆
学
力
定
着
へ
の
取
組

　

学
力
の
定
着
に
つ
い
て
は
、
確

か
な
学
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
、

子
ど
も
た
ち
の
言
語
活
動
の
充
実

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

家
庭
学
習
の
習
慣
化
な
ど
が
子
ど

も
た
ち
の
身
に
付
く
よ
う
、
引
き

続
き
啓
発
に
努
め
ま
す
。

◆
安
全
・
安
心
な
教
育
環
境
づ
く

り
　

子
ど
も
の
安
全
、
安
心
な
教
育

環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
子
ど

も
を
守
る
視
点
と
子
ど
も
が
自
分

を
守
る
能
力
を
身
に
付
け
る
視
点

の
両
面
か
ら
、「
は
ま
だ
子
ど
も

安
全
セ
ン
タ
ー
」
の
取
組
を
継
続

す
る
と
と
も
に
、
青
色
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
や
子
ど
も
見
守
り
隊
な
ど

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
連
携

し
、
充
実
に
努
め
な
が
ら
子
ど
も

た
ち
を
見
守
り
ま
す
。
ま
た
、
生

徒
指
導
上
の
課
題
へ
の
対
応
に
つ

い
て
は
、
指
導
主
事
の
配
置
や
訪

問
指
導
員
、
学
校
支
援
員
な
ど
の

人
的
支
援
に
よ
り
、
引
き
続
き
き

め
細
や
か
な
対
応
を
行
い
ま
す
。

　

経
済
的
理
由
に
よ
り
、
修
学
が

困
難
な
生
徒
又
は
学
生
を
支
援
す

る
た
め
、
新
た
に
、
全
市
を
対
象

と
し
た
奨
学
金
貸
与
事
業
を
開
始

し
、
教
育
の
機
会
均
等
を
図
り
ま

す
。

◆
施
設
整
備

　

学
校
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、

改
築
を
進
め
て
い
る
長
浜
小
学
校

の
新
校
舎
が
11
月
に
完
成
予
定
で

あ
り
、
そ
の
後
、
校
庭
整
備
な
ど

の
工
事
を
行
い
、
来
年
４
月
の
全

面
開
校
に
向
け
、
事
業
を
推
進
し

ま
す
。

　

小
中
学
校
の
耐
震
化
対
策
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
耐
震
補
強
計

画
の
策
定
を
行
う
と
と
も
に
、
小

学
校
４
校･

中
学
校
５
校
の
校
舎

棟
の
耐
震
化
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

校
舎
の
暑
さ
対
策
に
つ
い
て
は
、

保
健
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
整
備
を
進

め
る
と
と
も
に
、
そ
の
ほ
か
の
効

果
的
な
対
策
の
準
備
を
早
い
段
階

か
ら
進
め
ま
す
。

◆
学
校
統
合

　

昨
年
７
月
に
定
め
た
浜
田
市
学

校
統
合
計
画
に
よ
り
、
対
象
校
の

保
護
者
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に

十
分
理
解
し
て
い
た
だ
く
よ
う
引

き
続
き
説
明
を
行
い
、
よ
り
望
ま

し
い
教
育
環
境
の
実
現
に
努
め
ま

す
。

　

浜
田
自
治
区
東
部
に
計
画
し
て

い
る
新
設
小
学
校
に
つ
い
て
は
、

建
設
に
向
け
て
基
本
計
画
の
策
定

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

そ
の
基
盤
と
な
る
感
性
を
高
め
、

読
書
活
動
や
情
報
活
用
能
力
を
高

め
る
学
校
図
書
館
の
機
能
強
化
に

向
け
て
、
学
校
図
書
館
支
援
セ
ン

タ
ー
を
中
心
に
、
引
き
続
き
こ
の

推
進
を
図
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長

し
て
い
く
た
め
に
は
、
子
ど
も
た

ち
が
安
心
感
・
所
属
感
を
肌
で
感

じ
、
自
己
肯
定
感
を
高
め
て
い
く

大
人
の
関
わ
り
方
が
非
常
に
重
要

で
す
。学
校
や
地
域
は
も
と
よ
り
、

そ
の
出
発
点
と
な
る
家
庭
の
果
た

す
役
割
は
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま

す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
と
連
携
し
て
健

や
か
な
子
ど
も
の
育
成
を
進
め
ま

す
。
ま
た
、
基
本
的
生
活
習
慣
や

長浜小学校完成予想図

ＡＬＴによる英語授業

平
成
23
年
度
　
教
育
方
針
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◆
幼
稚
園
教
育

　

幼
稚
園
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

国
の
計
画
し
て
い
る
幼
保
一
元
化

の
動
向
を
注
視
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
が
、
園
児
の
減
少
に
伴
い
１

園
を
閉
園
す
る
計
画
を
保
護
者
、

関
係
者
の
皆
さ
ん
へ
説
明
を
行
い
、

理
解
を
求
め
ま
す
。

◆
学
校
給
食
施
設
の
統
合

　

引
き
続
き
、
関
係
地
域
の
皆
さ

ん
へ
説
明
を
行
い
、
理
解
を
求
め

ま
す
。

生
涯
学
習

　

公
民
館
を
拠
点
施
設
と
し
て
、

地
域
の
特
性
を
活
か
し
な
が
ら
市

民
の
学
習
機
会
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、「
地
域
力
」
醸
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
な
ど
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、

地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
住
民

の
主
体
的
な
学
習
・
実
践
活
動
を

支
援
し
ま
す
。

し
た
学
校
支
援
地
域
本
部
の
活
動

の
継
続
及
び
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
放
課
後
な
ど
の
児
童
の
居
場

所
づ
く
り
を
支
援
し
、
地
域
で
子

ど
も
を
育
む
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

　

一
方
、
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る

公
民
館
の
役
割
に
つ
い
て
も
、
そ

の
重
要
性
を
認
識
し
て
お
り
、
市

長
部
局
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
協

議
・
検
討
を
行
い
ま
す
。

◆
青
少
年
の
健
全
育
成

　

ひ
き
こ
も
り
、
ニ
ー
ト
、
不
登

校
な
ど
の
子
ど
も
や
若
者
を
支
援

す
る
た
め
、
青
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
、
自
立
支
援
に

取
り
組
み
ま
す
。

◆
図
書
館

　

図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
を
活
用
し
、
各
図
書
館
と
の
連

携
及
び
効
率
的
な
運
営
を
図
る
と

と
も
に
、
子
ど
も
の
読
書
環
境
を

整
え
る
指
針
と
し
て
、「
子
ど
も
読

書
活
動
推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま

す
。

　

中
央
図
書
館
の
建
設
に
つ
い
て

は
、
平
成
25
年
度
の
早
い
時
期
の

開
館
を
目
指
し
、
中
央
図
書
館
基

本
計
画
に
基
づ
き
実
施
設
計
に
取

り
組
み
、
開
館
後
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
含
む
運
営
体
制
な
ど
に
つ
い

て
も
検
討
し
ま
す
。
三
隅
図
書
館

建
設
に
つ
い
て
も
、
実
施
設
計
及

び
用
地
造
成
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

◆
ス
ポ
ー
ツ
振
興

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
環
境
整
備
と

し
て
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

い
つ
ま
で
も
、
よ
り
多
く
の
人
が

生
涯
を
通
し
て
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
設
置
を
島
根
県

体
育
協
会
と
連
携
し
て
取
り
組
み

ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体
や

体
育
指
導
委
員
と
の
連
携
に
よ
る

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

活
動
推
進
体
制
の
充
実
、
各
種
ス

ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
に
努
め
る
と

と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
利
用
料

金
な
ど
を
統
一
的
な
形
態
に
改
定

し
ま
す
。

に
取
り
組
み
ま
す
。

芸
術
文
化
の
振
興

　

石
正
美
術
館
、
世
界
こ
ど
も
美

術
館
、
石
央
文
化
ホ
ー
ル
な
ど
拠

点
施
設
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

優
れ
た
芸
術
鑑
賞
の
機
会
や
創
作

活
動
の
場
を
提
供
し
、
文
化
の
創

造
の
基
礎
と
な
る
感
性
を
醸
成
す

る
こ
と
に
努
め
ま
す
。

　

特
に
石
正
美
術
館
で
は
、
開
館

10
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
新

た
に
収
集
し
た
貴
重
な
作
品
を
も

と
に
記
念
特
別
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
多
様
な
文
化
・

芸
術
活
動
、
各
種
文
化
団
体
の
育

成
・
支
援
に
努
め
、
芸
術
文
化
の

振
興
・
発
展
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
文
化
財

　

今
年
度
か
ら
石
見
畳
ヶ
浦
賽
の

河
原
洞
窟
の
抜
本
的
な
落
石
対
策

措
置
を
講
じ
る
ほ
か
、
浜
田
藩
主

所
用
の
甲
冑
の
取
得
に
向
け
て
取

り
組
む
な
ど
、
貴
重
な
文
化
遺
産

の
保
護
・
継
承
と
情
報
発
信
に
努

め
る
と
と
も
に
、
御
便
殿
や
歴
史

民
俗
資
料
館
な
ど
の
有
効
活
用
や

関
係
団
体
と
連
携
し
て
郷
土
意
識

の
醸
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺

産
の
石
州
半
紙
に
つ
い
て
は
、
石

州
和
紙
を
使
用
し
た
日
本
画
や
造

形
作
品
の
公
募
展
を
開
催
す
る
な

ど
、
そ
の
価
値
に
つ
い
て
市
内
外

に
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
技
術
の

保
持
に
つ
い
て
支
援
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
中
学
校
へ
の
支
援
と

地
域
の
教
育
力
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
に
、
中
学
校
区
ご
と
に
設
置

　

平
成
21
年
度
に
モ
デ
ル
事
業
と

し
て
周
布
小
学
校
で
取
り
組
ん
だ

校
庭
の
芝
生
化
に
つ
い
て
は
、
学

校
や
地
域
か
ら
高
い
評
価
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
幼

稚
園
も
視
野
に
入
れ
た
取
組
、
維

持
管
理
の
負
担
を
軽
減
す
る
方
策

な
ど
に
つ
い
て
も
検
討
し
、
体
制

の
整
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
事
業
実
施

人
権
・
同
和
教
育

　

す
べ
て
の
人
が
個
人
と
し
て
尊

重
さ
れ
、
人
が
輝
き
文
化
の
か
お

る
、
心
豊
か
な
住
み
よ
い
ま
ち
を

築
く
た
め
、
学
校
、
地
域
、
職
場

な
ど
に
お
い
て
人
権
意
識
を
高
め

る
教
育
を
推
進
し
、
人
権
尊
重
の

ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
同
和
問
題
を
は
じ

め
と
し
た
様
々
な
人
権
課
題
の
解

決
に
向
け
、
学
校
、
家
庭
、
地
域

及
び
関
係
機
関
や
団
体
な
ど
と
連

携
し
、
公
民
館
で
の
人
権
研
修
会

な
ど
人
権
教
育
の
推
進
と
同
和
教

育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

以
上
、
平
成
23
年
度
の
教
育
方

針
に
つ
い
て
申
し
述
べ
ま
し
た
が
、

こ
れ
ら
の
方
針
、
施
策
を
実
現
し

て
い
く
た
め
に
、教
育
委
員
会
は
、

学
校
や
家
庭
、
地
域
の
理
解
と
協

力
を
得
て
、
連
携
し
て
取
り
組
み

ま
す
。

ふるまい向上地域シンポジウム
（公民館）

校庭芝生化（小学校）

手すき和紙による卒業証書づくり
（小学校）
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各部署の改正内容
【総務部】
①安全安心推進課統計係を廃止し、行政相談係に

統合
②三隅支所地域情報課を廃止し、広報情報課内に

「ケーブルテレビ係」を新設
【企画財政部】
①税務課内に「資産税室」を新設（平成23年度か

ら本格実施する固定資産評価替え事務に対応す
るため）

②定住対策をより強化推進するため、地域政策課
まちづくり政策係を定住対策課に移管
【産業経済部】
①観光振興課内に「石見神楽係」を新設し、観光

振興係を「観光企画係」に名称変更（古事記編
纂1300年関連事業への対応、石見神楽の振興な
どのため）
【教育委員会】
①「青少年サポートセンター」を新設（地域福祉

課・子育て支援課・生涯学習課の青少年健全育
成、子ども支援センター事業、青少年教育に関
する業務を一元化し、子ども・若者育成支援体
制を強化するため）

【金城支所】
①産業課農林土木係を廃止し、建設課建設整備係

に統合
【旭支所】
①市木保育所を廃止
②産業課農林土木係を廃止し、建設課建設整備係

に統合
【弥栄支所】
①自治振興課経理係を廃止し、庶務係に統合
②建設課地籍係と下水道係を統合し、「管理係」に

再編
【三隅支所】
①自治振興課財務係を廃止し、庶務係及び自治振

興係に移管
②地域情報課を廃止し、総務部広報情報課内に

「ケーブルテレビ係」を新設
③市民課と福祉課を統合し「市民福祉課」を新設、

あわせて係を現行の６係から「健康福祉係」・「市
民環境係」・「医療保険係」の３係に再編

④産業課農林振興係と水産係を統合し、「農林水
産振興係」に再編
【そのほか】
①会計課審査係を廃止し、会計係に統合
②本庁各部（健康福祉部は除く）の経理係を廃止

し、主に主管課庶務担当係に統合

　

浜
田
市
総
合
振
興
計
画
は
、
長

期
的
な
視
点
か
ら
本
市
の
将
来
像

を
定
め
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
計

画
的
な
行
政
運
営
を
行
う
た
め
、

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
な
ど
を
総

合
的
・
体
系
的
に
ま
と
め
た
計
画

で
す
。
こ
の
計
画
は
、
本
市
の
最

上
位
計
画
と
し
て
市
政
運
営
の
最

も
基
本
と
な
る
指
針
で
あ
り
、
市

民
と
行
政
の
共
通
の
目
標
と
な
り

ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
平
成
18
年
度
に
策

定
し
た
「
浜
田
市
総
合
振
興
計
画

基
本
構
想
」
に
示
す
将
来
像
を
実

現
す
る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
の
大

綱
や
施
策
大
綱
に
基
づ
き
、
必
要

と
な
る
主
要
施
策
や
目
標
、
主
要

事
業
な
ど
を
定
め
た
後
期
基
本
計

画
（
平
成
23
年
度
～
27
年
度
）
を

策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
期
基
本
計
画
の
概
要
版

を
、
全
戸
配
付
し
て
い
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
計
画
書

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
計
画
書
冊
子
を
希
望
す

る
人
に
は
有
料
で
提
供
し
て
い
ま

す
。
郵
送
を
希
望
す
る
場
合
は
、

送
料
を
負
担
し
て
く
だ
さ
い
。

提
供
価
格

　

白
黒
版
冊
子　

１
冊
２
０
０
円

　

カ
ラ
ー
版
冊
子

　
　
　
　
　

１
冊
１
、
６
０
０
円

提
供
場
所

市
役
所
本
庁
３
階
地
域
政
策
課

※　

各
支
所
で
も
取
り
扱
っ
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
政
策
課

（
☎
�
９
２
０
０
）

主な改正内容
①課の新設（青少年サポートセンター・資産税室の新設）
②係の新設・廃止（石見神楽係の新設・市木保育所を廃止）
③組織の効率化を図るための課・係の統合
問い合わせ先　本庁人事課人事係（☎�９１３０）

平成23年４月１日から
浜田市行政組織が

変わります

平成23年４月１日から
浜田市行政組織が

変わります

浜
田
市
総
合
振
興
計
画
後
期
基
本
計
画

（
平
成
23
年
度
～
27
年
度
）
を
策
定
し
ま
し
た
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ご意見をお寄せください。市長E-mail:mayor@city.hamada.shimane.jp

浜田市長 宇津徹男

今月から、日本全国で小学校５・６年生の外国
語活動が必修になりますが、実はアメリカに比べ
ると、これは非常に早いです。アメリカでは各州
の政府が教育カリキュラムを決めるため、州に
よって外国語教育の基準が違いますが、私が通っ
ていたカリフォルニア州の学校では、外国語は高
校から必修科目でした（しかも、２年間だけ必修
でした）。

アメリカの外国語教育は、どちらかというと「コ
ミュニケーション」と「創造性」に焦点を合わせ
ていると思います。もちろん単語や文法を勉強し
ますが、私が学生のときは、会話の練習や、生徒
たちが考え出すロールプレイなどを通して会話力
の向上にも傾注していました。また、アメリカの
外国語教育では、上級レベルになると全国試験が
ありますが、そこでは語

ご

彙
い

や文法の知識だけでな
く、会話力を測る問題も出題されます。

私は高校でスペイン語を勉強しましたが、一番
記憶に残っているのは、高校２年生のときに出さ
れたビデオの宿題です。命令形の勉強の一環とし
て、自分が何かのやり方をスペイン語で説明して
いる様子をビデオに撮り、それを提出しないとい
けませんでした（例えば、私は料理番組の形で、

巻き寿司の作り方を説明しました）。自分が興味
を持った内容についてビデオを作ったため、授業
で習ったことだけでなく、自分が話したいことを
伝えられるようになる目的でこの宿題は出された
のではないでしょうか。

残念ながら、このような教育を受けていても、
私はほとんどスペイン語が話せません。使う機会
が授業以外にはほとんどなかったですし、３年間
しか勉強しなかったため、なかなか上達しません
でした。日本の子どもたちみたいに小学校から勉
強していれば、もう少し話せたかもしれません。

国際化しつつある世界であるため、近い将来ア
メリカでも外国語が小学校から必修化されるので
はないしょうか。日本の小学生たちは、貴重な機
会が与えられているので、外国語の勉強を頑張っ
てほしいです！

２月22日㈫　浜田市民歌ＤＶＤを製作された
瓜生忠久ゼミ４年生の皆さんと

　

島
根
県
立
大
学
の
平
成
22
年
度

卒
業
証
書
授
与
式
・
大
学
院
学
位

記
授
与
式
が
、
３
月
18
日
に
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。

　

景
気
低
迷
に
よ
り
就
職
氷
河
期

と
言
わ
れ
る
昨
今
で
す
が
、
県
立

大
学
の
就
職
内
定
率
は
今
年
も

90
％
を
超
え
る
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
で
し
た
。
卒
業
生
の
皆
さ
ん
が
、

夢
の
実
現
に
向
け
飛
躍
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
県
立
大
学
か
ら
は
、
地
域
貢
献

の
一
環
と
し
て
、
多
く
の
提
言
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
卒
業
式
前

日
に
は
「
第
８
回
地
域
振
興
に
関

す
る
提
言
を
含
む
優
秀
卒
業
研

究
・
論
文
発
表
会
」
が
開
催
さ
れ
、

地
域
振
興
や
地
域
活
性
化
に
関
す

る
優
秀
な
研
究
・
論
文
に
対
し
て

「
奨
励
賞
」、「
浜
田
市
長
賞
」
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
ご
み
問
題
や

レ
ジ
袋
削
減
対
策
な
ど
環
境
意
識

に
基
づ
い
た
研
究
や
、
地
域
資
源

を
活
か
し
た
街
お
こ
し
の
可
能
性

な
ど
、
地
域
に
根
ざ
し
た
研
究
・

論
文
が
15
件
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
に
は
、
平
成
20
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
る
浜
田
市
と
県
立
大

学
と
の
共
同
研
究
の
成
果
報
告
会

が
行
わ
れ
、
井
上
厚
史
ゼ
ミ
に
よ

る
「
浜
田
市
と
大
学
生
が
協
働
で

行
う
『
地
域
活
性
化
サ
イ
ト
』
の

構
築
」
と
、
光
延
忠
彦
ゼ
ミ
に
よ

る
「『
学
園
と
歴
史
の
ま
ち
浜
田
』

づ
く
り
の
た
め
の
調
査
研
究
」
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
学
生
の
皆

さ
ん
は
、
積
極
的
に
市
民
の
皆
さ

ん
と
関
わ
り
な
が
ら
調
査
を
進
め

ら
れ
ま
し
た
。「
今
後
、
学
生
の

自
由
な
発
想
と
行
政
の
公
共
性

を
う
ま
く
融
合
さ
せ
る
必
要
性
」

「
役
所
内
で
の
連
携
、
官
民
の
連

携
、
近
隣
地
域
と
の
連
携
の
三
つ

が
浜
田
市
の
発
展
に
必
要
」な
ど
、

「
感
性
に
溢
れ
た
提
言
」
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
瓜
生
忠
久

ゼ
ミ
の
皆
さ
ん
に
は
、
ゼ
ミ
活
動

の
一
環
と
し
て
製
作
さ
れ
た
、
島

根
県
民
歌
と
浜
田
市
民
歌
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
贈
呈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

４
年
生
の
皆
さ
ん
が
３
年
が
か
り

で
取
り
組
ま
れ
た
も
の
で
、
市
民

歌
に
合
わ
せ
て
浜
田
市
民
の
活
き

活
き
し
た
姿
や
、
豊
か
な
自
然
が

映
し
出
さ
れ
、
浜
田
市
を
愛
す
る

思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。早
速
、

浜
田
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

す
る
な
ど
有
効
活
用
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

８
回
目
の
卒
業
生
を
送
り
出
し

た
島
根
県
立
大
学
、
高
い
就
職
率

に
加
え
て
、地
元
へ
の
貢
献
に
も
、

目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

日本とアメリカの外国語教育
浜田市国際交流員　カレン　サイトウ

新・お元気ですか�
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設
置
期
限
迫
る
！

　

市
で
は
火
災
予
防
条
例
に
よ
り
、

す
べ
て
の
住
宅
へ
の
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
期
限
が
５
月
31
日

ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
残
す
と
こ

ろ
２
か
月
と
な
り
ま
し
た
。

　

浜
田
市
に
お
け
る
設
置
率
は
、

今
年
２
月
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
っ
た
結
果
55
・
２
％
で
し
た
が
、

特
に
一
戸
建
て
住
宅
で
の
設
置
が

進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

　

住
宅
火
災
で
犠
牲
に
な
ら
な
い

た
め
に
は
、
早
く
火
災
を
知
り
、

早
く
避
難
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

設
置
方
法
と
し
て
、

①
町
内
会
や
隣
近
所
で
共
同
購
入

し
、
取
り
付
け
る
。

②
家
電
量
販
店
や
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
で
購
入
し
、取
り
付
け
る
。

③
な
じ
み
の
家
電
販
売
店
（
町
の

電
気
屋
さ
ん
）
に
取
付
け
を
依

頼
す
る
。

④
ガ
ス
販
売
会
社
の
リ
ー
ス
を
活

用
す
る
。

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
�
１
１
６
７
）

危
険
物
取
扱
者
試
験
（
第
１
回
）

試
験
日　
６
月
12
日
㈰

受
付
期
間

書
面
申
請

４
月
13
日
㈬
～
26
日
㈫
（
当
日

消
印
有
効
）

電
子
申
請

４
月
10
日
㈰
～
23
日
㈯
（
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
受
験
申
請

で
す
。
携
帯
電
話
か
ら
の
電
子

申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。）

試
験
種
類

甲
種
・
乙
種
全
類
・
丙
種

試
験
会
場　
浜
田
市
ほ
か
５
会
場

受
験
資
格　
甲
種
は
受
験
資
格
が

あ
り
ま
す
が
、
乙
種
及
び
丙
種

は
制
限
が
あ
り
ま
せ
ん
。

手
数
料

甲
種　

５
、
０
０
０
円

乙
種　

３
、
４
０
０
円

丙
種　

２
、
７
０
０
円

受
験
願
書
の
提
出
先

〒
６
９
０-

０
８
８
２　

松
江

市
大
輪
町
４
２
０-

１
島
根
県

大
輪
町
団
体
ビ
ル
２
階　

㈶
消

防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
島
根
県

支
部

※　

詳
し
い
手
続
内
容
は
、
受
験

案
内
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

受
験
案
内
・
試
験
受
験
願
書
は
、

市
消
防
本
部
及
び
各
出
張
所
に

あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
消
防
本
部
予
防
課
危
険
物
係

（
☎
�
１
１
６
７
）

　

市
で
は
一
昨
年
、
全
国
を
震し

ん

撼か
ん

さ
せ
た
県
立
大
学
女
子
学
生
被
害

の
痛
ま
し
い
事
件
が
発
生
し
た
こ

と
か
ら
、犯
罪
を
抑
止
す
る
た
め
、

昨
年
３
月
に
２
か
所
、
10
月
に
２

か
所
、
今
年
２
月
に
４
か
所
、
防

犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
運
用
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
は
、
次
の
と
お
り
２
台
を

設
置
し
、
３
月
2８
日
か
ら
運
用
を

開
始
し
て
い
ま
す
。

設
置
場
所
に
つ
い
て

○
三
隅
町
古
市
場
地
内

・
静
流
の
鐘
塔
側
中
央
公
園
入
口

・
杜
氏
ヶ
峠
五
反
田
線
側
中
央
公

園
入
口

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係
（
☎
�
９
１
２
２
）

　

次
の
施
設
を
市
災
害
時
指
定
避

難
所
に
、
新
た
に
指
定
し
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※　

災
害
時
に
は
町
内
や
集
落
に

こ
だ
わ
ら
ず
、
最
適
な
避
難
場

所
を
選
ん
で
避
難
し
て
く
だ
さ

い
。

施
設
名　
社
会
福
祉
法
人
い
わ
み

福
祉
会
ワ
ー
ク
く
わ
の
木
熱
田

事
業
所

所
在
地　
熱
田
町

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係
（
☎
�
９
１
２
２
）

　

市
で
は
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報

を
目
的
と
し
て
、
そ
の
受
託
事
業

収
入
を
財
源
に
実
施
し
て
い
る
㈶

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
平
成
22
年

度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
（
自

主
防
災
組
織
育
成
助
成
事
業
）
に

よ
り
防
災
に
関
す
る
資
機
材
な
ど

を
購
入
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
購
入
し
た
資
機
材
な

ど
を
活
用
し
て
、
防
災
活
動
や
消

防
に
つ
い
て
の
理
解
促
進
の
た
め

の
知
識
・
技
術
を
伝
え
、
将
来
の

地
域
防
災
を
担
う
人
材
を
育
成
す

る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

（
本
庁
安
全
安
心
推
進
課
）

く
ら
し
の
情
報
広
場

く
ら
し
の
情
報
広
場

安
全
安
心

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

期
限
ま
で
あ
と
２
か
月
！

浜
田
市
危
険
物
保
安
協
会

危
険
物
取
扱
者
試
験

防
犯
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
を

設
置
し
ま
し
た

市
災
害
時
指
定
避
難
所
の

指
定
に
つ
い
て

平
成
22
年
度
宝
く
じ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
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更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
総
合
窓
口
課

（
☎
�
９
４
０
０
）

市
旭
支
所
市
民
福
祉
課

（
☎
�
１
４
３
４
）

市
弥
栄
支
所
市
民
福
祉
課

（
☎
�
２
６
５
６
）

旭
　

旭
自
治
区
の
公
民
館
（
今
市
公

民
館
を
除
く
。）
で
、
住
民
票
な
ど

の
証
明
が
、
即
日
交
付
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

交
付
開
始
日　
４
月
４
日
㈪

交
付
で
き
る
公
民
館

木
田
公
民
館
・
和
田
公
民
館
・

都
川
公
民
館
・
市
木
公
民
館

交
付
で
き
る
日
時

和
田
・
都
川
公
民
館

月
曜
日　

午
前
９
時
～
正
午

木
田
・
市
木
公
民
館

火
曜
日　

午
前
９
時
～
正
午

交
付
で
き
る
証
明
書

住
民
票
・
印
鑑
証
明
・
所
得
課

税
証
明

※　

印
鑑
登
録
や
戸
籍
謄
本
な
ど

の
交
付
は
、
公
民
館
で
は
で
き

ま
せ
ん
。

弥
栄

　

杵
束
出
張
所
の
窓
口
業
務
に
つ

い
て
、
４
月
１
日
㈮
か
ら
住
民
票

な
ど
の
証
明
発
行
業
務
を
杵
束
公

民
館
の
職
員
が
行
い
ま
す
。

　

窓
口
開
設
の
時
間
・
場
所
に
変

　

市
で
は
、
平
成
17
年
10
月
の
合

併
後
も
旧
市
町
村
（
各
自
治
区
）

ご
と
の
料
金
体
系
を
使
用
し
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
浜
田
市
下
水
道
審

議
会
の
答
申
を
受
け
、
平
成
22
年

９
月
議
会
に
お
い
て
使
用
料
統
一

に
係
る
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

　

統
一
後
の
使
用
料
は
、
次
表
の

と
お
り
、
使
用
し
た
水
量
に
よ
っ

て
決
ま
り
ま
す
。

※　

浜
田
・
金
城
自
治
区
は
、
現

在
の
使
用
料
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

※　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
下
水
道
課

（
☎
�
９
６
４
０
）

各
支
所
建
設
課

統一する料金表
（１か月あたり・消費税含む）

区分 使用水量 使用料金

基本料金 10㎥まで 1,575円

超過料金
（１㎥あたり）

11～20㎥ 131.25円

21㎥以上 204.75円

料金早見表
（２か月あたり）
（消費税含む）

使用水量 使用料金
０～20㎥ 3,150円
30㎥ 4,462円
40㎥ 5,775円
50㎥ 7,822円
60㎥ 9,870円
70㎥ 11,917円
80㎥ 13,965円

　

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
の
デ
ジ

タ
ル
化
に
便
乗
し
た
詐
欺
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

国
や
放
送
局
が
お
金
を
請
求
す

る
こ
と
は
、絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
あ
れ
？
お
か
し
い
？
」と
思
っ

た
ら
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
や
警
察

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
５
７
０-

０
７-

０
１
０
１
）

　

石
見
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、

昨
年
11
月
１
日
か
ら
自
主
放
送

「
い
わ
み
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
チ
ャ
ン

ネ
ル
」
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
併
せ
、

デ
ー
タ
放
送
が
開
始
さ
れ
て
い
ま

す
。

※　

ひ
ゃ
こ
る
ネ
ッ
ト
み
す
み（
三

隅
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
）
で
は
、

既
に
本
格
運
用
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
４
月
以
降
こ
の
デ
ー

タ
放
送
を
活
用
し
、
各
種
の
行
政

情
報
を
順
次
、
掲
載
し
て
い
く
予

定
に
し
て
い
ま
す
。

既
に
放
送
し
て
い
る
内
容

○
お
悔
や
み
情
報

○
休
日
診
療

○
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー　

な
ど

今
後
掲
載
予
定
の
放
送
内
容

○
各
種
イ
ベ
ン
ト
情
報

○
子
育
て
・
健
康
・
福
祉
情
報

○
学
校
・
公
民
館
・
美
術
館
な
ど

各
種
施
設
か
ら
の
お
知
ら
せ

○
そ
の
ほ
か
市
か
ら
の
お
知
ら
せ

な
ど

デ
ー
タ
放
送
の
視
聴
方
法

　

デ
ジ
タ
ル
放
送
の
視
聴
時
に
、

リ
モ
コ
ン
の
デ
ー
タ
ボ
タ
ン（
ｄ
）

を
押
す
こ
と
で
、
通
常
の
画
面
か

ら
デ
ー
タ
放
送
画
面
に
切
り
替
わ

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
広
報
情
報
課
広
報
係

（
☎
�
９
１
５
１
）

データ放送画面イメージ
（ひゃこるネットみすみ）

～
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
で

地
球
を
守
ろ
う
！
～

　

は
ま
だ
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
隊
で

は
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
に
取
り

組
む
家
庭
に
ゴ
ー
ヤ
の
種
を
配
布

し
ま
す
。
こ
の
夏
は
グ
リ
ー
ン

カ
ー
テ
ン
で
省
エ
ネ
し
、
夏
バ
テ

防
止
の
健
康
野
菜
、
ゴ
ー
ヤ
を
食

べ
て
地
球
と
一
緒
に
元
気
に
な
り

ま
し
ょ
う
。

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
と
は
？

　

あ
さ
が
お
や
ヘ
チ
マ
な
ど
の
ツ

ル
性
の
植
物
を
窓
の
外
に
作
る
自

生
活
・
環
境

公
民
館
で
の
住
民
票
な
ど

の
交
付
に
つ
い
て

４
月
１
日
㈮
か
ら
下
水
道

使
用
料
を
統
一
し
ま
す

地
デ
ジ
詐
欺
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
よ
る

デ
ー
タ
放
送
の
本
格
運
用

開
始
に
つ
い
て

ゴ
ー
ヤ
の
種
を
無
料
配
布

し
ま
す
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　浜田市地球温暖化対策地域協議会（はまだエコ
ライフ推進隊）では、身近な地球温暖化対策やご
み減量化の市民運動として、レジ袋の削減を促進
するために、今年９月１日㈭からレジ袋の無料配
布中止に取り組むことにしました。

小売店の皆さんへ

－レジ袋無料配布中止に
参加するお店を募集します－

参加資格　業種・規模・形態は問いません（総合
スーパーの場合、売場ごとの参加も可能です）。

参加費　無料（のぼり・ポスターなど啓発用品は
提供します。）

募集締切日　５月31日㈫（第１次締切日）
※　以降も、受付は随時行います。
申込方法　レジ袋削減に向けた取組に関する協定

参加申込用紙（本庁くらしと環境課にあります。
市ホームページからダウンロードもできます。）
に必要事項を記入の上、直接又は郵送・ＦＡＸ
などで提出してください。

市民の皆さんへ

－マイバッグを持参しましょう－
　マイバッグを持参することで地球温暖化などの
環境問題を考え、未来を担う子どもたちに、より
良い環境を残しましょう。

はまだエコライフ推進隊とは

　浜田市における二酸化炭素排出量の削減などを
進めるため、平成21年２月に市民・事業者・行政
により設立した市民組織です。
　現在、126会員により、マイバッグ持参運動を
はじめ、環境イベントなどを通じて身近な実践活
動の普及拡大に取り組んでいます。
　皆さんも、一緒に活動しませんか。詳しくは、
お問い合わせください。
問い合わせ先

本庁くらしと環境課内はまだエコライフ推進隊
事務局（☎�９４２０・▢FAX�６９４１）

http://www.city.hamada.shimane.jp/kurashi/
downroad/kankyou.html

然
の
カ
ー
テ
ン
の
こ
と
で
す
。

　

窓
か
ら
の
日
ざ
し
を
遮
り
、

葉
っ
ぱ
か
ら
出
る
水
蒸
気
で
周
り

の
温
度
を
下
げ
、
室
内
を
涼
し
く

し
て
く
れ
る
た
め
、
省
エ
ネ
効
果

が
あ
り
ま
す
。

対
象　
市
内
の
世
帯
及
び
事
業
所

受
付
開
始
日　
４
月
18
日
㈪

午
前
８
時
30
分
～
（
市
役
所
業

務
時
間
内
の
受
付
に
な
り
ま

す
。）

配
布
物　
ゴ
ー
ヤ
「
沖
縄
長
れ
い

し
」
の
種
13
個
入
り

配
布
数　
４
０
０
袋
（
１
世
帯
１

袋
）

※　

種
が
無
く
な
り
次
第
終
了
し

ま
す
。

※　

育
て
方
の
説
明
書
・
ゴ
ー
ヤ

料
理
の
レ
シ
ピ
が
付
い
て
い
ま

す
。

料
金　
無
料

申
込
方
法　
本
庁
・
各
支
所
の
は

ま
だ
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
隊
事
務

局
の
窓
口
へ
、
電
話
又
は
直
接

来
庁
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

配
布
方
法　
申
し
込
ん
だ
窓
口
で

受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
（
代
理

可
）。

　

今
年
種
を
採
っ
て
友
達
や
近
所

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、来
年
も
ま
た
、

町
中
に
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
を
広

げ
ま
し
ょ
う
。

　

４
月
18
日
㈪
か
ら
５
月
６
日
㈮

ま
で
、
は
ま
だ
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進

隊
の
活
動
の
様
子
を
市
役
所
本
庁

１
階
市
民
ロ
ビ
ー
で
展
示
し
ま
す

の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
く
ら
し
と
環
境
課

（
☎
�
９
４
２
０
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

募
集
開
始　
４
月
１
日
㈮
～

※　

た
だ
し
、
予
算
総
額
に
達
し

た
時
点
で
募
集
を
終
了
し
ま
す
。

要
件
（
主
な
も
の
）

・
市
内
事
業
者
か
ら
の
購
入
及
び

施
工
に
よ
る
こ
と

・
着
工
前
に
申
請
す
る
こ
と

補
助
金
額

・
シ
ス
テ
ム
１
kw
あ
た
り
３
万
円

（
た
だ
し
、
４
kw
・
12
万
円
を

限
度
と
し
ま
す
。）

※　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
く
ら
し
と
環
境
課
エ
コ
ラ

イ
フ
推
進
係

（
☎
�
９
４
２
０
）

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
設
置
事
業
補
助
金
に

つ
い
て

レジ袋の無料配布中止！　９月１日スタート
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『
も
っ
た
い
な
い
』
は

未
来
に
つ
づ
く
合
言
葉

　

循
環
型
社
会
の
構
築
を
目
指
し
、

ご
み
発
生
・
排
出
削
減
や
再
資
源

化
な
ど
を
進
め
る
た
め
、「
浜
田
市

ご
み
処
理
基
本
計
画
」
の
見
直
し

を
行
い
、３
月
に
改
訂
し
ま
し
た
。

　

本
計
画
は
、
平
成
23
年
度
を
初

年
度
と
し
、
平
成
32
年
度
を
目
標

年
次
と
す
る
10
か
年
計
画
で
す
。

ま
た
、
計
画
期
間
を
前
期
と
後
期

に
分
け
、
前
期
５
か
年
に
お
い
て

重
点
的
に
取
り
組
む
施
策
に
つ
い

て
示
し
て
い
ま
す
。

　

本
計
画
を
も
と
に
、
市
民
・

事
業
者
・
行
政
が
一
体
と
な
り
、

「
も
っ
た
い
な
い
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
た
取
組
を
、
今
後
広
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
計
画
の
概
要
版
は
４

月
15
日
㈮
か
ら
、
次
の
窓
口
で
閲

覧
で
き
ま
す
。
ま
た
、
計
画
書
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。

閲
覧
場
所

・
市
役
所
本
庁
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク

ル
課
（
田
町
分
室
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

・
各
公
民
館

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
課

（
☎
�
９
４
３
０
）

　

飼
い
犬
は
、
犬
の
生
涯
１
回
の

登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
毎
年

必
ず
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
法
律
で

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
（
た
だ
し
、

生
後
91
日
以
上
の
犬
）。

　

市
で
は
、
各
地
域
で
登
録
の
受

付
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
実
施
し

ま
す
。

持
参
す
る
も
の

・
注
射
料
１
頭
２
、
９
５
０
円

・
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
交
付
票

（
は
が
き
）

・
新
規
登
録
の
場
合
は
、
登
録
料

１
頭
３
、
０
０
０
円

※　

４
月
20
日
㈬
の
浜
田
保
健
所

前
と
市
役
所
東
分
庁
舎
前
駐
車

場
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
注
射
済
票
の
首
輪
へ
の
装
着

を
し
て
い
ま
す
の
で
、
時
間
に

は
余
裕
を
も
っ
て
来
場
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
く
ら
し
と
環
境
課
く
ら
し

と
環
境
係
（
☎
�
９
４
２
０
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

【浜　田】
4月 場所 時間 4月 場所 時間 4月 場所 時間

13
日
㈬

荒相　岡本勝美様宅前 9:00～ 9:10

15
日
㈮

美川公民館西分館前 13:50～14:00 19
日
㈫

佐野下町内生活改善センター前 14:25～14:30
荒相　三浦様宅前 9:15～ 9:20 櫟田原公民館前 14:10～14:15 宇津井公民館付近 14:35～14:40
ブルーコーンズ前
（旧ＪＡ久代事業所前） 9:25～ 9:40 下鍋石バス停付近 14:30～14:35 小山町内　遠藤俊長様宅前 14:45～14:50

一ノ瀬橋旧岩井商店付近 14:40～14:45

20
日
㈬

天満パーキング前 9:00～ 9:10
国分尼寺跡前 9:45～ 9:55 松羽地区防災センター前 14:50～15:00 清水町消防ポンプ車庫付近 9:20～ 9:35
国府公民館前 10:00～10:20 美川公民館前 15:05～15:15 青川陸橋下駐車場付近 9:40～ 9:55
下府公民館前 10:25～10:35

18
日
㈪

ＪＡいわみ中央長沢事業所前 9:00～ 9:15 笠柄児童公園付近 10:00～10:10
上府町市尻酒店付近 13:15～13:30 二反田団地集会所前 9:20～ 9:30 元浜町かもめ公園付近 10:15～10:25
上府消防車庫前 13:35～13:45 生湯町宇野木工所付近 9:35～ 9:45 浜田保健所前 10:30～10:45
旧ＪＡ宇野事業所付近 13:55～14:10 生湯海水浴場休憩所付近 9:55～10:00 港町百草園コーポ江村付近 13:10～13:15
姉金　千代延様宅付近 14:15～14:25 ヒルズガーデン神在入り口付近 10:10～10:20 瀬戸ケ島町　高森英

昭様宅前付近 13:20～13:25国府公民館有福分館前 14:30～14:45 長沢町イエローハット駐車場 10:25～10:35
宇野町西山バス停付近 14:50～14:55 浅井公民館付近 10:40～10:50 外ノ浦町金比羅宮前 13:35～13:40

14
日
㈭

大谷上公民館大元神社付近 9:10～ 9:15 浅井町メガネの三城駐車場 13:10～13:15 松原郵便局前 13:45～14:00
青口バス停付近 9:25～ 9:30 黒川町どうどう公園付近 13:20～13:25 市役所東分庁舎前駐車場 14:05～14:15
荒磯谷バス停付近 9:35～ 9:40 高佐町　角国様宅付近 13:30～13:35
大麻公民館前 9:45～ 9:55 石見公民館前 13:40～13:55
力石バス停付近 10:00～10:05 相生町ベルコ倉庫前 14:00～14:10
周布公民館前 10:15～10:30 竹迫町平和公園 14:15～14:30
周布１町内公民館前 10:35～10:45 竹迫団地公園前（４町内）14:35～14:45
吉地集会所前 13:30～13:35 野原町２町内公民館前 14:50～15:00
門田公民館前 13:40～13:50 野原町１町内公民館下駐車場 15:05～15:10
漁協津摩支所前 13:55～14:05

19
日
㈫

相生町国土交通省付近 9:00～ 9:10
日脚児童公園付近
（大久保団地内） 14:15～14:20 社家地神社付近 9:15～ 9:20

三宮児童公園付近 9:25～ 9:30
日脚児童館付近 14:25～14:40 河内公民館付近

（河内町親水広場） 9:35～ 9:45長浜商港バス停付近 14:45～15:05
長浜公民館前 15:10～15:25 石見公民館長見分館前 10:05～10:15

15
日
㈮

福井地区集会所前（９号線沿い） 9:10～ 9:20 十文字原バス停付近 10:25～10:30
汐入県職員住宅前 9:25～ 9:30 石見公民館細谷分館前 10:35～10:40
浜田商業高校入り口付近 9:35～ 9:55 後野町８町内公民館前 13:15～13:20
熱田町５町内集会所前 10:00～10:10 後野小学校前 13:30～13:40
上内田バス停付近 10:15～10:20 生活改善センター伊南神社付近 13:45～13:50
猪伏口バス停付近 10:25～10:30 両間口バス停付近 13:55～14:00
牛谷バス停付近 13:30～13:40 旧ＪＡ佐野事業所付近 14:05～14:20

注意
・当日の交通事情などにより、

予定時間に実施できない場合
があります。

・浜田市以外で登録をしている
犬、生後90日以下の犬につい
ては、当日会場で注射を受け
ることができません。

・会場で受けることができない
場合は、動物病院・獣医科病
院で注射を受けてください
（登録もできます）。ただし、
手数料が加算される場合があ
ります。

浜
田
市
ご
み
処
理
基
本
計
画

を
改
訂
し
ま
し
た

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防

注
射
に
つ
い
て

犬の登録と狂犬病予防注射日程表
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【金　城】
4月 場所 時間 4月 場所 時間 4月 場所 時間

19
日
㈫

新開集会所前 9:00～ 9:20 19
㈫

徳田中　横山様宅前 14:10～14:15

21
日
㈭

元谷石碑前 10:25～10:35
旧どさん娘付近 9:25～ 9:30 柚根農産物集出荷場前 14:20～14:25 入野集会所前 10:40～10:45
水上谷集会所前 9:35～ 9:40

20
日
㈬

久佐川バス停前 13:10～13:20 越沢集会所前 10:50～11:05
小笹集会所前 9:45～10:00 下久佐集会所前 13:25～13:35 植松集会所前 11:15～11:20
伊木集会所前 10:05～10:10 久佐消防ポンプ倉庫前 13:40～13:45 福原　大屋勇様宅前 11:25～11:30
青原集会所前 10:20～10:35 久佐公民館（くざ会館）前 13:50～13:55 大元集会所前 11:35～11:40
下ノ原　鍛冶畑様入り口付近 10:40～10:50 小原谷集会所前 14:00～14:05 美又国民保養センター前 11:45～11:50
後山　岡田新一様宅前 11:10～11:15 新生集会所前 14:10～14:15 皆合滝原橋付近 13:05～13:10
深笹上集会所前 11:25～11:30 浄光寺前バス停付近 14:20～14:25 美又口　渡辺様宅横 13:15～13:20
㈲シマネ波佐電子前 11:40～11:50 上長屋集会所前 14:30～14:35 今福公民館（ふれあい会館）前 13:25～13:35
亀谷原　榎一夫様宅前 13:05～13:15

21
日
㈭

今田よりあい会館前 9:00～ 9:25 上組集会所前 13:40～13:50
浄蓮寺下 13:25～13:30 金田会館前 9:30～ 9:55 大谷集会所前 13:55～14:00
波佐消防ポンプ倉庫前 13:35～13:45 下長屋　山田様宅前 10:00～10:05 かたらいの家前 14:05～14:20
旧ＪＡ小国事業所前 13:55～14:05 小松木口付近 10:10～10:20

【　旭　】
4月 場所 時間 4月 場所 時間 4月 場所 時間

20
日
㈬

市役所旭支所前 9:00～ 9:20 20
㈬

重富生活改善センター前 11:05～11:10

21
日
㈭

東都川集会所前 10:25～10:35
丸原センター前 9:25～ 9:35 和田生活改善センター前 11:20～11:30 岩畳生活改善センター前 10:45～10:55
しろつの生活センター前 9:45～ 9:50

21
日
㈭

市役所旭支所前 9:00～ 9:20 越木バス停留所付近 13:10～13:15
山ノ内生活改善センター前 10:00～10:05 坂本構造改善センター前 9:30～ 9:35 来尾神社前 13:25～13:30
木田生活改善センター前 10:10～10:15 西都川集会所前 9:40～ 9:45 市木生活改善センター前 13:40～13:45
戸川生活改善センター前 10:30～10:35 谷神社付近 9:55～10:00 早水生活改善センター前 13:50～13:55
本郷バス停留所前 10:45～10:55 都川高齢者活動促進センター前 10:10～10:20 中郡集会所前 14:00～14:05

【弥　栄】
4月 場所 時間 4月 場所 時間 4月 場所 時間

14
日
㈭

畑集会所前 9:15～ 9:20

14
日
㈭

老人福祉センター
（杵束出張所）前 13:15～13:25

15
日
㈮

西の郷ライスセンター前 10:25～10:45
山賀集会所前 9:30～ 9:35 仲三集会所前 10:50～11:00
小坂集会所前 9:45～ 9:55 大坪センター前 13:30～13:35 老人福祉センター

（杵束出張所）前 11:05～11:20西河内集会所前 10:00～10:05 稲代集会所前 13:40～13:50
西河内　山崎昭三様宅前 10:10～10:20 金岡集会所前 14:00～14:05 市役所弥栄支所前 11:30～11:45
日高集会所前 10:25～10:30 市役所弥栄支所前 14:15～14:30 小熊集会所前 13:20～13:25
青尾集会所前 10:40～10:45

15
日
㈮

高坂谷　小松原忠雄様宅前 9:15～ 9:25 熊の山　斉藤繁美様宅前 13:35～13:40
門田交流センター前 11:00～11:05 六歩谷集会所前 9:30～ 9:40 下田野原集会所前 13:50～13:55
程原上集会所前 11:20～11:25 十国トンネル前 9:45～ 9:50 上田野原集会所前 14:05～14:10
小角　堀江恵祐様宅前 11:35～11:40 野坂　前山章男様宅前 9:55～10:05
横谷集会所前 11:45～11:50 大斉集会所前 10:10～10:20

【三　隅】
4月 場所 時間 4月 場所 時間 4月 場所 時間

19
日
㈫

芦谷集会所前 9:20～ 9:30

20
日
㈬

的野集会所前 9:30～ 9:45

21
日
㈭

和崎輝男様宅付近待避所 9:50～10:00
みのり会館前 9:35～ 9:50 洗川正信様宅付近 9:55～10:05 岡見公民館前 10:10～10:25
小原集会所前 9:55～10:05 井川集会所前 10:15～10:25 ＪＲ岡見駅前 10:30～10:45
市場集会所前 10:15～10:30 河野建設㈱向側広場 10:35～10:50 古湊漁村センター前 10:55～11:10
周布地停留所付近 10:35～10:45 中古和集会所前 10:55～11:05 新谷孝幸様宅向側 11:20～11:30
上今明神明宮下 11:00～11:10 上古和集会所前 11:10～11:20 湊浦集会所前 13:10～13:30
上室谷集会所前 11:15～11:25 河内橋上待避所 11:30～11:45 海石集会所前 13:35～13:50
田代商店前 11:30～11:40 谷集会所前 13:20～13:40 市役所三隅支所前 13:55～14:15
東平原上集会所前 13:20～13:30 市役所三隅支所前 13:50～14:10
白砂公民館前 13:40～13:50 21

㈭
㈲杖田農機店横 9:10～ 9:25

今浦集会所前 14:00～14:10 ひゃこるバス宮ヶ迫停留所付近 9:35～ 9:45

　

消
費
者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
る

消
費
生
活
専
門
相
談
員
な
ど
の
資

格
取
得
を
目
指
し
て
、
消
費
生
活

に
関
す
る
知
識
を
深
め
る
た
め
に

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

弁
護
士
・
大
学
教
授
・
消
費
生

活
専
門
相
談
員
が
講
師
と
し
て
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

開
催
日　
５
月
７
日
㈯
・
21
日
㈯
・

28
日
㈯
・
６
月
11
日
㈯
・
25
日

㈯
・
７
月
９
日
㈯
・
16
日
㈯
・

30
日
㈯
・
８
月
６
日
㈯

時
間　
午
後
１
時
～
５
時

会
場　
益
田
市
人
権
セ
ン
タ
ー
あ

す
な
ろ
館
（
益
田
市
）

定
員　
50
人

※　

９
回
の
講
座
に
継
続
し
て
参

加
で
き
る
人
を
優
先
し
ま
す
。

受
講
料　
無
料

申
込
期
間

４
月
７
日
㈭
～
27
日
㈬

申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

県
環
境
生
活
総
務
課
消
費
と
く

ら
し
の
安
全
室
（
☎
０
８
５
２

�
５
１
０
３
・
▢FAX
０
８
５
２
�

５
９
１
８
）

消
費
者
リ
ー
ダ
ー
育
成
講
座



広報はまだ：平成23年４月号　　　14

安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

市
で
は
、
新
築
な
ど
を
し
た
住

宅
に
対
す
る
各
種
助
成
制
度
を
行

い
ま
す
。

石
州
瓦
・
く
ん
え
ん
木
材
を
使
っ

た
新
築
住
宅
へ
の
助
成

対
象

①
市
内
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
の

住
宅
で
屋
根
材
と
し
て
石
州
瓦

を
利
用
し
、
４
月
１
日
以
後
に

屋
根
の
工
事
に
着
工
し
、
平
成

24
年
３
月
31
日
ま
で
に
完
了
す

る
住
宅
で
あ
る
こ
と

②
屋
根
面
積
が
80
㎡
以
上
で
あ
る

こ
と

③
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

※　

要
件
を
満
た
す
住
宅
で
、
柱

材
に
「
石
州
く
ん
え
ん
木
材
」

を
利
用
す
る
場
合
に
は
、
石
州

瓦
の
助
成
額
に
加
算
し
て
助
成

を
行
い
ま
す
。

助
成
額

石
州
瓦　
屋
根
面
積
１
㎡
あ
た
り

５
０
０
円
（
た
だ
し
、
８
万
円

を
限
度
）

石
州
く
ん
え
ん
木
材　
石
州
く
ん

え
ん
木
材
の
柱
１
本
あ
た
り

１
、０
０
０
円
（
た
だ
し
、
10
万

　平成22年度のエコクリーンセンターのばい煙などと周辺
環境（大気質）の測定結果をお知らせします。

ばい煙など測定結果

項　　　目
測定結果 排出基準

自主
規制値H22.7.13 H23.1.14 H22.7.13 H23.1.14

１号炉 ２号炉 １号炉 ２号炉 １号炉 ２号炉 １号炉 ２号炉

ば
い
煙

ばいじん（g/㎥N） 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.08 0.01
硫黄酸化物（㎥N/h）0.005未満 0.005未満 0.02 0.01 78.8 77.6 80.2 80.0 0.2356
窒素酸化物（ppm） 19 18 16 13 250 50
塩化水素（mg/㎥N） 3.6 3.6 4.7 3.7 700 70

排ガス中ダイオキシン類
（ng-TEQ/㎥N） 0.0045 0.0064 0.0031 0.0018 1 0.01

集じん灰ダイオキシン類
（ng-TEQ/g） 0.42 － 3 －

　平成22年度の測定は、表の項目
のほか、騒音・振動・悪臭につい
ても実施しましたが、結果はすべ
て基準を下回っていました。
　今後も、引き続き、周辺環境に
配慮した施設運営に取り組みます。

問い合わせ先
浜田地区広域行政組合業務課
エコクリーンセンター
（☎０８５５�５０８１）

周辺環境（大気質）測定結果 （平成22年７月９日～16日に測定）

調査地点 項目 区分 測定結果 監視基準 
(環境基準)

県道300号
（跡市波子停
車場線）
最大着地濃度
地点付近

二酸化窒素
（ppm） 日平均値の最大値 0.001 0.04～

0.06以下
二酸化硫黄
（ppm）

日平均値の最大値 0.004 0.04以下
１時間値の最高値 0.007 0.1以下

浮遊粒子状物質
（mg/㎥）

日平均値の最大値 0.048 0.10以下
１時間値の最高値 0.067 0.20以下

塩化水素
（ppm）

平均値 0.002未満 0.02以下最高値 0.002未満
ダイオキシン類
（pg-TEQ/㎥） 平均値 0.0083 0.6以下

※　７月11日は、停電のため測定できませんでした。
※　「未満」とは、定量下限値を下回っていて算出できないことを表
しています。

４月側溝消毒予定表
日 曜 実　施　計　画
4 月 松原町４・５・７・８、殿町１・６～８
5 火 殿町２～５、田町２～５
6 水 田町、琵琶町、朝日町１～６・９・10
7 木 朝日町１～４・６～８、牛市町、紺屋町２～５
8 金 紺屋町、天満町、新町、錦町
11 月 蛭子町、栄町、片庭町
12 火 港町１～４
13 水 京町、高田町、清水町、真光町
14 木 原町、瀬戸見町、元浜町
15 金 大辻町、原井町
18 月 原井町、 瀬戸ケ島町、港町５
19 火 長沢町１
20 水 長沢町２～５・７・８
21 木 生湯町１～４

22 金 長沢町６・８、桜ケ丘、菅原団地、
長沢ヒルズ神在

25 月 浅井町４～６
26 火 浅井町１～３、黒川町１・２
27 水 黒川町３～７
28 木 相生町１～３
※　雨天などによる中止の場合、町内会長からの連
絡により土曜日に実施することができます。

（本庁くらしと環境課）

広域圏だより
浜田市・江津市

～協働でつくる活力と魅力の
　　　　　ふるさと浜田圏域～

浜田地区広域行政組合
野原町(☎�１４６８)

業務課からのお知らせ

住
宅

新
築
住
宅
な
ど
へ
の
助
成

に
つ
い
て
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

円
を
限
度
）

申
請
期
限　
新
築
の
場
合
は
上
棟

日
、
屋
根
替
え
の
場
合
は
工
事

着
工
日
ま
で

※　

必
ず
、
申
請
書
は
申
請
期
限

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

県
産
木
材
を
生
か
し
た
木
造
住
宅

づ
く
り
支
援
事
業

対
象

①
市
内
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
の

住
宅
で
、
㈳
島
根
県
木
材
協
会

の
「
県
産
木
材
を
生
か
し
た
木

造
住
宅
づ
く
り
支
援
事
業
」
の

適
用
を
受
け
、
新
築
・
購
入
・

増
改
築
を
す
る
人

②
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

補
助
額　
住
宅
の
構
造
材
に
使
用

す
る
県
産
木
材
１
㎥
あ
た
り

２
万
円
（
た
だ
し
、
住
宅
の
新

築
・
購
入
に
つ
い
て
は
１
戸
あ

た
り
30
万
円
、
増
改
築
に
つ
い

て
は
15
万
円
を
限
度
）

申
請
期
限　
新
築
・
増
改
築
の
場

合
は
屋
根
工
事
着
工
前
、
購
入

の
場
合
は
住
宅
の
売
買
契
約
締

結
後
速
や
か
に

申
請
方
法　
申
請
用
紙
（
本
庁
産

業
政
策
課
及
び
各
支
所
産
業
課

に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き

ま
す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
先　
本
庁
産
業
政
策
課
又
は

各
支
所
産
業
課

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
産
業
政
策
課

（
☎
�
９
５
０
０
）

木
造
住
宅
耐
震
化
等
促
進
事
業
補

助
制
度

　

地
震
な
ど
に
よ
る
木
造
住
宅
の

倒
壊
を
防
止
し
、
そ
の
安
全
性
の

向
上
を
図
る
た
め
に
、『
耐
震
診

断
』
や
『
耐
震
改
修
』
な
ど
を
行

う
民
間
住
宅
の
所
有
者
に
対
し

て
、
そ
の
事
業
に
要
す
る
費
用
の

一
部
を
補
助
す
る
制
度
で
す
。

対
象
事
業

１　
耐
震
診
断
事
業

　

現
地
調
査
や
構
造
計
算
に
よ
っ

て
、
建
物
に
耐
震
性
が
あ
る
か
を

建
築
士
に
診
断
し
て
も
ら
う
。

２　
補
強
計
画
策
定
事
業

　

耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
性
な

し
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
、
補
強

方
法
を
設
計
し
て
も
ら
う
。

３　
耐
震
改
修
事
業

　

策
定
さ
れ
た
補
強
計
画
に
基
づ

き
、
耐
震
改
修
工
事
を
行
う
。

４　
解
体
助
成
事
業

　

耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
性
な

し
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
、
建
物

全
部
を
解
体
す
る
。

対
象
と
な
る
住
宅　
次
の
い
ず
れ

に
も
該
当
す
る
木
造
住
宅
が
対

象
で
す
。

・
市
内
に
あ
る
木
造
住
宅
（
木
造

以
外
と
の
混
構
造
の
も
の
を
除

く
。）
で
階
数
が
２
以
下
の
も
の

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建

築
又
は
着
工
さ
れ
た
も
の

・
耐
震
診
断
の
結
果
、
上
部
構
造

評
点
が
「
倒
壊
す
る
可
能
性
が

あ
る
」
レ
ベ
ル
で
あ
る
１
・
０

未
満
と
判
定
さ
れ
た
も
の
（
耐

震
診
断
事
業
の
場
合
は
除
く
。）

申
込
方
法　
補
助
金
交
付
申
請
書

（
本
庁
建
築
住
宅
課
に
あ
り
ま

す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
必

要
な
図
面
や
書
類
を
添
え
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
建
築
住
宅
課

（
☎
�
９
６
３
２
）

補助率と補助限度額
補助対象経費に補助率を掛けた金額が補助金額になります。

対象事業 補助対象経費 補助率 １棟あたりの
補助限度額

耐震診断事業 耐震診断に要する経費 10分の９ 45,000円
補強計画策定事業 補強計画策定に要する経費 ３分の２ 400,000円

耐震改修事業
耐震改修工事に要する経費
（工事に伴い必要となる撤去・
復旧などに要する経費を含む。）

100分の23 800,000円

解体助成事業 住宅のすべてを除去するため
に要する経費 100分の23 400,000円

金
城
（
①
公
営
住
宅
）

受
付
期
間

４
月
７
日
㈭
～
21
日
㈭

募
集
住
宅　
波
佐
住
宅

間
取
り　
３
Ｄ
Ｋ

所
在
地　
波
佐

建
設
年
度　
昭
和
60
年
度

戸
数　
２
戸
（
う
ち
１
戸
は
高
齢

者
・
身
体
障
が
い
者
優
先
住
宅
）

家
賃　
月
額
１
４
、
８
０
０
円
～

３
１
、
６
０
０
円

※　

収
入
額
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。

敷
金　
家
賃
の
月
額
の
３
か
月
分

旭
（
①
公
営
住
宅
・
②
特
定
公
共

賃
貸
住
宅
）

受
付
期
間

４
月
８
日
㈮
～
22
日
㈮

住宅種別 募集住宅（間取り） 所在地 建設年度 戸数 家賃の月額

①
公営住宅

都川団地（３ＤＫ） 都川 昭和52年度
（平成22年改修）１戸 11,900円～

　23,400円

市木団地（３ＤＫ） 市木 昭和57年度
（平成22年改修）２戸 15,100円～

　29,700円

②
特定公共
賃貸住宅

ニュー旭ヶ丘
（３ＬＤＫ） 今市 平成８年度 １戸 40,000円

あさひインターハイツ
４号棟（２ＬＤＫ） 丸原 平成19年度 ３戸 36,000円

敷金　家賃の月額の３か月分

木
造
住
宅
の
耐
震
化
を

支
援
し
ま
す
！

住
宅
入
居
者
募
集
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

弥
栄
（
③
地
域
定
住
住
宅
）

受
付
期
間

４
月
１
日
㈮
～
15
日
㈮

入
居
資
格　
次
に
掲
げ
る
条
件
を

す
べ
て
満
た
し
て
い
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

①
公
営
住
宅

・
現
在
同
居
又
は
同
居
予
定
の
親

族
が
あ
る
人
（
60
歳
以
上
・
身

体
障
が
い
者
・
Ｄ
Ｖ
被
害
者
な

ど
は
単
身
で
も
申
込
み
が
可
能

で
す
。）

・
収
入
月
額
が
15
万
８
千
円
以
下

で
あ
る
世
帯
。
た
だ
し
高
齢
者

世
帯
・
障
が
い
者
を
含
む
世
帯
・

子
育
て
世
帯
（
小
学
校
就
学
前

の
子
ど
も
の
い
る
世
帯
）
な
ど

募集住宅（間取り） 所在地 建設年度 家賃の月額
長安住宅３号棟Ｃ
単身用（２ＤＫ） 長安本郷 平成13年度 18,000円

塚ノ元住宅１号棟Ａ
単身用（３ＤＫ）

木都賀

昭和30年度 
（平成11年改修）

20,000円

塚ノ元住宅１号棟Ｃ
単身用（２ＤＫ） 17,000円

塚ノ元住宅２号棟Ａ
単身用（２ＤＫ） 平成13年度 18,000円

戸数　各１戸
敷金　家賃の月額の３か月分

は
、
収
入
月
額
が
21
万
４
千
円

以
下
で
あ
る
世
帯

※　

収
入
月
額
と
は
、
世
帯
全
員

の
年
間
総
所
得
額
（
前
年
分
）

か
ら
控
除
額
（
世
帯
の
状
況
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。）
を
引

い
て
12
で
割
っ
た
額
で
す
。

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
人

・
市
町
村
税
の
滞
納
が
な
い
人

②
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

・
現
在
同
居
又
は
同
居
予
定
の
親

族
が
あ
る
人

・
収
入
月
額
が
15
万
８
千
円
を
超

え
、
48
万
７
千
円
以
下
で
あ
る

世
帯

・
自
ら
居
住
す
る
た
め
に
住
宅
を

必
要
と
す
る
人

③
地
域
定
住
住
宅

・
地
域
定
住
住
宅
を
生
活
の
本
拠

地
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
人

・
そ
の
人
の
収
入
が
、
生
活
保
護

法
に
よ
る
保
護
の
基
準
額
以
上

で
あ
る
こ
と

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
人

・
市
町
村
税
の
滞
納
が
な
い
人

※　

そ
の
ほ
か
の
入
居
条
件
や
収

入
基
準
の
範
囲
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
住
宅
供
給
公
社
浜
田
住

宅
管
理
事
務
所

（
☎
�
０
５
３
５
）

鳥
獣
捕
獲
対
策

　

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
捕
獲
を
目
的

と
し
た
捕
獲
檻
の
設
置
を
希
望
す

る
集
落
に
対
し
、
経
費
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

補
助
対
象　
集
落
で
捕
獲
檻
を
設

置
し
た
場
合
の
経
費

補
助
率

補
助
対
象
経
費
の
１
／
２
以
内

（
限
度
額
８
万
円
）

鳥
獣
被
害
防
止
対
策

　

イ
ノ
シ
シ
な
ど
に
よ
る
農
作
物

へ
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
の
防

護
柵
に
つ
い
て
、
今
年
度
新
規
に

希
望
す
る
人
に
対
し
、
経
費
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

補
助
対
象　
10
ア
ー
ル
以
上
の
農

地
に
防
護
柵
（
電
気
牧
柵
・
ワ

イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
な
ど
）
を
設

置
し
た
場
合
の
資
材
費
（
養
蜂

業
の
場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。）

補
助
率

補
助
対
象
経
費
の
１
／
２
以
内

（
限
度
額
５
万
円
）

受
付
期
間　
９
月
30
日
㈮
ま
で

※　

た
だ
し
、
予
算
が
無
く
な
り

次
第
終
了
し
ま
す
。詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
農
林
課
農
政
係

（
☎
�
９
５
１
０
）

各
支
所
産
業
課

　

市
で
は
、
西
条
柿
の
栽
培
が
盛

ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
生
産

農
家
の
高
齢
化
な
ど
の
影
響
か
ら

柿
園
の
荒
廃
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
将
来
的
に
園
地
を

借
り
入
れ
、
出
荷
を
目
的
と
し
た

栽
培
を
目
指
す
人
を
育
成
す
る
た

め
の
栽
培
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

基
本
的
な
管
理
作
業
か
ら
経
験

し
て
も
ら
う
講
座
に
な
り
ま
す
の

で
、
畑
は
あ
っ
て
も
栽
培
に
自
信

が
な
い
人
、
農
家
で
な
い
人
で
も

奮
っ
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

期
間　
５
月
～
平
成
24
年
３
月

（
年
８
回
程
度
）

平
日
に
開
催
し
ま
す
。

場
所　
市
内
柿
園
（
現
地
ま
で
の

交
通
手
段
の
確
保
を
条
件
と
し

ま
す
。）

内
容　
実
習
及
び
講
義
（
摘
果
・

防
除
・
剪せ

ん

定て
い

・
視
察
な
ど
）

※　

講
座
実
施
期
間
中
は
１
人
１

樹
を
受
け
持
ち
、
講
座
終
了
時

ま
で
責
任
を
持
っ
て
維
持
管
理

を
し
て
も
ら
い
ま
す
。
収
穫
果

は
受
講
者
の
も
の
と
し
ま
す
。

※　

管
理
で
き
る
樹
の
本
数
に
は

限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
借
樹

に
つ
い
て
は
先
着
順
と
し
ま
す
。

聴
講
の
み
の
受
講
も
可
能
で
す
。

借
樹
料　
７
、
０
０
０
円
（
障
害

保
険
料
が
別
途
必
要
で
す
。）

申
込
締
切
日　
４
月
28
日
㈭

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

農
林
業
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
３
５
０
０
）

事
業
内
容

　

市
内
の
中
小
企
業
者
な
ど
に
対

し
、
事
業
化
を
目
的
と
し
た
新
商

品
の
開
発
、特
許
権
な
ど
の
取
得
、

販
路
の
開
拓
、
デ
ザ
イ
ン
開
発
、

協
業
化
の
促
進
な
ど
の
事
業
活
動

に
対
し
て
、
一
部
経
費
を
支
援
す

る
補
助
制
度
で
す
。

対
象　

市
内
に
主
た
る
事
業
所

（
住
所
）を
有
す
る
中
小
企
業

者
な
ど
で
、
市
税
の
滞
納
が
な

い
こ
と

産
業
・
地
域
活
性
化

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
被
害
対
策

に
つ
い
て

西
条
柿
を
栽
培
し
て

み
ま
せ
ん
か

浜
田
市
中
小
企
業
チ
ャ
レ
ン

ジ
支
援
事
業
の
募
集
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

補
助
対
象
期
間　
４
月
１
日
㈮
～

平
成
24
年
３
月
31
日
㈯

受
付
期
間

５
月
９
日
㈪
～
６
月
10
日
㈮

申
請
方
法　
所
定
の
申
請
書
（
本

庁
産
業
政
策
課
に
あ
り
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※　

受
付
期
間
内
で
予
算
が
超
過

し
た
場
合
は
、
申
請
額
が
減
額

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※　

事
業
着
手
は
、
原
則
、
補
助

金
の
交
付
決
定
日
以
降
で
す
。

た
だ
し
、
事
前
に
着
手
す
る
場

合
、
事
業
内
容
及
び
経
費
に

よ
っ
て
は
、
補
助
対
象
外
と
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
産
業
政
策
課

（
☎
�
９
５
０
１
）

中小企業チャレンジ支援事業メニュー

事業区分 事業内容 補助率及び補助金
の交付限度額

新商品開発事業
（補助対象経費の
総額が30万円以上
のものに限る。）

新商品開発・既存商品の改良に要する経費
補助対象経費
専門家謝金・旅費・研究開発費・委託費など
（機械装置などの購入費を除く。）

１／２以内
30万円以下

特許権等取得事業

事業化を目的とした産業財産権の取得のための
経費
補助対象経費
出願費用・弁理士費用・先行技術調査費など

１／２以内
５万円以下

販路開拓事業
商談会・展示会への出展及び開催に要する経費
補助対象経費
旅費・出展費用・印刷製本費など

１／２以内
20万円以下

デザイン開発事業

商品パッケージなどの改善に要する経費
補助対象経費
専門家謝金・旅費・デザイン委託及び購入費・
試作費など

１／２以内
15万円以下

中小企業組織化促
進事業

中小企業など数社により事業の共同化・協業化
を図り、競争力の強化・信用力の向上を図るた
めに必要な経費
補助対象経費
専門家謝金・旅費・登記費用など

１／２以内
30万円以下

　

現
在
、
運
航
休
止
と
な
っ
て
い

る
大
阪
便
で
す
が
、
７
月
15
日
㈮

か
ら
８
月
31
日
㈬
ま
で（
48
日
間
）、

期
間
限
定
便
と
し
て
運
航
さ
れ
る

こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

高
速
交
通
網
が
、
ま
だ
十
分
に

整
備
さ
れ
て
い
な
い
こ
の
圏
域
に

と
っ
て
、
大
阪
ま
で
約
60
分
と
い

う
短
時
間
で
移
動
で
き
る
大
阪
便

は
と
て
も
貴
重
な
財
産
で
す
。

　

こ
の
大
阪
便
が
運
航
さ
れ
る
期

間
は
、
島
根
県
や
利
用
圏
域
で
力

を
合
わ
せ
て
利
用
促
進
に
努
め
て

い
き
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

２
０
（
１
６
６
人
乗
り
）
に
変
更

に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
月
27
日
㈰
か
ら
萩
・

石
見
空
港
発
着
の
東
京
便
の
運
航

ダ
イ
ヤ
が
変
更
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

３
月
27
日
㈰
か
ら
、
東
京
便
の

使
用
機
材
が
Ｂ
７
３
７-

５
０
０

（
１
２
６
人
乗
り
）
か
ら
、
Ａ
３

※　

詳
し
く
は
、
萩
・
石
見
空
港

利
用
拡
大
促
進
協
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

h
ttp

://w
w
w
.iw

a
m
i.o

r.jp
/

airport/

問
い
合
わ
せ
先

萩
・
石
見
空
港
利
用
拡
大
促
進

協
議
会

（
☎
０
８
５
６
�
０
９
９
０
）

大阪便
期間限定（７月15日㈮～８月31日㈬）のダイヤ

大阪 萩・石見 大阪
出発 到着 出発 到着
13:30 14:35 15:05 16:05

東京便
３月27日㈰からの新ダイヤ

東京 萩・石見 東京
出発 到着 出発 到着
11:20 12:50 13:20 14:55

　

市
の
海
外
友
好
都
市
（
石せ

き

嘴し

山ざ
ん

市
・
栄え

い

成せ
い

市
・
真し

ん

如に
ょ

鎮ち
ん

・
ブ
ー
タ

ン
王
国
）
と
の
民
間
交
流
事
業
を

実
施
す
る
団
体
に
対
し
、
助
成
を

行
い
ま
す
。

対
象　

市
内
に
所
在
す
る
団
体

（
法
人
・
任
意
団
体
の
別
は
問

い
ま
せ
ん
。）
た
だ
し
、
政
治

団
体
及
び
宗
教
団
体
を
除
き
ま

す
。

対
象
事
業　
海
外
友
好
都
市
と
の

民
間
交
流
事
業
で
、
市
民
の
国

際
理
解
・
友
好
親
善
及
び
国
際

協
力
を
促
進
す
る
目
的
で
実
施

す
る
事
業
や
海
外
友
好
都
市
の

啓
発
事
業
な
ど

助
成
額　
交
流
事
業
１
事
業
あ
た

り
30
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

受
付
締
切
日　
５
月
31
日
㈫

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
政
策
課
交
流
推
進
係

（
☎
�
９
２
０
２
）

萩
・
石
見
空
港
利
用
拡
大
促

進
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

海
外
友
好
都
市
と
の
交
流

事
業
を
実
施
す
る
団
体
に

助
成
し
ま
す

大
阪
便
の
期
間
限
定
運
航
の

お
知
ら
せ

東
京
便
の
使
用
機
材
の
変
更
・

運
航
ダ
イ
ヤ
変
更
の
お
知
ら
せ
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安
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安
心
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業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

４
月
以
降
の
市
税
・
国
民
健
康

保
険
料（
税
）・
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
平
日
夜
間
窓
口
日
程
に

つ
い
て
は
、『
広
報
は
ま
だ
』
付
属

の
「
は
ま
だ
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー
」

く
ら
し
の
サ
ー
ビ
ス
ガ
イ
ド
欄
に

掲
載
し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
徴
収
課

（
☎
�
９
２
４
０
）

　認可地縁団体「小坂自治会」では、㈶自治
総合センターの平成22年度コミュニティ助成
事業（宝くじ助成事業）によりコミュニティ
センター「小坂公民館」を整備しました。
　今後、地域の活性化と自主的な地域運営に
向けた様々な取組を行う上で、地域の拠点と
しての役割が期待されます。

（市弥栄支所自治振興課）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分
（
た
だ
し
、
土
・
日
・
祝
日

は
除
く
。）

場
所　
市
役
所
本
庁
２
階
税
務
課

資
産
税
第
一
・
第
二
係
（
⑯
番

窓
口
）

各
支
所
自
治
振
興
課
（
三
隅
支

所
は
市
民
福
祉
課
）

手
数
料　
無
料

縦
覧
・
閲
覧
に
際
し
て
の
お
願
い

　

縦
覧
・
閲
覧
で
き
る
人
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
運
転
免

許
証
又
は
、
持
っ
て
い
る
課
税
明

細
書
・
納
税
通
知
書
な
ど
本
人
確

認
が
で
き
る
も
の
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

　

代
理
人
が
縦
覧
・
閲
覧
す
る
場

合
は
、
委
任
者
の
自
書
に
よ
る
委

任
状
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
資
産
税
第
一
・
第

二
係
（
☎
�
９
２
３
３
）

　

平
成
23
年
度
固
定
資
産
税
課
税

明
細
書
を
、
５
月
上
旬
に
納
税
通

知
書
と
併
せ
て
送
付
す
る
予
定
で

す
。

　

納
税
通
知
書
発
行
以
前
に
評
価

額
な
ど
を
確
認
し
た
い
人
は
、
４

月
１
日
㈮
か
ら
、
次
の
窓
口
で
確

認
で
き
ま
す
。

対
象　
市
内
に
資
産
を
所
有
し
て

い
る
納
税
者

期
間　
４
月
１
日
㈮
～
５
月
31
日

㈫
（
固
定
資
産
税
第
１
期
納
期

限
）

日
現
在
の
走
行
距
離
に
差
異
が

な
い
こ
と

・
車
両
の
用
途
が
、
次
の
よ
う
な

も
の
で
な
い
こ
と

○
貸
付
け
を
目
的
と
す
る
車

（
リ
ー
ス
車
・
レ
ン
タ
カ
ー
）

○
所
有
者
と
使
用
者
の
異
な
る
も

の
○
社
用
車

○
試
乗
又
は
回
送
の
た
め
に
使
用

す
る
車

○
営
業
用
登
録
車
な
ど

○
代
用
車
（
代
車
）

※　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

提
出
書
類

・
軽
自
動
車
税
課
税
免
除
申
請
書

・
古
物
商
許
可
証
の
写
し

・
自
動
車
検
査
証
又
は
軽
自
動
車

届
出
済
証
の
写
し
（
４
月
１
日

現
在
で
最
新
の
も
の
）

・
古
物
台
帳
の
写
し
（
取
得
時
走

行
距
離
記
載
の
も
の
）

・
市
税
の
完
納
証
明
書
（
４
月
１

日
～
12
日
に
交
付
さ
れ
た
も
の
）

申
請
先

市
役
所
本
庁
２
階
税
務
課

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
税
制
係

（
☎
�
９
２
３
０
）

対
象
車
種　
軽
四
輪
車
・
軽
二
輪

車
（
１
２
５
㏄
超
～
２
５
０
㏄

以
下
の
バ
イ
ク)

・
軽
三
輪
車
・

二
輪
の
小
型
自
動
車
（
２
５
０

㏄
超
の
バ
イ
ク
）

課
税
免
除
額　
全
額

要
件

販
売
業
者
に
対
す
る
要
件

・
古
物
営
業
法
第
３
条
第
１
項
に

規
定
す
る
古
物
商
の
許
可
を
受

け
て
い
る
こ
と

・
市
税
に
未
納
が
な
い
こ
と

軽
自
動
車
な
ど
の
車
両
に
関
す
る

要
件

・
平
成
22
年
４
月
２
日
以
降
に
取

得
し
、
平
成
23
年
４
月
１
日
現

在
に
お
い
て
販
売
業
者
が
商
品

と
し
て
所
有
し
て
い
る
こ
と

・
下
取
り
又
は
買
い
取
ら
れ
た
中

古
軽
自
動
車
な
ど
（
新
車
登
録

を
除
く
。）

・
在
庫
商
品
と
し
て
古
物
台
帳
に

記
載
し
展
示
し
て
い
る
も
の
で
、

販
売
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と

・
販
売
業
者
が
、
取
得
後
に
新
規

検
査
又
は
継
続
検
査
を
受
け
て

い
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と

・
所
有
者
及
び
使
用
者
の
名
義
が
、

課
税
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る

販
売
業
者
と
同
一
の
名
義
で
あ

る
こ
と

・
取
得
時
の
走
行
距
離
と
４
月
１

　

商
品
で
あ
り
使
用
し
な
い
中
古

軽
自
動
車
な
ど
に
か
か
る
課
税
を

次
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、
免
除

し
ま
す
。

申
請
期
間　
４
月
１
日
㈮
～
12
日

㈫（
土
・
日
を
除
く
。締
切
厳
守
）

税
務
・
納
税

市
税
な
ど
の
夜
間
納
付
窓
口

に
つ
い
て

４
月
１
日
㈮
か
ら
平
成
23
年
度

固
定
資
産
税
の
評
価
額
な
ど
が

確
認
で
き
ま
す

今
年
度
か
ら
商
品
用
軽
自

動
車
に
対
す
る
課
税
免
除

を
行
い
ま
す

平成22年度宝くじ
コミュニティ助成事業
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19　　　広報はまだ：平成23年４月号

安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

コラムコラム子 育 て

※　

１
期
分
の
申
請
期
間
で
上
限

４
万
円
に
満
た
な
か
っ
た
場
合

は
、
残
り
は
次
期
へ
繰
り
越
さ

れ
ま
す
。

申
請
方
法　
治
療
を
受
け
た
医
療

機
関
で
証
明
を
受
け
、
申
請
書

及
び
そ
の
ほ
か
の
書
類
と
併
せ

て
、
持
参
又
は
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

※　

申
請
は
そ
の
都
度
で
も
、
１

期
分
ま
と
め
て
で
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。

※　

各
期
間
（
１
期
・
２
期
・
３

期
）
の
翌
月
末
ま
で
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

※　

複
数
の
医
療
機
関
を
受
診
し

た
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
一
般
不

妊
治
療
証
明
書
が
必
要
で
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課

（
☎
�
９
３
３
１
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

　

４
月
１
日
㈮
か
ら
、
一
般
不
妊

治
療
費
な
ど
の
助
成
額
を
３
万
円

か
ら
４
万
円
に
増
額
し
、
助
成
期

間
を
２
年
間
か
ら
３
年
間
へ
延
長

し
ま
す
。

※　

３
月
31
日
㈭
ま
で
に
申
請
し

て
い
る
人
へ
は
、
別
途
個
別
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

対
象
治
療　
保
険
適
用
の
不
妊
治

療
及
び
検
査
・
人
工
授
精

対
象
者　
次
の
要
件
を
満
た
す
夫

婦
・
戸
籍
上
婚
姻
関
係
に
あ
り
、
夫

婦
又
は
そ
の
ど
ち
ら
か
が
浜
田

市
に
住
所
を
有
す
る
人

・
夫
又
は
妻
が
、
医
療
保
険
各
法

の
規
定
に
基
づ
く
被
保
険
者
・

組
合
員
・
被
扶
養
者
で
あ
る
人

助
成
の
内
容　
１
年
間
に
つ
き
４

万
円
を
上
限
と
し
、
助
成
期
間

は
一
般
不
妊
治
療
を
受
け
た
月

か
ら
起
算
し
て
３
年
間
と
し
ま

す
。

※　

１
年
間
と
は
、
治
療
開
始
月

か
ら
翌
年
の
前
月
末
日
ま
で
と

な
り
ま
す
。

※　次回５月号は、『健康』についてのコラムを掲載します。

　３歳児健診から小学校に入学するまでの時期
は社会性や生活習慣が身に付く大切な時期です。
そこで、子どもの健やかな成長や発達を見守る
とともに、家族の子育てを支援するために、平
成20年度から市が保育所（園）・幼稚園巡回相談
事業を実施しています。

だれが来るの？

　浜田市特別支援連携協議会相談支援チームと
市の保健師が行っています。
浜田市特別支援連携協議会相談支援チームと
は？
　子どもの発達や発育、保護者の子育ての悩み
などを支援するスタッフです。
　メンバーは、児童相談所児童心理司・西部発
達障害者支援センターウインド相談支援員・知
的障害児施設こくぶ学園療育支援員・浜田養護
学校教諭・浜田ろう学校教諭・通級指導教室教
諭・浜田教育事務所指導主事・市医師及び保健
師です。

いつごろするの？

　年１回、５月から７月の間に各園を回ります。
必要に応じて再度、園を回ることもあります。

どこでするの？

　市内の保育所（園）・認定こども園・幼稚園・
児童養護施設にスタッフが伺います。

なにをするの？

　スタッフが子どもの遊びの場面などに入りま
す。３歳以上の子どもに限らず、各年齢のクラ
スにも入ります。
・各施設の職員へ、集団生活の中で子ども一人

ひとりに応じた発達を促す保育のアドバイス
を行います。特に、就学予定の子どもについ
ては、学校へ支援をつなげていくためのアド
バイスも行っています。

・保護者で子どもの集団生活の様子や発達など
心配のある人は、個別に相談に応じています。
また、事業の中で子どもの集団生活の様子や
発達などでお伝えしたいことがある場合は、
スタッフや園から保護者に連絡をすることも
あります。

※　保護者や学校・地域の人にこの事業を知り
活用してもらい、子どもの成長や発達を見守
る輪が広がっていくよう努めています。

（本庁子育て支援課）

保育所（園）・幼稚園巡回相談事業を実施しています

子
育
て

一
般
不
妊
治
療
費
な
ど
の

助
成
費
を
増
額
し
ま
す



広報はまだ：平成23年４月号　　　20

安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

ま
し
ょ
う
。

・
必
ず
当
日
の
朝
の
体
温
を
測
っ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
母
子
手
帳
を
必
ず
持
参
し
ま

し
ょ
う
。

・
子
ど
も
の
健
康
状
態
を
よ
く

知
っ
て
い
る
家
族
の
人
が
連
れ

て
行
き
ま
し
ょ
う
。

・
予
診
票
は
医
療
機
関
（
集
団
接

種
は
会
場
）
に
あ
り
ま
す
。
予

診
票
は
医
師
へ
の
大
切
な
情
報

で
す
。
責
任
を
持
っ
て
記
入
し

ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課

（
☎
�
９
３
３
１
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

※　かかりつけ医と相談の上、計画的
に接種しましょう。予約は不要です。
母子手帳を持参してください。
【浜田】
受付時間　午後１時40分～２時10分
月 日 場所

５
10日㈫

子育て支援センター

11日㈬
13日㈮

７
５日㈫
６日㈬
８日㈮

10
18日㈫
19日㈬
21日㈮

12
６日㈫
７日㈬
９日㈮

３ ６日㈫
９日㈮

【金城】
受付時間　午後１時～１時30分

日程 場所
４月22日㈮

金城老人福祉センター
７月22日㈮
10月21日㈮
平成24年
１月27日㈮

【旭】
受付時間　午後１時～１時20分

日程 場所
６月16日㈭

旭保健センター
９月15日㈭
12月８日㈭
平成24年
３月15日㈭

【弥栄】
受付時間　午後１時～１時30分

日程 場所
７月６日㈬

弥栄会館平成24年
３月７日㈬

【三隅】
受付時間　午後１時～１時30分

日程 場所
５月12日㈭ 寺井医院
５月30日㈪ 三隅保健センター
10月６日㈭ 寺井医院
10月24日㈪ 三隅保健センター

個別接種期間　４月１日㈮～平成24年３月31日㈯
ワクチン名 対象年齢・接種回数など
ＢＣＧ

（個別接種）
対象年齢　生後３か月～６か月未満
接種回数　１回

三種混合
（個別接種）

対象年齢　生後３か月～７歳半未満
接種回数　初回３回　追加１回
※　回数が多いので、接種漏れに注意してください。

ポリオ
（集団接種）

対象年齢　生後３か月～７歳半未満
接種回数　２回
※　41日以上の間隔をあけてください。

麻しん風しん
（個別接種）

対象年齢
第１期　１歳～２歳未満
第２期　小学校入学前の１年間（年長児相当）
（H17.4.2生まれ～H18.4.1生まれ）
第３期　中学校１年生相当
（H10.4.2生まれ～H11.4.1生まれ）
第４期　高校３年生相当
（H5.4.2生まれ～H6.4.1生まれ）
接種回数　各期１回
※　第１期と第２期の２回接種です。１歳になったら、なる
べく早く１回目の接種を受け、２回目の予防接種を忘れず
に受けましょう。

※　第３期・第４期の予防接種は、２回目の予防接種の機会
を設け、免疫を強化するため平成20年度から24年度までの
限定実施です。妊娠中の人は接種できません。

二種混合
（個別接種）

対象年齢　小学校６年生相当
（H11.4.2生まれ～H12.4.1生まれ）

接種回数　１回

日本脳炎
（個別接種）

対象年齢
第１期　３歳～７歳半未満

９歳～13歳未満（過去に接種機会を逃した人）
第２期　９歳～13歳未満
接種回数
第１期　初回２回　追加１回　　第２期　１回

　

お
母
さ
ん
が
赤
ち
ゃ
ん
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
た
病
気
に
対
す
る
抵
抗

力
（
免
疫
）
は
成
長
と
と
も
に
、

ほ
と
ん
ど
自
然
に
失
わ
れ
て
い
く

の
で
、
赤
ち
ゃ
ん
自
身
で
免
疫
を

作
っ
て
病
気
を
予
防
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
助
け
と
な
る
の

が
予
防
接
種
で
す
。
子
ど
も
は
発

育
と
と
も
に
外
出
の
機
会
が
多
く

な
り
、
感
染
症
に
か
か
る
可
能
性

も
高
く
な
り
ま
す
。
予
防
接
種
で

予
防
で
き
る
病
気
も
あ
り
ま
す
の

で
、
子
ど
も
の
健
康
維
持
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
。

　

個
別
接
種
は
、
子
ど
も
の
健
康

状
態
と
対
象
年
齢
を
確
認
し
て
、

必
ず
事
前
に
次
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
る
医
療
機
関
へ
直
接
申
し
込

み
、
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

集
団
接
種
（
ポ
リ
オ
）
は
、
居

住
す
る
自
治
区
に
か
か
わ
ら
ず
接

種
で
き
ま
す
。
事
前
の
申
込
み
は

不
要
で
す
の
で
、
直
接
会
場
へ
来

て
く
だ
さ
い
。

料
金　
無
料
（
た
だ
し
、
対
象
年

齢
を
過
ぎ
て
接
種
す
る
と
料
金

が
必
要
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。）

接
種
を
受
け
る
前
に

・
健
康
状
態
の
良
い
と
き
に
受
け

平
成
23
年
度
乳
幼
児
な
ど

定
期
予
防
接
種
に
つ
い
て

ポリオ集団接種の日程

定期予防接種



21　　　広報はまだ：平成23年４月号

安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

医療機関名 所在地 電話番号 ＢＣＧ 三種混合 麻しん風しん 二種混合 日本脳炎１期２期 ３期４期
うのピアノクリニック 宇野町 �２６４６ ○ ○ ○ ○ ○
江木医院 片庭町 �１１８１ ○ ○ ○ ○ ○
小笠原耳鼻咽喉科 殿町 �４６１７ ○ ○ ○ ○ ○
岡本胃腸科内科医院 長沢町 �５５５５ ○
沖田内科医院 蛭子町 �０７６７ ○
沖田病院 殿町 �１５５５ ○ ○ ○
笠田医院 牛市町 �１６２１ ２期のみ ○ ○ ○
神田小児科医院 殿町 �０３１８ ○ ○ ○ ○ ○ ○
小池医院 日脚町 �１０２０ ○ ○ ○ ○ ○ ○
斎藤医院 朝日町 �０２２８ ○ ○ ○ ○ ○ ○
さかね内科 殿町 �２２３４ ○ ○ ○ ○
さわだこどもクリニック 国分町 �３７７７ ○ ○ ○ ○ ○ ○
島田病院 殿町 �２５１１ ○ ○
すみれ小児科 熱田町 �１００６ ○ ○ ○ ○ ○ ○
中村医院 片庭町 �１１８３ ○ ○
中村胃腸科内科医院 笠柄町 �８０００ ○ ○ ○ ○ ○
中村呼吸器内科医院 内村町 �４５９３ ○ ○ ○ ○ ○
西川胃腸科内科医院 相生町 �０１００ ○
浜田医療センター 浅井町 �０５０５ ○ ○ ○ ○ ○ ○
半田医院 港町 �０２８８ ○
真鍋医院 国分町 �００３１ ○ ○ ○ ○ ○
丸山内科クリニック 相生町 �１１１５ ○
都医院 治和町 �０１００ ○ ○ ○ ○ ○
向内科小児科医院 国分町 �０１６７ ○ ○ ○ ○
彌重内科眼科医院 高田町 �１５２７ ○ ○ ○ ○ ○
やすぎクリニック 下府町 �１９１１ ○ ○ ○ ○ ○
山根病院 熱田町 �０６８８ ○ ○ ○ ○ ○
金城沖田医院 金城町七条 �１８００ ○
国民健康保険波佐診療所 金城町波佐 �０００１ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国民健康保険あさひ診療所 旭町丸原 �０００２ ○ ○ ○ ○ ○ ○
酒井外科内科医院 旭町今市 �０２２２ ○ ○ ○ ○ ○
国民健康保険弥栄診療所 弥栄町木都賀 �５００１ ○ ○ ○ ○ ○ ○
寺井医院 三隅町西河内 �００３８ ○ ○ ○ ○ ○ ○
中村医院 三隅町三隅 �００２１ ○ ○ ○
野上医院 三隅町三隅 �００３１ ○ ○ ○ ○ ○ ○
山根病院三隅分院 三隅町岡見 �４３４３ ○ ○

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課

（
☎
�
９
３
３
１
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

　

児
童
扶
養
手
当
と
は
、 

ひ
と
り

親
家
庭
の
生
活
の
安
定
と
児
童
の

健
全
育
成
の
た
め
に
手
当
を
支
給

す
る
制
度
で
す
が
、
平
成
22
年
の

全
国
消
費
者
物
価
指
数
が
下
が
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
法
に
基
づ
い
て

平
成
23
年
度
の
児
童
扶
養
手
当
額

が
次
の
と
お
り
改
定
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
既
に
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
し
て
い
る
人
に
は
、
シ
ス
テ

ム
改
修
後
に
個
人
通
知
を
送
付
す

る
予
定
で
す
。

平成23年３月まで
（平成22年度）

平成23年４月以降
（平成23年度）

全部支給
（月額） 41,720円　 41,550円

一部支給
（月額） 41,710円～9,850円 41,540円～9,810円

※　加算額（第２子5,000円・第３子以降１人につき
3,000円）に変更はありません。

※　本人又は同居する扶養義務者の前年の所得が一定
額以上の場合は支給が停止されます。

対
象　
将
来
就
業
を
希
望
す
る
看

護
職
員
な
ど

内
容　
求
人
・
求
職
相
談
、
看
護

情
報
の
提
供
な
ど

日
時４

月
13
日
㈬
・
５
月
11
日
㈬

午
後
１
時
～
４
時

場
所　
県
看
護
協
会
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
そ
よ
か
ぜ
の
丘

（
☎
�
０
１
８
２
）

担
当
者　
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
就

業
相
談
員

問
い
合
わ
せ
先

県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
２
�
８
５
１
０
）

個別接種医療機関

平
成
23
年
４
月
分
か
ら

児
童
扶
養
手
当
額
が

変
わ
り
ま
す

健
康
・
福
祉

就
業
相
談
会
（
移
動
ナ
ー
ス

バ
ン
ク
）
を
開
催
し
ま
す
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文
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ポ
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税
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健
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福
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育

て

胃がん検診（予約不要）　　対象　40歳以上
実施日 受付時間 会場

浜
田

４月26日㈫ 9:00～10:00 石見公民館
13:00～13:30 石見公民館細谷分館

４月27日㈬
9:00～ 9:30 国府公民館

11:15～11:30 宇野東児童館
13:30～14:00 石見公民館宇津井分館

４月28日㈭
8:30～ 9:00 日脚児童館

10:00～11:00 美川公民館
13:00～13:30 櫟田原公民館

５月19日㈭ 9:00～10:00 長浜公民館

５月23日㈪ 8:00～ 9:00 久代公民館
10:30～11:30 上府三宅集会所

５月24日㈫ 9:00～10:00 周布公民館
13:30～14:00 大麻公民館

５月30日㈪ 9:00～10:00 ラ・ペアーレ浜田
13:00～13:30 美川公民館西分館

　６月以降のがん検診日程については、「平成23年
度各種健（検）診日程表」をご覧ください。
※　市が実施する各種がん検診は、無料で受診する
ことができます。
問い合わせ先
本庁地域医療対策課健康推進係（☎�９３１１）
各支所市民福祉課

子宮頸がん検診（予約不要）　　対象　20歳以上の女性
実施日 受付時間 会場

浜
田

５月16日㈪

9:00～ 9:30 長浜公民館
10:15～10:30 長浜商港会館
11:00～11:30 津摩児童館
13:00～14:00 周布公民館
14:30～14:45 陽光台集会所
15:15～15:30 大麻公民館

５月18日㈬

9:00～ 9:30 上府三宅集会所
10:15～11:00 国府公民館
11:30～11:45 長沢２町内児童館
13:30～14:30 石見公民館

５月25日㈬

9:00～ 9:30 美川公民館
10:00～10:30 石原集会所
11:00～11:30 福井集会所
13:30～14:00 ラ・ペアーレ浜田
14:45～15:00 生湯町４町内児童館

５月26日㈭
9:00～ 9:15 櫟田原公民館
9:45～10:00 美川公民館西分館
11:00～11:30 日脚児童館

５月30日㈪
8:45～ 9:00 石見公民館宇津井分館
10:45～11:00 宇野東児童館
11:30～11:45 下有福研修センター

５月31日㈫

9:00～10:00 石見公民館
10:30～11:30 子育て支援センター（託児あり）
13:30～13:45 国分自治会館
14:15～14:45 久代公民館

金
城５月19日㈭ 13:30～14:00 小国公民館（おぐに会館）

14:30～15:30 みどりかいかん

弥
栄

５月19日㈭ 9:00～ 9:30 弥栄会館
10:30～11:00 老人福祉センター

５月26日㈭ 13:30～14:00 老人福祉センター
14:30～15:00 弥栄会館

三
隅

５月22日㈰ 
（休日検診）

9:30～11:30 市役所三隅支所13:00～15:30

※　胃がん検診は空腹状態でないと受診できません。受診
６時間前には必ず食事を済ませてください。午後からの
受付については、検診当日の軽い朝食は結構です。
避けたほうが良い食品　肉類・貝類・天ぷら・ラーメン・
ねり製品・こんにゃく・海藻類・きのこ　など

実施期間 平成23年５月～平成24年２月末
毎週月・水・金曜日

検診当日受付時間 14:30～15:00
実施場所 浜田医療センター内健診センター

※　平成23年度から、子宮頸がん検診受診の際に、Ｈ
ＰＶ（ヒトパピローマウイルス）検査を無料で受け
ることができます。

乳がん検診　　対象　35歳以上の女性
※　予約が必要です（医療機関と検診車では、申込先
が異なりますので注意してください）。
【医療機関で受診する場合】
申込先　本庁地域医療対策課（☎�９３１１）

実施日 受付時間 会場

浜
田

５月11日㈬ 9:00～11:30 長浜公民館13:00～15:00

５月12日㈭ 9:00～11:30 国府公民館13:00～15:00
５月13日㈮ 13:00～15:00 美川公民館
５月17日㈫ 9:00～11:30 石見公民館

金
城５月17日㈫ 13:30～15:00 波佐公民館（ときわ会館）

弥
栄５月13日㈮ 9:00～11:00 弥栄会館

三
隅

５月22日㈰ 
（休日検診）

9:00～11:30 市役所三隅支所13:00～15:00

【検診車で受診する場合】			
申込先　県環境保健公社（☎�７４４２）
申込開始日　４月11日㈪

　

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

「
Ｐ
Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
が
ん
検
診
」
の

助
成
を
行
い
ま
す
。

　

事
前
に
申
請
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
検
診
料
が
６
５
、
０
０
０
円

に
な
り
ま
す
。

助
成
額　
２
０
、
０
０
０
円

助
成
要
件　
市
内
に
住
所
を
有
す

る
こ
と

※　

た
だ
し
、
同
じ
年
度
内
に
１

回
限
り
と
な
り
ま
す
。

助
成
手
続

①
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
【
健
診
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
７
７
０
０
）】
に

検
診
予
約
を
行
い
ま
す
。

②
検
診
日
が
確
定
し
た
ら
、
市
役

所
本
庁
又
は
各
支
所
に
お
い
て

申
請
を
行
い
ま
す
。

③
決
定
通
知
を
交
付
し
ま
す
の
で
、

必
ず
そ
の
通
知
を
持
っ
て
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
先

本
庁
１
階
地
域
医
療
対
策
課
健

康
推
進
係
（
⑩
番
窓
口
）
又
は

各
支
所
市
民
福
祉
課

注
意
点　
「
Ｐ
Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
が
ん

検
診
」
と
「
人
間
ド
ッ
ク
」
は
、

検
査
の
内
容
や
目
的
が
異
な
り

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
検
診
項
目

４月・５月各種がん検診の日程

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
に
お
け

る
Ｐ
Ｅ
Ｔ
︲
Ｃ
Ｔ
が
ん
検
診

の
助
成
に
つ
い
て
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金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
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生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

を
理
解
の
上
、
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課
健
康
推

進
係
（
☎
�
９
３
１
１
）

特
別
障
害
者
手
当

　

20
歳
以
上
で
著
し
く
重
度
の
障

が
い
が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
で

常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る

人
に
支
給
さ
れ
る
の
が
特
別
障
害

者
手
当
で
す
。

３
月
ま
で
（
平
成
22
年
度
）

月
額
２
６
、
４
４
０
円

４
月
以
降
（
平
成
23
年
度
）

月
額
２
６
、
３
４
０
円

※　

た
だ
し
、
施
設
に
入
所
し
て

い
た
り
、
病
院
に
継
続
し
て
３

か
月
以
上
入
院
し
て
い
る
場
合

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

障
害
児
福
祉
手
当

　

20
歳
未
満
で
重
度
の
障
が
い
が

あ
る
た
め
、
日
常
生
活
で
常
時
介

護
を
必
要
と
す
る
人
に
支
給
さ
れ

る
の
が
障
害
児
福
祉
手
当
で
す
。

　

扶
養
義
務
者
が
特
別
児
童
扶
養

手
当
を
受
け
て
い
る
場
合
で
も
、

重
度（
１
級
）障
が
い
児
童
の
う
ち
、

最
重
度
の
人
は
受
給
対
象
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

３
月
ま
で
（
平
成
22
年
度
）

月
額
１
４
、
３
８
０
円

４
月
以
降
（
平
成
23
年
度
）

月
額
１
４
、
３
３
０
円

※　

た
だ
し
、
施
設
に
入
所
し
て

い
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

　

身
体
や
精
神
に
中
度
以
上
の
障

が
い
の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
る

手
当
で
す
。

３
月
ま
で
（
平
成
22
年
度
）

・
重
度
（
１
級
）
障
が
い

月
額
５
０
、
７
５
０
円

・
中
度
（
２
級
）
障
が
い

月
額
３
３
、
８
０
０
円

４
月
以
降
（
平
成
23
年
度
）

・
重
度
（
１
級
）
障
が
い

月
額
５
０
、
５
５
０
円

・
中
度
（
２
級
）
障
が
い

月
額
３
３
、
６
７
０
円

※　

た
だ
し
、
児
童
が
施
設
に
入

所
し
て
い
た
り
、
障
が
い
を
理

由
と
し
た
公
的
年
金
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
場
合
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

※　

手
当
額
は
、
消
費
者
物
価
指

数
に
連
動
し
て
改
正
さ
れ
ま
す
。

平
成
23
年
４
月
か
ら
手
当
額
が

変
更
さ
れ
ま
す
。

福
祉
手
当
（
経
過
措
置
分
）
も
手

当
額
が
変
更
と
な
り
ま
す

３
月
ま
で
（
平
成
22
年
度
）

月
額
１
４
、
３
８
０
円

４
月
以
降
（
平
成
23
年
度
）

月
額
１
４
、
３
３
０
円

※　

本
人
・
配
偶
者
又
は
扶
養
義

務
者
の
前
年
の
所
得
が
一
定
額

以
上
の
場
合
は
、
支
給
が
停
止

さ
れ
ま
す
。

※　

毎
年
８
月
11
日
～
９
月
10
日

の
間
に
「
所
得
状
況
届
」
を
提

出
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
旨
の
通
知
が
届

い
た
ら
提
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

※　

障
が
い
の
程
度
な
ど
詳
し
く

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
高
齢
者
障
が
い
者
福
祉
課

障
が
い
者
福
祉
係

（
☎
�
９
３
２
２
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

対
象　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
を

持
っ
て
い
る
人

・
療
育
手
帳
Ａ
を
持
っ
て
い
る
人

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

～
３
級
を
持
っ
て
い
る
人

※　

人
工
透
析
患
者
・
精
神
障
害

者
通
院
交
通
費
助
成
を
受
け
て

い
る
場
合
は
除
き
ま
す
。

交
付
枚
数

１
年
間
で
１
３
、
５
０
０
円
分

の
タ
ク
シ
ー
券
又
は
バ
ス
券
を

交
付
し
ま
す
。
交
付
限
度
額
以

内
で
あ
れ
ば
、
両
方
の
券
を
組

み
合
わ
せ
て
交
付
で
き
ま
す
。

・
タ
ク
シ
ー
券　

１
枚
５
０
０
円

・
バ
ス
券　

１
０
０
円
券
・
50
円

券
組
合
せ
例

タ
ク
シ
ー
券
の
み
希
望
す
る
場
合

　

タ
ク
シ
ー
券
を
27
枚
交
付
し
ま

す
。

タ
ク
シ
ー
券
・
バ
ス
券
の
両
方
を

希
望
す
る
場
合

　

タ
ク
シ
ー
券
１
０
、
０
０
０
円

分
＋
バ
ス
券
３
、
５
０
０
円
分
と

い
う
よ
う
に
、
組
み
合
わ
せ
て
交

付
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※　

ほ
か
に
も
、
必
要
に
応
じ
て

組
合
せ
が
で
き
ま
す
の
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　

人
工
透
析
治
療
を
受
け
、
タ

ク
シ
ー
券
・
バ
ス
券
の
交
付
を

選
択
す
る
人
の
う
ち
、
通
院
距

離
が
片
道
２
㎞
以
上
で
毎
週
の

通
院
が
必
要
な
人
に
つ
い
て
は
、

こ
の
タ
ク
シ
ー
券
・
バ
ス
券
の

ほ
か
に
、別
途
タ
ク
シ
ー
券（
通

院
距
離
に
よ
り
１
か
月
３
～
20

枚
）
を
交
付
し
ま
す
。

利
用
期
間　
交
付
日
～
平
成
24
年

３
月
31
日
㈯

※　

平
成
22
年
度
福
祉
タ
ク
シ
ー

券
・
バ
ス
券
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人
は
、
有
効
期
限
が
過
ぎ

て
い
る
の
で
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

４
月
以
降
の
利
用
を
希
望
す
る

場
合
は
、
平
成
23
年
度
福
祉
タ

ク
シ
ー
券
・
バ
ス
券
の
交
付
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

手
続
に
必
要
な
も
の

手
帳
・
印
鑑

い
き
い
き
バ
ス
乗
車
券
の
利
用
範

囲
拡
大
に
つ
い
て

　

市
営
バ
ス
の
一
部
路
線
と
高
速

バ
ス
の
一
部
区
間
に
利
用
で
き
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

市
営
バ
ス　
金
城
路
線
・
旭
路
線
・

弥
栄
野
原
路
線
・
三
隅
路
線

高
速
バ
ス　
浜
田
駅
～
瑞
穂
・
浜

田
駅
～
有
福
温
泉

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
高
齢
者
障
が
い
者
福
祉
課

（
☎
�
９
３
２
２
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福

祉
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

手
当
額
変
更
の
お
知
ら
せ

平
成
23
年
度
福
祉
タ
ク
シ
ー

券
・
バ
ス
券
を
交
付
し
ま
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

紙
オ
ム
ツ
な
ど

　

在
宅
で
、
介
護
を
必
要
と
し
て

い
る
人
が
紙
オ
ム
ツ
・
尿
採
り

パ
ッ
ト
を
利
用
す
る
場
合
、
必
要

な
紙
オ
ム
ツ
・
尿
採
り
パ
ッ
ト
を

支
給
し
ま
す
。

要
件

⑴　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
要
介

護
４
又
は
５
に
認
定
さ
れ
た
在

宅
の
人

⑵　

⑴
に
該
当
す
る
人
の
世
帯
全

員
が
、
前
年
度
市
町
村
民
税
非

課
税
又
は
生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
こ
と

支
給
方
法　
１
年
間
に
４
万
円
分

を
限
度
に
紙
オ
ム
ツ
な
ど
を
宅

配
で
支
給
し
ま
す
。

家
族
介
護
慰
労
金

　

次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
要

介
護
高
齢
者
を
、
在
宅
で
介
護
し

て
い
る
家
族
に
対
し
て
家
族
介
護

慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。

要
件

⑴　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
世
帯

全
員
が
市
民
税
非
課
税
の
人

⑵　

要
介
護
４
又
は
５
に
相
当
す

る
人

⑶　

在
宅
で
の
介
護
期
間
が
継
続

し
て
１
年
以
上
あ
り
、
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な

い
人

支
給
額　
１
人
あ
た
り
10
万
円

※　

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
高
齢
者
障
が
い
者
福
祉
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
９
３
２
１
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

　

浜
田
市
国
民
健
康
保
険
及
び
後

期
高
齢
者
医
療
で
は
、
脳
梗
塞
・

脳
動
脈
瘤
・
脳
腫
瘍
な
ど
の
、
発

病
す
る
と
重
い
障
が
い
に
つ
な
が

る
病
気
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
、

「
脳
ド
ッ
ク
」
助
成
事
業
を
行
い

ま
す
。

検
査
項
目　
問
診
、
身
体
計
測
、

診
察
、
視
力
検
査
、
眼
底
検
査
、

尿
検
査
、
血
圧
測
定
、
心
電
図
、

肝
機
能
検
査
、脂
質
代
謝
検
査
、

腎
機
能
検
査
、
血
液
検
査
、
膵

機
能
・
血
糖
検
査
、
保
健
指
導
、

総
合
評
価
、胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
、

Ｍ
Ｒ
Ｉ
頭
部
断
層
撮
影
、
Ｍ
Ｒ

Ａ
頭
部
の
血
管
撮
影
、
神
経
学

的
検
査
、
頸
動
脈
エ
コ
ー
な
ど

※　

受
診
す
る
医
療
機
関
に
よ
っ

て
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

受
診
医
療
機
関　

浜
田
医
療
セ
ン

タ
ー
・
益
田
医
師
会
病
院
・
益

田
赤
十
字
病
院

受
診
対
象
者

国
保
被
保
険
者

定
員　
４
３
０
人
（
内
訳
、
浜
田

自
治
区
３
０
０
人
・
金
城
自
治

区
35
人
・
旭
自
治
区
30
人
・
弥

栄
自
治
区
10
人
・
三
隅
自
治
区

55
人
）

条
件　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

人
①　

浜
田
市
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
で
あ
る
こ
と

②　

保
険
料
の
未
納
が
な
い
こ
と

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
被
保
険
者

定
員　
60
人

条
件　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

人
①　

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険

者
で
あ
る
こ
と

②　

保
険
料
の
未
納
が
な
い
こ
と

共
通
条
件

・
平
成
20
・
21
・
22
年
度
（
過
去

３
年
の
間
）
に
脳
ド
ッ
ク
の
助

成
を
受
け
て
い
な
い
こ
と 

（
受

け
た
こ
と
の
あ
る
人
は
、
今
回

の
脳
ド
ッ
ク
に
は
応
募
で
き
ま

せ
ん
。）

・
心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
の
装
着

や
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
な
ど
で
体
内

に
金
属
が
入
っ
て
い
な
い
こ
と

（
か
か
り
つ
け
医
な
ど
に
相
談

の
上
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。）

・
閉
所
恐
怖
症
で
な
い
こ
と

自
己
負
担
額　
４
、
３
０
０
円

申
込
方
法　
官
製
は
が
き
に
よ
る

申
込
み
と
し
ま
す
。
先
着
順
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
官
製
は
が
き

に
受
診
希
望
者
の
①
住
所
・
②

氏
名
・
③
性
別
・
④
生
年
月
日
・

⑤
連
絡
先
電
話
番
号
を
必
ず
記

入
し
て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

・
電
話
な
ど
で
の
申
込
み
は
受
付

で
き
ま
せ
ん
。

・
は
が
き
は
、
受
診
希
望
者
１
人

に
つ
き
１
枚
で
す
。
１
枚
に
２

人
以
上
の
氏
名
を
記
入
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

・
同
一
人
が
複
数
の
は
が
き
で
応

募
し
た
場
合
は
１
枚
の
み
有
効

と
な
り
ま
す
。

・
は
が
き
に
記
載
さ
れ
た
人
以
外

が
受
診
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

宛
先　
〒
６
９
７-

８
５
０
１

浜
田
市
殿
町
１
番
地　

浜
田
市

役
所
医
療
保
険
課「
脳
ド
ッ
ク
」

係

は
が
き
記
入
例

申
込
締
切
日　
４
月
14
日
㈭
必
着

結
果
の
お
知
ら
せ

・
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
を

行
い
ま
す
（
な
お
、
平
成
20
・

21
・
22
年
度
と
も
応
募
し
、
抽

選
の
結
果
落
選
と
な
っ
た
人
の

受
診
を
優
先
し
ま
す
）。

・
抽
選
の
結
果
は
、
４
月
下
旬
に

全
員
へ
通
知
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
医
療
保
険
課
国
保
係

（
☎
�
９
４
１
０
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

（表）　〒697-8501

　浜田市殿町1番地

　浜田市役所
　医療保険課

　「脳ドック」係

（裏）
①受診希望者の住所
②受診希望者の氏名
③受診希望者の性別
④受診希望者の生年

月日
⑤連絡先電話番号

各
種
物
品
・
手
当
な
ど
を

支
給
し
ま
す

保
険
・
医
療
・
年
金

受
け
て
み
ま
せ
ん
か
！

国
民
健
康
保
険「
脳
ド
ッ
ク
」
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

浜
田
市
か
ら
ほ
か
の
市
区
町
村

へ
転
出
し
た
場
合
、
通
常
は
浜
田

市
の
国
民
健
康
保
険
は
使
え
な
く

な
り
、
転
出
先
で
国
民
健
康
保
険

に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

浜
田
市
に
住
ん
で
い
る
両
親
や

親
族
か
ら
仕
送
り
を
し
て
も
ら
っ

て
生
計
を
維
持
し
て
い
る
学
生
や

施
設
に
入
所
す
る
人
に
つ
い
て
、

次
の
手
続
を
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
浜
田
市
の
国
民

健
康
保
険
を
使
え
ま
す
。

修
学
す
る
人

　

修
学
の
た
め
、
ほ
か
の
市
区
町

村
に
居
住
す
る
場
合
、
修
学
す
る

人
が
使
用
す
る
遠
隔
地
被
保
険
者

証
を
交
付
し
ま
す
。
ま
た
、
卒
業

予
定
年
度
に
変
更
が
あ
る
場
合
、

又
は
更
に
進
学
す
る
場
合
は
、
改

め
て
手
続
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

対
象　
浜
田
市
の
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
人
で
、
修
学

の
た
め
に
ほ
か
の
市
区
町
村
に

転
出
す
る
人

申
請
時
期　
随
時

必
要
な
も
の　
保
険
証
・
印
鑑
・

在
学
証
明
書
又
は
学
生
証
の
写

し（
入
学
前
の
手
続
の
場
合
は
、

入
学
許
可
証
又
は
入
学
費
の
領

収
書
。
た
だ
し
、
後
日
在
学
証

明
書
又
は
学
生
証
の
写
し
を
提

出
し
て
も
ら
い
ま
す
。）

注
意
点　
修
学
の
た
め
転
出
し
た

人
が
退
学
や
卒
業
し
た
場
合
は
、

浜
田
市
が
交
付
し
た
遠
隔
地
被

保
険
者
証
が
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
人
は
、
住
ん
で
い
る
市
区

町
村
又
は
就
職
先
で
新
た
に
健

康
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

児
童
福
祉
施
設
に
入
所
す
る
人

　

ほ
か
の
市
区
町
村
の
児
童
福
祉

施
設
に
入
所
す
る
た
め
に
、
住
民

票
を
そ
の
施
設
の
住
所
地
に
移
す

場
合
、
入
所
す
る
人
が
使
用
す
る

遠
隔
地
被
保
険
者
証
を
交
付
し
ま

す
。

対
象　
浜
田
市
の
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
人
で
、
ほ
か

の
市
区
町
村
の
児
童
福
祉
施
設

へ
入
所
の
た
め
に
転
出
す
る
人

申
請
時
期　
随
時

必
要
な
も
の　
保
険
証
・
印
鑑
・

入
所
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る

証
明
書

注
意
点　

入
所
施
設
が
変
更
と

な
っ
た
場
合
や
退
所
し
て
浜
田

市
に
転
入
す
る
場
合
は
、
手
続

が
必
要
で
す
。

介
護
保
険
施
設
な
ど
に
入
所
す
る

人
　

ほ
か
の
市
区
町
村
の
介
護
保
険

施
設
な
ど
に
入
所
す
る
た
め
に
、

住
民
票
を
そ
の
施
設
の
住
所
地
に

移
す
場
合
、
入
所
す
る
人
が
使
用

す
る
被
保
険
者
証
を
交
付
し
ま
す
。

対
象　
浜
田
市
の
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
人
で
、
ほ
か

の
市
区
町
村
の
介
護
保
険
施
設

な
ど
へ
入
所
の
た
め
に
転
出
す

る
人

申
請
時
期　
随
時

必
要
な
も
の　
保
険
証
・
印
鑑
・

入
所
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る

証
明
書

注
意
点　

入
所
施
設
が
変
更
と

な
っ
た
場
合
や
退
所
し
て
浜
田

市
に
転
入
す
る
場
合
は
、
手
続

が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
医
療
保
険
課

（
☎
�
９
４
１
０
）

　

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け

ん
ぽ
）
は
、
中
小
企
業
で
働
く
従

業
員
の
人
や
そ
の
家
族
の
皆
さ
ん

が
加
入
す
る
健
康
保
険
で
す
。

平
成
23
年
３
月
分
か
ら
健
康
保
険

料
率
が
変
わ
り
ま
し
た
（
任
意
継

続
被
保
険
者
は
４
月
分
か
ら
）

健
康
保
険
料
率
（
島
根
支
部
）

９
・
５
１
％

（
変
更
前
９
・
３
５
％
）

※　

健
康
保
険
料
率
は
、
地
域
の

医
療
費
に
応
じ
て
都
道
府
県
ご

と
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
料
率
（
全
国
一
律
）

１
・
５
１
％

（
変
更
前
１
・
５
０
％
）

※　

40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人

（
介
護
保
険
第
２
号
被
保
険

者
）
は
、
健
康
保
険
料
率
に
介

護
保
険
料
率
が
加
わ
り
ま
す
。

　

協
会
け
ん
ぽ
の
財
政
は
、
景
気

の
低
迷
に
よ
る
保
険
料
収
入
の
減

少
と
医
療
費
や
高
齢
者
医
療
へ
の

支
援
金
な
ど
の
支
出
の
増
加
に
よ

り
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
現

在
抱
え
て
い
る
累
積
債
務
を
着
実

に
解
消
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

健
康
保
険
料
率
を
引
き
上
げ
ざ
る

を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

厳
し
い
経
済
状
況
の
中
で
は
あ

り
ま
す
が
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
の

医
療
を
支
え
、
安
心
し
て
医
療
の

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

全
国
健
康
保
険
協
会
島
根
支
部 

企
画
総
務
グ
ル
ー
プ

（
☎
０
８
５
２
�
５
１
４
０
）

　

浜
田
市
乳
幼
児
等
医
療
費
助
成

制
度
は
、
子
育
て
支
援
施
策
の
充

実
を
図
り
、
乳
幼
児
な
ど
の
健
全

な
育
成
を
促
す
た
め
、
医
療
費
の

公
費
負
担
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
行
う

制
度
で
す
。

助
成
対
象
者　
市
内
に
住
所
を
有

し
、
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
（
た
だ
し
、
生
活
保
護
を

受
け
て
い
る
場
合
は
、
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。）

本
人
負
担
額　
県
内
の
医
療
機
関

な
ど
の
窓
口
で
健
康
保
険
証
と

乳
幼
児
等
医
療
費
受
給
資
格
証

を
併
せ
て
提
示
す
る
と
、
本
人

負
担
額
が
総
医
療
費
の
１
割
と

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、１
か
月
・

１
医
療
機
関
（
医
科
・
歯
科
別
）

あ
た
り
の
本
人
負
担
額
の
上
限

は
、次
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

修
学
や
施
設
な
ど
に
入
所

す
る
た
め
に
浜
田
市
か
ら

転
出
さ
れ
る
人
へ

全
国
健
康
保
険
協
会
島
根

支
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
制
度

に
つ
い
て
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

出
生
～
就
学
前

入
院　
　
　

２
、
０
０
０
円

通
院　
　
　

１
、
０
０
０
円

薬
局
な
ど　

本
人
負
担
な
し

就
学
後
20
歳
未
満
の
人
の
慢
性
呼

吸
器
疾
患
等
11
疾
患
群
に
か
か
る

入
院
（
所
得
制
限
あ
り
）

入
院　
　

１
５
、
０
０
０
円

通
院　
　
　
　

助
成
対
象
外

薬
局
な
ど　
　

助
成
対
象
外

助
成
申
請
手
続　
市
役
所
本
庁
又

は
各
支
所
で
、
手
続
が
必
要
で

す
。

※　

慢
性
呼
吸
器
疾
患
等
11
疾
患

群
と
は
、
慢
性
腎
疾
患
、
慢
性

呼
吸
器
疾
患
、
慢
性
心
疾
患　

膠
原
病
、
神
経
・
筋
疾
患
、
悪

性
新
生
物
、
内
分
泌
疾
患
、
糖

尿
病
、
先
天
性
代
謝
異
常
、
血

友
病
等
血
液･

免
疫
疾
患
、
慢

性
消
化
器
疾
患
の
こ
と
で
す
。

※　

助
成
対
象
は
、
健
康
保
険
が

適
用
さ
れ
る
医
療
費
に
限
り
ま

す
。
予
防
接
種
代
、
薬
の
容
器

代
、
入
院
時
の
食
事
代
・
部
屋

代
、
検
診
代
、
文
書
料
な
ど
保

険
診
療
で
な
い
医
療
費
は
助
成

対
象
外
で
す
。

払
戻
し
手
続　
次
の
理
由
で
市
の

乳
幼
児
医
療
の
助
成
が
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
差
額

を
払
い
戻
し
ま
す
（
手
続
の
期

限
は
医
療
費
を
支
払
っ
て
か
ら

２
年
以
内
で
す
）。

・
島
根
県
外
の
医
療
機
関
な
ど
を

受
診
し
た
と
き

・
受
給
資
格
証
を
医
療
機
関
に
提

示
せ
ず
、
乳
幼
児
医
療
の
適
用

を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
と
き

・
コ
ル
セ
ッ
ト
な
ど
の
治
療
用
装

具
を
作
成
し
た
と
き　

な
ど

払
戻
し
の
手
続
に
必
要
な
も
の

・
領
収
書
（
受
診
者
氏
名
・
保
険

診
療
点
数
・
金
額
・
病
院
名
な

ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
）

・
印
鑑

・
振
込
口
座
の
分
か
る
も
の

・
健
康
保
険
証

・
乳
幼
児
等
医
療
費
受
給
資
格
証

※　

治
療
用
装
具
の
助
成
申
請
の

場
合
は
、
診
断
書
兼
装
具
装
着

証
明
書
と
健
康
保
険
か
ら
の
療

養
費
支
給
通
知
が
必
要
で
す
。

各
種
手
続　
次
の
よ
う
な
と
き
に

は
、
必
ず
届
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。
届
出
に
は
、受
給
資
格
証
・

子
ど
も
の
健
康
保
険
証
・
印
鑑

が
必
要
で
す
。

・
住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き

・
健
康
保
険
証
の
種
類
や
記
載
事

項
が
変
わ
っ
た
と
き

・
紛
失
や
破
損
な
ど
に
よ
り
資
格

証
の
再
交
付
を
受
け
る
と
き

・
受
給
資
格
者
・
養
育
者
を
変
更

す
る
と
き

・
交
通
事
故
な
ど
に
あ
っ
た
と
き

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
医
療
保
険
課

（
☎
�
９
４
１
１
）

年齢区分 手続が必要なとき 手続に必要なもの

出生～就学前・出生したとき
・転入したとき

・印鑑
・子どもの健康保険証

就学後～
　　20歳未満

慢性呼吸器疾患等
11疾患群にかかる
入院時

・印鑑　・子どもの健康保険証
・医療費領収書　・通帳
・医師の意見書（用紙は市役所又
は各支所にあります）

・養育者の所得課税証明書（必要
な人のみ）

※　資格証の交付はありませんの
で入院の都度申請が必要です。

が
支
払
わ
れ
る
６
月
の
支
給
か
ら

変
わ
り
ま
す
）。

平
成
23
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

は
月
額
１
５
、０
２
０
円
で
す

　

平
成
17
年
４
月
か
ら
毎
年
度

２
８
０
円
ず
つ
保
険
料
額
が
引
き

上
げ
ら
れ
、
こ
れ
に
保
険
料
改
定

率
を
乗
じ
た
金
額
が
そ
の
年
度
の

保
険
料
額
と
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
の
保
険
料
月
額
は
、

１
５
、０
２
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

消
費
者
物
価
指
数
下
落
の
影
響
な

ど
に
よ
り
、
平
成
22
年
度
か
ら
80

円
引
き
下
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
付

加
保
険
料
の
月
額
は
、
前
年
度
と

同
額
の
４
０
０
円
で
す
。

平
成
23
年
度
か
ら
年
金
支
給
額
が

引
き
下
げ
ら
れ
ま
す

　

現
行
の
法
律
で
は
、
直
近
の
年

金
額
引
下
げ
の
年
以
降
の
物
価
の

変
動
に
応
じ
て
年
金
額
を
改
定
す

る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
現
在
は

平
成
17
年
の
物
価
が
基
準
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
の
消
費
者
物
価
指
数

は
、
基
準
と
な
る
平
成
17
年
の
指

数
を
０
・
４
％
下
回
っ
た
た
め
、

法
律
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
23
年

度
の
年
金
額
は
０
・
４
％
の
引
下

げ
と
な
り
ま
す
（
４
月
分
の
年
金

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
医
療
保
険
課

（
☎
�
９
４
１
１
）

浜
田
年
金
事
務
所

（
☎
�
０
６
７
０
）

【具体例】
平成22年度
（月額）

平成23年度
（月額） 差

老齢基礎年金
（満額） 66,008円 65,741円 ▲267円

サラリーマン世帯
の標準的な年金額
（厚生年金＋夫婦
２人分の老齢基礎
年金）

232,592円 231,648円 ▲944円

平
成
23
年
度
の
保
険
料
額

及
び
年
金
支
給
額
が
決
ま

り
ま
し
た
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

浜
田
図
書
館
で
は
、
読
書
会
や

読
書
サ
ー
ク
ル
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
平
成
23
年
度
の
会
員
を
募
集

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

期
間　
４
月
～
平
成
24
年
３
月

料
金　
無
料

子
ど
も
読
書
会

　

毎
月
１
回
、
講
師
と
一
緒
に
本

を
読
み
、
読
書
の
楽
し
さ
を
知
っ

て
い
き
ま
す
。
史
跡
め
ぐ
り
な
ど

も
し
て
い
き
ま
す
。

対
象　
市
内
の
小
学
校
３
年
生
～

６
年
生

日
時
・
場
所

①
毎
月
第
１
土
曜
日

周
布
公
民
館
又
は
マ
リ
ン
交
流

セ
ン
タ
ー
（
交
互
開
催
）

②
毎
月
第
２
土
曜
日

浜
田
図
書
館
・
国
府
公
民
館

③
毎
月
第
３
土
曜
日

美
川
公
民
館

※　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
11
時

30
分

定
員　
各
会
場
20
人
程
度

※　

都
合
の
良
い
日
を
選
ん
で
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
途
中
で
の

会
場
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
方
法　
直
接
、
各
学
校
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　
４
月
15
日
㈮

読
書
サ
ー
ク
ル

　

読
書
会
、
市
内
外
の
文
学
散
歩

を
し
ま
す
。

対
象　
一
般
（
市
内
在
住
の
人
）

日
時　
毎
月
第
４
水
曜
日

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　
浜
田
図
書
館

定
員　
20
人

料
金　
文
学
散
歩
は
実
費

申
込
方
法　
官
製
は
が
き
に
、
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入

の
上
、
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　
４
月
15
日
㈮

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
図
書
館
【
〒
６
９
７-
０

０
２
７　

殿
町
79-

８
（
☎
�

０
４
８
０
）】

　

日
本
で
も
よ
く
食
べ
る
佃
煮
は

韓
国
で
は
ど
ん
な
風
に
食
べ
る
の

で
し
ょ
う
。
お
店
で
は
売
っ
て
い

な
い
韓
国
の
お
か
ず
を
一
緒
に

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
４
月
23
日
㈯

午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
所　
石
見
公
民
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
18
人

料
金　
５
０
０
円
（
会
員
無
料
）

※　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
持
ち

帰
り
用
の
容
器
（
持
ち
帰
り
た

い
場
合
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

申
込
締
切
日　
４
月
21
日
㈭

韓
国
語
講
座
（
入
門
）

　

市
国
際
交
流
員
の
金
穂
原
さ
ん

が
、
韓
国
語
の
文
字
や
簡
単
な
会

話
を
や
さ
し
く
教
え
ま
す
。

日
時　
４
月
12
日
㈫
・
19
日
㈫
・

26
日
㈫
・
５
月
10
日
㈫
・
17
日

㈫
・
24
日
㈫
・
31
日
㈫
・
６
月

７
日
㈫
・
14
日
㈫
・
21
日
㈫

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場
所　
浜
田
公
民
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
20
人

料
金　
２
、
０
０
０
円

（
会
員
１
、
０
０
０
円
）

申
込
締
切
日　
４
月
11
日
㈪

英
語
で
話
そ
う
！
（
初
級
）

　

英
語
で
話
し
た
く
て
も
あ
ま
り

自
信
が
な
い
、
な
か
な
か
話
す
機

会
が
な
い
と
い
う
人
、
楽
し
く
英

語
で
お
し
ゃ
べ
り
を
し
ま
せ
ん

か
？
日
常
的
な
話
題
に
つ
い
て
会

話
を
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
４
月
19
日
㈫
・
26
日
㈫
・

５
月
10
日
㈫
・
17
日
㈫
・
24
日

㈫
・
31
日
㈫
・
６
月
７
日
㈫
・

14
日
㈫
・
21
日
㈫
・
28
日
㈫

午
後
２
時
～
３
時

場
所　
石
見
公
民
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
10
人

料
金　
無
料

申
込
締
切
日　
４
月
18
日
㈪

英
語
で
話
そ
う
！
（
中
級
）

　

英
語
で
話
し
た
く
て
も
な
か
な

か
話
す
機
会
が
な
い
と
い
う
人
、

英
語
で
会
話
を
し
ま
せ
ん
か
？
毎

回
違
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
話
し
ま

す
。

日
時　
４
月
21
日
㈭
・
28
日
㈭
・

５
月
12
日
㈭
・
19
日
㈭
・
26
日

㈭
・
６
月
２
日
㈭
・
９
日
㈭
・

16
日
㈭
・
23
日
㈭
・
30
日
㈭

午
後
２
時
～
３
時

場
所　
石
見
公
民
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
10
人

料
金　
無
料

申
込
締
切
日　
４
月
20
日
㈬

英
語
朗
読
会

　

市
国
際
交
流
員
の
カ
レ
ン
・
サ

イ
ト
ウ
さ
ん
と
英
語
の
シ
ョ
ー
ト

ス
ト
ー
リ
ー
を
読
ん
で
み
ま
せ
ん

か
？
ア
メ
リ
カ
の
文
化
に
興
味
を

持
つ
人
は
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

日
時　
４
月
20
日
㈬
・
５
月
11
日

㈬
・
25
日
㈬
・
６
月
８
日
㈬
・

22
日
㈬
・
７
月
６
日
㈬

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　
石
見
公
民
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
10
人

料
金　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
が
別

途
必
要
で
す
。）

申
込
締
切
日　
４
月
19
日
㈫

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
国
際
交
流
協
会　

塚
﨑

さ
ん
（
☎
�
１
２
４
１
）

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

子
ど
も
読
書
会
な
ど
の
会
員

を
募
集
し
ま
す

浜
田
国
際
交
流
協
会
か
ら

韓
国
サ
ロ
ン

～
韓
国
の
家
庭
料
理
を
作
ろ
う
～
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「おしどり会」による銭太鼓と踊りの披露

　２月27日㈰、ふれあい会館（今福公民館）で、今福地区文化
サークル会議による「第４回いまふく文化祭」が開催され、約
250人の参加があり、会場は大いに盛り上がりました。
　この文化祭は、日ごろから地域で活動をしている各団体の発
表の場を設け、団体同士の交流を深めながら地域活性化を図ろ
うと、平成17年に同会議を設立し、２年に１度開催しています。
　会場には、120点を超す作品展示をはじめ、９団体による17
演目の披露、また、料理研究会などからは、昼食やバザーが用
意され、地域一体となった文化祭となりました。

真剣なまなざしで話し合う生徒たち

　２月16日㈬・17日㈭に、三隅中学校２年生の職場体験が白砂
公民館で行われました。
　初日は、広報はまだの音訳作業や公民館事業の補助などを行
い、２日目は、町内の６公民館で職場体験をしている生徒５人
が白砂公民館に集まり、９月に開催予定のイベントの企画・立
案作業を公民館長や主事のサポートを受けながら行いました。
　生徒たちは、「イベントの企画・立案体験ができてとても良
い経験になった」と話していました。

　２月24日㈭、旭中学校３年生の卒業を祝うお茶会が、今市公
民館で開催されました。
　地域で子どもたちの卒業を祝おうと、同公民館と茶道同好会
が毎年行っており、この日は同校生徒15人が招かれました。
　慣れない雰囲気に少し緊張しながらも、生徒たちはお茶の作
法を習いながら抹茶やお菓子、また手作りの料理などをいただ
き、和やかな時間を過ごしていました。

茶道同好会のお手前を観賞する生徒たち

　２月27日㈰、弥栄会館で「食で元気な弥栄づくり郷土食から
見直す食・農・暮らし」と題した講演会が行われました。
　講師には、日本のスローフード運動の先駆者でもある作家の
島
し ま

村
む ら

菜
な

津
つ

さんを迎え、多くの人が参加されました。
　講演では、地域の自然や郷土食を見つめ直すことや、弥栄な
らではの豊かな暮らしの在り方についての話があり、弥栄の人・
自然・食の素晴らしさや、地域全体で自信を持つことの大切さ
を改めて確認できた講演会となりました。

参加者の質問に答える島村菜津さん

ま ち の 　 わ だ い ♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い

かなぎ地域団体が一体で取り組む文化祭
～第４回いまふく文化祭～

やさか食で元気な弥栄づくりを考える

あさひ中学生がお茶会体験
～旭中学校 卒業茶会～

みすみ中学生が職場を体験
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全国大会で見事な滑りをみせる金城勢（写真：藤本選手）

　１月に開催された「第50回島根県中学校スキー大会」で、金
城中学校の藤

ふ じ

本
も と

大
だ い

地
ち

さん（３年生）、塚
つ か

本
も と

樹
たつき

さん（２年生）、青
あ お

木
き

拓
た く

斗
と

さん（１年生）が優秀な成績を収め、２月７日㈪から10
日㈭まで、猪苗代スキー場（福島県）で開催された「第48回全
国中学校スキー大会」に、県代表選手として出場しました。
　全国大会では、２回戦進出が難しいなか「回転の部（出場者
181人）」で、塚本樹さんが70位、また、「大回転の部（出場者
182人）」では、塚本樹さんが82位、青木拓斗さんが97位、藤本
大地さんが114位と健闘をみせました。

　２月９日㈬、オープンから１年10か月を迎える地域交流プラ
ザ「まんてん」が、来場者20万人を達成しました。
　20万人目の来場者となった奥出雲町の阿部幸枝さんには、当
施設を管理運営する㈱未来販売堂社長の岡村宏さんからパン
ジーの花かごと商品券が贈られました。
　当施設は地元の野菜や特産品、日用品などを販売しており、
地域の活性化や農業振興、また高齢者の生きがい対策の実現に
向けた拠点として運営されています。

　２月13日㈰、小坂公民館で「健康づくり講演会」が行われま
した。講演会には、小坂自治会から多くの人が参加され、浜田
市食生活改善推進協議会弥栄支部の皆さんを講師として、糖尿
病やメタボリックシンドロームの予防についての勉強や、カロ
リーを抑えたバランスの良い食事を学ぶために、実際に料理を
作ったりしました。
　弥栄自治区で初の取組となる今回は、地元自治会の皆さんに
とっても、日ごろの食生活や自身の健康について振り返る良い
機会となりました。

20万人目の来場者に記念品を贈呈

講師のお話を聞く参加者の皆さん

　２月13日㈰、みどりかいかんで「第９回七条大寄せ神楽大会」
が開催され、約300人の来場があり会場はにぎわいをみせました。
　この大会は、時間や会場などに制約されることなく、昔なが
らの技法や伝統に基づく石見神楽を継承していこうと、七条地
区にある神楽社中など５団体で実行委員会を立ち上げ、３年に
１度開催しています。
　この日、七条地区４社中から、それぞれ得意とする２演目が
熱演されると、会場からは大きな拍手や歓声が送られました。

「大江山」を熱演する小笹神楽社中

ま ち の 　 わ だ いま ち の 　 わ だ い♥Town Topics

やさか病気の予防は毎日の食事から
～健康づくり講演会～

かなぎ

あさひ来場者20万人達成
～地域交流プラザ「まんてん」～

金城勢が全国大会で健闘
～第48回全国中学校スキー大会 ～

かなぎ

４社中が得意な演目を披露
～第９回七条大寄せ神楽大会～
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食育体験コーナーで楽しむ参加者

　２月６日㈰「第５回浜田市食育フェスタin浜田」が市総合福
祉センターで開催されました。
　午前中は、あんこうのつるし切りや、あじ餃子作り、野菜の
計量、手作りマイ箸作りなどの食育体験コーナーを行い、多数
の親子連れでにぎわいました。
　午後からは島根県などが主催した「食育フォーラム」で、料
理研究家の土井善晴さんが講演され、延べ500人が食育につい
て理解を深めました。

意見交換をする参加者

　２月４日㈮に金城町のふれあいジムかなぎで、浜田市公民館
活動交流展が開催されました。
　当日は、400人を超える参加者で、活動紹介や学社融合研究
所所長の越

こ し

田
だ

幸
ゆ き

洋
ひ ろ

さんの講演を行いました。
　午後からは参加者全員でグループ討議を行い、公民館活動や
地域の結び付きについて熱心に意見交換をしました。またホー
ルでは、金城自治区の公民館による作品展示や呈茶などの催し
があり、終日にぎやかな交流を行いました。

　２月６日㈰に「ファミリーバドミントン大会」が三隅Ｂ＆Ｇ
海洋センターで開催され、三隅自治区内外から17チーム70人が
参加しました。これはバドミントンを応用してつくられた軽ス
ポーツで、健康・体力を維持することを目的に今年で４回目の
開催となりました。参加者は、生き生きとした表情でプレーし、
会場では白熱した好試合が繰り広げられました。

シャトルを相手コートめがけて打ち返す選手

　２月６日㈰、弥栄会館で「弥栄自治区人権を考えるつどい」
が開催されました。
　当日は、講師に津軽三味線奏者の長

は

谷
せ

川
が わ

一
か ず

義
よ し

さんを迎え、「雪
の日も雨の日もバチをたたいて　ふるさとを津軽三味線にのせ」
と題した講演が行われました。
　長谷川さんは関西津軽三味線界の第一人者でもあり、三味線
の演奏を交えながら、お互いの人権を尊重するためにも、言葉
や心のキャッチボールによるコミュニケーションが大切である
ことについて、講演の中で話をされました。三味線を手に講演する長谷川一義さん

優　　　勝 準　優　勝
一般の部 ふれんず恵比寿 スマイルＢ
ファミリーの部 よっしぃず ハマサキ

まちのわだい ♥Town Topics

はまだ第５回食育フェスタin浜田開催

やさか弥栄自治区人権を考えるつどい

みすみ優勝目指して一致団結

浜田市公民館活動交流展
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旭図書館（☎�１４４０）
○開館時間
　午前９時～午後５時

○休館日　日曜日及び祝日

金城図書館（☎�１８２３）
○開館時間
　月～土　午前９時～午後５時
　　日　　午前９時～正午
○休館日　祝日

浜田図書館（☎�０４８０）
○開館時間
　月～金　午前９時～午後７時
　土・日　午前９時～午後５時
○４月の休館日　28日㈭・29日㈷

子
ど
も
読
書
の
日

　

４
月
23
日
㈯
は
、
子
ど
も

読
書
の
日
で
す
。

子
ど
も
読
書
週
間

　

４
月
23
日
～
５
月
12
日
は
、

子
ど
も
読
書
週
間
で
す
。

　

子
ど
も
が
本
に
親
し
む

環
境
を
作
る
た
め
、
大
人

も
読
書
に
対
す
る
関
心
を

持
ち
、
子
ど
も
と
一
緒
に

読
書
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　

浜
田
図
書
館
で
は
、
子
ど

も
読
書
の
日
に
あ
わ
せ
て
、

「
子
ど
も
読
書
ま
つ
り
」
を

開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。
申
込
不
要
。

日
時　
４
月
23
日
㈯

　

午
前
10
時
～

場
所　
浜
田
図
書
館

内
容

・
午
前
10
時
～
11
時

　
　

お
は
な
し
マ
ラ
ソ
ン

・
午
前
11
時
～
正
午

オ
カ
リ
ナ
・
リ
コ
ー
ダ
ー

の
し
ら
べ
と
と
も
に

・
午
後
１
時
30
分
～
３
時

絵
本
を
外
国
語
で
聞
い
て
み

よ
う
！

手
品
＆
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
を

み
て
み
よ
う
！

・
午
後
３
時
～

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
し
お
り
を
作

ろ
う
！

　

４
月
か
ら
移
動
図
書
館
（
ラ

ブ
ッ
ク
号
）
の
巡
回
場
所
を
、
次

の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、「
は
ま
だ
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・
市
役
所
金
城
支
所
→
き
ん
た
の

森
交
流
館

・
旭
セ
ン
タ
ー
→
地
域
交
流
プ
ラ

ザ
「
ま
ん
て
ん
」

・
ふ
る
さ
と
歴
史
公
園
→
重
富
生

活
改
善
セ
ン
タ
ー

■
子
ど
も
向
け
の
本
■

み
ん
な
す
て
き
！

　
　
　
　
　

レ
オ
・
テ
ィ
マ
ー
ス

こ
こ
が
ぼ
く
の
い
る
と
こ
ろ

ジ
ョ
ア
ン
・
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ン
ド

ラ
ス
ト
ラ
ン　
　
　
　

角
野
栄
子

理
科
室
の
日
曜
日　
村
上
し
い
こ

14
歳
の
た
め
の
物
理
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
治
晴
夫

■
大
人
向
け
の
本
■

風
景　
　
　
　
　
　

瀬
戸
内
寂
聴

「
ワ
タ
ク
シ
ハ
」　
　

羽
田
圭
介

発
光
地
帯　
　
　
　

川
上
未
映
子

あ
ん
で
ら
す
の
鐘　
澤
田
ふ
じ
子

職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
実
践
ガ

イ
ド　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
隆

永
遠　
　
　
　
　
　

小
手
鞠
る
い

★
絵
本
の
よ
み
き
か
せ

日
時　
毎
週
金
曜
日

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　
お
は
な
し
の
へ
や

■
子
ど
も
向
け
の
本
■

戦
争
を
く
ぐ
り
ぬ
け
た
お
さ
る
の

ジ
ョ
ー
ジ

　
　
　
　

ル
イ
ー
ズ
・
ボ
ー
デ
ン

ま
く
ら
の
せ
ん
に
ん
そ
こ
の
あ
な

た
の
巻　
　
　

か
が
く
い
ひ
ろ
し

身
が
わ
り
観
音
仏
師
の
こ
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

品
川
京
一

■
大
人
向
け
の
本
■

ぼ
く
、
ド
ラ
え
も
ん
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

大
山
の
ぶ
代

ち
り
と
て
ち
ん
（上）　
（下）　
藤
本
有
紀

「
か
く
れ
ん
ぼ
」
が
で
き
な
い
子

ど
も
た
ち　
　
　
　
　

杉
本
厚
夫

★
絵
本
お
た
の
し
み
会

日
時　
４
月
23
日
㈯

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　
み
ど
り
か
い
か
ん
保
育
室

紹介者　小学校２年生　女性
図書名　葉っぱのフレディ
著者名　レオ・バスカーリア

　この本は、はっぱのいのちを教
えてくれる、お話です。
　フレディは、友だちにダンスを
教えてもらったり、あそんでもらっ
たりする毎日の話でした。いいお
話でした。またかりたいなと思い
ました。このお話は、わたしの心
にずっとのこっていると思います。
お友だちにもプレゼントしました。

■
子
ど
も
向
け
の
本
■

晴
れ
た
朝
そ
れ
と
も
雨
の
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泉
啓
子

理
科
室
の
日
曜
日　
村
上
し
い
こ

本
で
調
べ
て
ほ
う
こ
く
し
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　

赤
木
か
ん
子

の
び
る
の
び
～
る　
　

深
見
春
夫

と
ら
わ
れ
の
フ
ェ
ル
ダ

　
　
　

オ
ン
ド
ジ
ェ
イ
・
セ
コ
ラ

ラ
ス
ト
ラ
ン　
　
　
　

角
野
栄
子

■
大
人
向
け
の
本
■

漂
砂
の
う
た
う　
　
　
　

木
内
昇

蛇
と
月
と
蛙　
　

田
口
ラ
ン
デ
ィ

放
課
後
は
ミ
ス
テ
リ
ー
と
と
も
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
川
篤
哉

お
し
ま
い
の
デ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　

瀬
尾
ま
い
こ

だ
れ
で
も
で
き
る
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク

１
・
２　
　
　
　
　
　

村
上
淳
子

宿
根
草
図
鑑　
　
　
　

山
本
規
詔

い
ち
ば
ん
よ
く
わ
か
る
か
ん
た
ん

か
わ
い
い
通
園
通
学
グ
ッ
ズ

　
　
　
　
　
　

日
本
ヴ
ォ
ー
グ
社

断
捨
離
で
日
々
是
ご
き
げ
ん
に
生

き
る
知
恵　
　

や
ま
し
た
ひ
で
こ

女
子
栄
養
大
学
の
学
生
食
堂

　
　
　
　
　
　
　

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

い
つ
す
べ
き
か
？
１
１
９
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
崎
一
生

図

書

館

情

報

浜 

田 

図 

書 

館

「
子
ど
も
読
書
ま
つ
り
」を

開
催
し
ま
す

移
動
図
書
館
（
ラ
ブ
ッ
ク
号
）

の
巡
回
場
所
を
変
更
し
ま
す

金 

城 

図 

書 

館

≪私の心に残る１冊≫ 旭 

図 

書 

館
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石
正
美
術
館
は
、
開
館
10
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、

「
石
本
正　

京
お
ん
な
」
と
「
小
嶋

悠
司　

生
と
死
を
み
つ
め
る
」
と
い

う
２
つ
の
特
別
企
画
展
を
同
時
開
催

し
ま
す
。
本
館
で
は
、
初
公
開
の
舞

妓
像
を
含
む
石
本
作
品
を
展
示
、
新

館
で
は
、
生
と
死
を
凝
視
し
続
け
て

き
た
小
嶋
の
代
表
作
を
含
む
作
品
を

公
開
し
ま
す
。
京
都
画
壇
を
代
表
す

る
２
人
の
渾
身
の
作
品
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
４
月
２
日
㈯
に
は
、
小
嶋

悠
司
の
記
念
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

期
間　
４
月
２
日
㈯
～
５
月
29
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

料
金一

般　

７
０
０
円
（
６
０
０
円
）

高
大
生
３
０
０
円
（
２
４
０
円
）

小
中
生
２
０
０
円
（
１
６
０
円
）

ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト
５
０
０
円

※　

（　

）
内
は
団
体
料
金

※　

４
月
17
日
㈰
（
家
庭
の
日
）
は
、

家
族
連
れ
の
入
場
者
の
う
ち
高
校

生
以
下
は
無
料
で
す
。

《本館展示室》
特別展「石本正　京おんな」
　　４月２日㈯～５月29日㈰

《新館展示室》
特別展「小嶋悠司　生と死をみつめる」
　　４月２日㈯～５月29日㈰

《ギャラリー展示》
大平桜写真展
　　４月２日㈯～15日㈮
石本正　舞妓素描展
　　４月16日㈯～29日㈷
斎藤修　木口木版画展
　　４月30日㈯～５月13日㈮

《イベント情報》
10周年記念講演　小嶋悠司（京都市立芸
術大学名誉教授）「日本画と生活感情」
　　４月２日㈯　午前10時～11時30分
しだれ桜コンサート
　　４月３日㈰　午後２時～３時
石見の一本桜巡り（要予約・有料）
　　４月10日㈰　終日
※　石見の山間部に点在する樹齢 300 年
以上の桜の古木を、学芸員やコンシェ
ルジュとともにバスで巡ります。一本
桜の文学・歴史をお楽しみください。
石州和紙でこいのぼりをつくろう
　　４月29日㈷　午後１時～４時
斎藤修ギャラリートーク
　　４月30日㈯　午後２時～３時

　石正美術館では、2009年・10年の２年間に渡り塔天井画制
作事業を行いました。857人の人たちの協力により完成した
天井画は、参加した人々と石本の気持ちが結ばれた素晴らし
い作品です。この天井画は非公開ですが、開館10周年を記念
して特別公開します。
　５月３日㈷～５日㈷の午前９時～午後４時まで、毎時00分
と30分に約15人ずつ学芸員とともに、入場してもらいます。
見学を希望する人は、予約してから来館してください（展示
室観覧料が必要）。

問い合わせ先
石正美術館
（☎�４３８８）

小嶋悠司「母子像」（1985年）

写真提供　松尾勝義さん

有

料

広

告

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

開
館
10
周
年
記
念
特
別
展
の

お
知
ら
せ

◎塔天井画特別公開
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現
在
、
世
界
こ
ど
も
美
術
館
で

は
、
今
年
45
周
年
を
迎
え
る
ウ
ル

ト
ラ
マ
ン
シ
リ
ー
ズ
を
記
念
し
て

『
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
キ
ッ
ズ
ワ
ー
ル
ド

２
０
１
１
』
を
開
催
中
で
す
。

　

平
成
19
・
20
年
に
引
き
続
き
開
催

す
る
本
展
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
参

加
体
験
型
の
コ
ー
ナ
ー
を
多
く
取
り

入
れ
、
見
る
だ
け
で
な
く
、
作
っ
た

り
、
遊
ん
だ
り
と
盛
り
だ
く
さ
ん
の

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
、
ウ
ル
ト
ラ
警
備
隊
員
や

ウ
ル
ト
ラ
ヒ
ー
ロ
ー
に
な
っ
て
記
念

撮
影
を
す
る
コ
ー
ナ
ー
や
、
ボ
ー
ル

を
投
げ
て
怪
獣
を
や
っ
つ
け
る
コ
ー

ナ
ー
は
子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
で
す
。

　

ま
た
、
迫
力
あ
る
ジ
オ
ラ
マ
も
登

場
し
て
い
る
ほ
か
、
浜
田
市
内
の
保

育
園
・
幼
稚
園
の
子
ど
も
た
ち
が
描

い
た
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
・
怪
獣
作
品
の

展
示
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
こ
の
機
会
に
、
ご
家
族
そ

ろ
っ
て
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
の
世
界
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

会
期　
５
月
８
日
㈰
ま
で

場
所　
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

日
時　
５
月
４
日
㈷

午
前
10
時
～
・
正
午
～
・
午
後
２

時
～
（
全
３
回
）

定
員　
各
先
着
１
０
０
人

※　

当
日
展
覧
会
を
観
覧
さ
れ
る
人

を
対
象
に
、
各
回
１
時
間
前
か
ら

整
理
券
を
配
布
し
ま
す
。

▲写真はイメージです。
実際に展示する作品とは
異なります。

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

※　

時
間
は
、
い
ず
れ
の
活
動
も
午

後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
。
参
加
受

付
は
、
当
日
午
後
３
時
30
分
ま
で

に
１
階
創
作
室
に
て
。

《
お
絵
か
き
マ
イ
バ
ッ
ク
》

　

好
き
な
絵
を
描
い
て
、
白
い
布

バ
ッ
ク
に
ア
イ
ロ
ン
プ
リ
ン
ト
。
世

界
に
ひ
と
つ
だ
け
の
マ
イ
バ
ッ
ク
を

作
ろ
う
！

◎
４
月
２
日
㈯
・
３
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
３
０
０
円

《
パ
ク
パ
ク
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
》

　

紙
コ
ッ
プ
で
、
パ
ク
パ
ク
動
く
お

も
ち
ゃ
を
作
ろ
う
。

◎
４
月
９
日
㈯
・
10
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
１
０
０
円

《
シ
ャ
ボ
ン
玉
ホ
リ
デ
ー
》

　

輪
っ
か
を
作
っ
て
シ
ャ
ボ
ン
玉
を

外
で
飛
ば
そ
う
。

※　

雨
天
の
場
合
は
、
ほ
か
の
活
動

に
変
更
に
な
り
ま
す
。

◎
４
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
１
０
０
円

《
か
い
じ
ゅ
う
ア
イ
ス
》

　

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
に
ト
ッ
ピ
ン
グ

を
し
て
、
か
っ
こ
い
い
怪
獣
を
作
っ

て
食
べ
ち
ゃ
お
う
。

◎
４
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
２
５
０
円

《
ブ
ル
ル
ン
コ
プ
タ
ー
》

　

糸
を
引
っ
張
る
と
ブ
ル
ル
ン
と
空

を
飛
ぶ
お
も
ち
ゃ
を
作
ろ
う
。

◎
４
月
29
日
㈷
～
５
月
１
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
３
０
０
円

　

１
階
に
あ
る
図
書
室
に
は
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
親
し
ん
で
も
ら
え

る
絵
本
や
芸
術
関
連
の
本
が
そ
ろ
っ

て
い
ま
す
。
現
在
、
受
付
で
申
請
し

た
人
に
開
放
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

室
内
で
の
閲
覧
の
み
で
、
本
の

貸
出
し
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

４
月
の
休
館
日

月
曜
日　

４
日
・
11
日
・
18
日
・

25
日
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１
月
26
日
㈬
、
こ
の
３
月
に
本
学

を
卒
業
予
定
の
学
生
に
よ
る
優
秀
卒

業
研
究
発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

２
４
３
点
の
卒
業
研
究
の
中
か
ら
優

秀
賞
に
選
ば
れ
た
10
点
の
う
ち
、
７

人
が
表
彰
式
に
続
い
て
発
表
を
行
い

ま
し
た
。
学
生
・
教
職
員
の
ほ
か
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
も
多
数
聴
講
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

▲優秀賞受賞者の皆さん

　

昨
年
１
年
間
、
学
生
が
地
域
に
出

掛
け
、
た
く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
一
部

を
紹
介
し
ま
す
。

■
６
月　
弥
栄
小
学
校
通
学
合
宿

（
於
：
杵
束
公
民
館
）

●
大
学
生
が
「
お
か
え
り
」
と
言
っ

て
く
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
。

●
大
学
生
の
人
た
ち
と
た
く
さ
ん
関

わ
れ
て
楽
し
か
っ
た
。

　
（
合
宿
参
加
小
学
生
の
感
想
よ
り
）

■
10
月　
全
国
障
害
者
馬
術
大
会

（
於
：
か
な
ぎ
ウ
エ
ス
タ
ン
ラ
イ

デ
ィ
ン
グ
パ
ー
ク
）

▲小学生が２泊３日合宿し、
公民館から登下校する

▲馬場の開閉・器具の設営

●
分
か
ら
な
い
こ
と
は
聞
く
な
ど
、

積
極
的
で
大
変
良
か
っ
た
。
助

か
っ
た
。（
依
頼
者
感
想
よ
り
）

■
12
月　
小
学
生
託
児
＆
餃
子
作
り

（
於
：
井
野
児
童
館
）

●
子
ど
も
の
数
が
多
い
の
で
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
一
緒
に
活
動
し

て
も
ら
う
こ
と
で
、
ゆ
と
り
を

持
っ
て
取
り
組
め
た
。（
依
頼
者

感
想
よ
り
）

　

大
学
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
大
学
生
に
ふ
さ

わ
し
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
あ
り

ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
地
域
連
携
推
進
室

（
☎
�
２
３
９
６
）

▲中国人留学生による餃子
作り指導

　

韓
国
・
蔚う

る

山さ
ん

大
学
校
か
ら
の
交

換
留
学
生
２
人
が
、
１
年
間
の
留

学
生
活
を
終
え
、
平
成
23
年
３
月

に
帰
国
し
ま
し
た
。

　

２
人
か
ら
市
民
の
皆
さ
ん
へ
、

お
礼
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は
、
魚お

眞じ
ん

珠じ
ゅ

で
す
。

　

海
外
で
の
生
活
が
初
め
て
だ
っ
た

私
に
と
っ
て
、
浜
田
は
多
く
の
優
し

い
人
た
ち
が
い
て
、
景
色
が
す
ご
く

き
れ
い
な
所
で
し
た
。
当
初
は
１
年

間
が
長
く
感
じ
不
安
も
あ
っ
た
の
で

す
が
、
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
早
く
生

活
に
慣
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

浜
田
で
は
、
大
学
行
事
へ
の
参
加
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
、
そ
し
て

友
達
と
遊
ん
だ
り
旅
行
に
行
っ
た
り

と
、
韓
国
で
は
で
き
な
い
様
々
な
こ

と
を
経
験
し
、
良
い
思
い
出
を
た
く

さ
ん
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
自

分
な
り
に
一
生
懸
命
頑
張
り
、
楽
し

ん
だ
浜
田
で
の
生
活
は
一
生
忘
れ
ま

せ
ん
。
こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
が
無
駄

に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
韓
国
で
も
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
、
１
年
間
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ

ん
の
幸
せ
を
願
っ
て
い
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は
、
金き

む

鍾じ
ょ
ん

範ぼ
む

で
す
。

　

浜
田
に
初
め
て
来
た
と
き
、
工
場

が
立
ち
並
び
、
人
々
が
あ
わ
た
だ
し

く
生
活
し
て
い
る
蔚
山
と
は
違
い
、

自
然
が
豊
か
で
、
ま
る
で
祖
父
母
の

家
に
帰
っ
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。
初
め
は
不
安
な
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
県
大
生
・
教
職
員
の

皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
無
事
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
大
学

の
皆
さ
ん
だ
け
で
は
な
く
、
石
見
公

民
館
で
毎
週
行
わ
れ
る
「
ミ
ョ
ン
ス

ク
・
ハ
ン
グ
ル
友
の
会
」
の
皆
さ
ん

に
も
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

生
活
用
品
も
支
援
し
て
も
ら
い
県
大

生
と
韓
国
料
理
を
作
り
、
楽
し
む
こ

と
も
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
海
遊
祭

や
Ｂ
Ｂ
大
鍋
、
国
際
文
化
交
流
の
夕

べ
な
ど
の
行
事
を
通
じ
て
、
ほ
か
の

市
民
の
皆
さ
ん
と
も
多
く
の
交
流
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。
蔚
山
大
学
校

で
は
市
民
と
の
交
流
行
事
が
無
か
っ

た
た
め
、
と
て
も
新
鮮
で
し
た
。
こ

う
し
て
帰
国
す
る
と
、
も
っ
と
い
ろ

い
ろ
な
行
事
に
参
加
し
た
か
っ
た
と

名
残
惜
し
い
で
す
が
、
い
つ
か
ま

た
浜
田
に
遊
び
に
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
と
き
に
は
、
ま
た
温
か
く

迎
え
て
く
だ
さ
い
。本
当
に
１
年
間
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲前列左から４番目が魚さん
　後列左から２番目が金さん

↑
平
成
22
年
度
「
国
際
文
化
交
流
の
夕

べ
」
で
の
１
シ
ョ
ッ
ト

vol.90
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://www-u.shimane.ac.jp

優
秀
卒
業
研
究
発
表
会
を
開
催

し
ま
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
報
告

１
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
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日　
４
月
23
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

　

午
前
７
時
30
分
～（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所　
千
畳
苑
前
駐
車
場

清
掃
場
所　
国
府
海
岸
一
帯

※　

参
加
し
た
人
に
、
サ
ポ
ー
ト
通

貨
「
神
楽
」
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

対
価
と
し
て
進
呈
す
る
予
定
で
す
。

問　
牛
尾
さ
ん
（
☎
０
９
０-

８
２

　

４
４-

９
４
２
９
）「
全
国
豊
か
な

海
作
り
大
会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
市

民
１
０
０
０
人
の
会
」

　

絵
本
か
ら
古
典
ま
で
、
分
野
を
問

わ
ず
朗
読
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

対
象　
市
内
在
住
の
学
生
及
び
一
般

の
人

日　
毎
月
第
３
火
曜
日

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場　
浜
田
図
書
館

申
・
問　
山
藤
さ
ん

（
☎
�
０
３
３
１
）

　

異
世
代
み
ん
な
の
居
場
所
・
食
を
通

じ
た
交
流
・
市
民
活
動
の
拠
点
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
立
ち
寄
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

初
め
て
利
用
す
る
人
は
、
連
絡
を

し
て
く
だ
さ
い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も

募
集
し
て
い
ま
す
。

え
ん
が
わ
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ

日　
祝
日
を
除
く
第
１
火
曜
日

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

み
ん
な
の
居
場
所

日　
毎
週
土
曜
日

　

午
後
１
時
～
４
時

※　

そ
の
ほ
か
の
活
動
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

h
ttp

://b
lo

g
.ca

n
p
a
n
.in

fo
/

h-engaw
a

場　
浜
田
の
ま
ち
の
縁
側（
相
生
町
）

問　
浜
田
の
ま
ち
の
縁
側　

栗
栖
さ

ん
（
☎
０
９
０-

８
０
６
４-

７

　

９
４
０
）

　

水
泳
は
体
を
丈
夫
に
し
、
身
体
へ

の
負
担
も
少
な
い
た
め
成
長
期
の
子

ど
も
に
も
優
し
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

あ
な
た
も
君
も
楽
し
く
元
気
に
プ
ー

ル
に
通
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問　
浜
田
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

（
☎
�
０
２
３
０
）

　

幼
稚
園
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
。

　

育
児
の
楽
し
さ
や
悩
み
を
、
気
軽

に
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
。親
子
で
友
達
を
つ
く
り
、

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　

広
場
と
は
別
に
、
園
児
と
触
れ
合

う
ひ
ま
わ
り
交
流
会
も
計
画
し
て
い

ま
す
の
で
、
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

対
象　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

日　
毎
週
木
曜
日

　

午
後
２
時
10
分
～

※　

園
の
都
合
で
開
放
で
き
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。

場　
原
井
幼
稚
園

※　

駐
車
場
は
、
各
自
で
確
保
し
て

く
だ
さ
い
。

料　

子
ど
も
１
人
６
０
０
円
（
ス

ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
）

　

１
家
族
１
０
０
円
（
お
や
つ
代
）

申
・
問　
原
井
幼
稚
園

（
☎
�
０
０
７
６
）

　

馬
を
通
じ
て
心
豊
か
に
み
ん
な
と

一
緒
に
乗
馬
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

　

合
宿
・
ク
リ
ス
マ
ス
会
・
乗
馬
運

動
会
な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
練
習
を

見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
小
学
校
１
年
生
～
高
校
３
年

生
日　
毎
週
土
曜
日

　

午
後
７
時
～
９
時

料　
月
額
２
、
５
０
０
円

申
・
問　
か
な
ぎ
ウ
エ
ス
タ
ン
ラ
イ

デ
ィ
ン
グ
パ
ー
ク

（
☎
�
２
２
２
２
）

Em
ail:kw

rp-qh@
w
eb-sanin.

co.jp

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

有

料

広

告

募
　

集

ふ
れ
あ
い
環
境
助
成
事
業

海
岸
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

朗
読
の
会『
波
』会
員

「
浜
田
の
ま
ち
の
縁
側
」に

来
ま
せ
ん
か

浜
田
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

平
成
23
年
度
入
校
生

原
井
幼
稚
園
ひ
ま
わ
り
広
場

か
な
ぎ
ウ
エ
ス
タ
ン

ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
チ
ー
ム
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あ
な
た
の
技
術
や
経
験
を
生
か
し

て
、
青
年
海
外
協
力
隊
・
シ
ニ
ア
海

外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

応
募
資
格　
日
本
国
籍
を
持
つ
人

青
年
海
外
協
力
隊

　

満
20
歳
～
満
39
歳

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

満
40
歳
～
満
69
歳

募
集
締
切
日　
５
月
16
日
㈪

応
募
方
法　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
所
定
の
応
募

書
類
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。）
を
郵

送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

現
職
参
加　
休
職
な
ど
に
よ
り
所
属

先
に
身
分
を
残
し
た
ま
ま
参
加
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

体
験
談
・
説
明
会　
概
要
説
明
・
個

別
応
募
相
談
・
応
募
資
料
の
配
布

な
ど
を
行
い
ま
す
。
地
元
出
身
の

Ｏ
Ｂ
や
Ｏ
Ｇ
の
体
験
談
も
聞
け
ま

す
。
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　
４
月
16
日
㈯

青
年
海
外
協
力
隊

　

午
後
４
時
30
分
～
６
時
30
分

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　
県
民
会
館
３
０
７
会
議
室
（
松

江
市
）

※　

資
料
請
求
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
（独）　
国
際
協
力
機
構
中
国
国
際
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
８
２-

４
２
１-

６
３
１
０
・
▢ＦＡＸ
０
８
２-

４
２
０

-

８
０
８
２
）

http://w
w
w
.jica.go.jp/volunteer/

application/ 
Em

ail:jicacic-jocv@
jica.go.jp

お
題　
「
岸
」

※　

お
題
は
「
岸
」
で
す
が
、「
海
岸
」

「
川
岸
」
の
よ
う
に
「
岸
」
の
文

字
が
入
っ
た
熟
語
を
使
用
し
て
も

差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

詠
進
期
間　
９
月
30
日
㈮
（
当
日
消

印
有
効
）

※　

詳
し
く
は
、
宮
内
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、直
接
、

宮
内
庁
式
部
職
あ
て
に
、
郵
便
番

号
・
住
所
・
氏
名
を
記
入
の
上
、

返
信
用
切
手
を
貼
っ
た
封
筒
を
添

え
て
、
９
月
20
日
㈫
ま
で
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
・
問　
宮
内
庁
（
〒
１
０
０-

８

　

１
１
１　

宮
内
庁
「
詠
進
歌
」）

http://w
w
w
.kunaicho.go.jp/

【
大
学
卒
業
等
程
度
】

国
家
公
務
員
Ⅰ
種

受
付
期
間　
４
月
１
日
㈮
～
８
日
㈮

第
１
次
試
験
日　
５
月
１
日
㈰

国
税
専
門
官
・
労
働
基
準
監
督
官
・

法
務
教
官

受
付
期
間　
４
月
１
日
㈮
～
14
日
㈭

第
１
次
試
験
日　
６
月
12
日
㈰

国
家
公
務
員
Ⅱ
種

受
付
期
間　
４
月
11
日
㈪
～
20
日
㈬

第
１
次
試
験
日　
６
月
19
日
㈰

【
高
等
学
校
卒
業
程
度
】

海
上
保
安
学
校
学
生
（
特
別
）

受
付
期
間　
４
月
１
日
㈮
～
８
日
㈮

第
１
次
試
験
日　
５
月
15
日
㈰

※　

受
験
資
格
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
人
事
院
中
国
事
務
局

（
☎
０
８
２-

２
２
８-

１
１
８

３
）

種
類　
裁
判
所
事
務
官
採
用
Ⅰ
種
試

験
・
同
Ⅱ
種
試
験
・
家
庭
裁
判
所

調
査
官
補
採
用
Ⅰ
種
試
験

　

フ
ッ
ト
サ
ル
に
興
味
が
あ
る
皆
さ

ん
、
楽
し
く
ボ
ー
ル
を
蹴
っ
て
体
を

動
か
し
、
運
動
不
足
を
解
消
し
て
み

ま
せ
ん
か
？
未
経
験
者
も
大
歓
迎
！

対
象　
ど
な
た
で
も（
親
子
参
加
可
）

日　
４
月
２
日
㈯

　

午
後
７
時
～
９
時

場　
ふ
れ
あ
い
ジ
ム
・
か
な
ぎ

定　
30
人

料　
１
人
１
回　

５
０
０
円

※　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
室
内

用
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

申
込
方
法　
電
話
又
は
メ
ー
ル
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

受
験
資
格　
昭
和
56
年
４
月
２
日
～

平
成
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

第
１
次
試
験
日　
５
月
29
日
㈰

※　

詳
し
く
は
、
裁
判
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
松
江
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務

課
人
事
第
一
係
（
☎
０
８
５
２
�

１
７
０
１
）

http://w
w
w
.courts.go.jp/

有

料

広

告

平
成
23
年
度
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

平
成
24
年
歌
会
始
の
詠
進
歌

資
格
・
試
験

国
家
公
務
員

裁
判
所
職
員

教
室
・
講
座

み
ん
な
の
た
め
の

フ
ッ
ト
サ
ル
教
室
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申
・
問　
㈳
島
根
県
サ
ッ
カ
ー
協
会

浜
田
支
部
フ
ッ
ト
サ
ル
委
員
会

　

齋
藤
憲
嗣
さ
ん
（
☎
０
９
０-

２

　

２
９
４-

９
５
１
８
）

Em
ail:futsalham

ada@
yahoo.

co.jp

　

小
学
生
の
心
身
の
発
達
を
考
慮
し

な
が
ら
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
じ
団

体
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
理
解
し
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
小
学
生

日　
毎
週
土
曜
日

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場　
県
立
体
育
館
・
三
階
小
学
校
体

育
館

料　
年
会
費
６
、
０
０
０
円
（
年
36

回
予
定
）

　

保
険
料
６
０
０
円

申
・
問　
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟

　

白
瀬　

亘
さ
ん
（
☎
�
０
６
９
０
）

　

金
岡
敬
子
さ
ん
（
☎
�
１
８
７
３
）

平成23年度　浜田公民館主催事業各種教室 申・問　浜田公民館（☎�９３５８）
教　室　名 日　　時 定員 会費及び材料費・教材費 開講日

将棋を楽しむ会 第１・３日曜日 13：00～16：00
－

無料

４月

３㈰
囲碁お楽しみ会 第２・４水・金曜日 9：00～16：00

８㈮
ふれあいサロン 第２水・金曜日 10：00～16：00 １回150円（お茶・お菓子付）

盆栽教室 第３土曜日 13：00～16：00 25人 年会費　3,000円
（資料代　半年分1,000円） 16㈯

浜田母親クラブプチ 第２・４火曜日
10：00～11：30

20組 年会費　2,000円 26㈫

３B体操 第１・３土曜日 25人 年会費　5,000円
（道具のない人は道具代別途必要）

５月

７㈯

フラダンス 第１・３火曜日 9：30～11：00
30人

年会費　5,000円 　 10㈫
木目込み人形 第２水曜日 １3：30～16：00 年会費　1,000円（初回材料代1,500円） 11㈬
ヨーガ教室 第２･４金曜日 13：30～15：00

20人
年会費　5,000円

13㈮
絵手紙教室 第２土曜日 9：30～11：30 14㈯
ヤングレディース料理教室 第３月曜日

18：30～21：00 教材費　年会費　11,000円　
16㈪

男の料理 第３水曜日 18㈬
筆ペン教室

第４月曜日
10：00～12：00

30人 教材費　年会費　8,000円　 23㈪
ペン習字 14：00～16：00
料理教室 Ａグループ 第３木曜日

10：00～13：00 20人 教材費　年会費　11,000円　
19㈭

料理教室 Ｂグループ 第４木曜日 26㈭

浜田公民館学校 － 9：00～12：00 30人 年会費  1,000円
毎月１回（教材費は別途必要） 28㈯

　

視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
が
情
報

取
得
の
手
段
と
し
て
欠
か
せ
な
い
も

の
が
点
訳
で
す
。
視
覚
障
が
い
者
の

情
報
格
差
解
消
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
も
ら
え
る
、
点
訳
奉
仕
員
の
養
成

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

点
訳
の
技
術
を
身
に
付
け
、
本
や

雑
誌
・
広
報
な
ど
を
点
訳
し
て
、
視

覚
障
が
い
者
が
利
用
す
る
点
字
図
書

を
作
成
し
ま
す
。

対
象　
点
訳
奉
仕
を
希
望
す
る
65
歳

未
満
で
、
講
習
会
終
了
後
に
継
続

し
て
活
動
が
で
き
る
人

日　
４
月
14
日
㈭
～
平
成
24
年
２
月

16
日
㈭

　

午
前
10
時
～
正
午
（
全
25
回
）

場　
い
わ
み
ー
る

料　
１
、
０
５
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
込
締
切
日　
４
月
８
日
㈮

※　

当
日
、
会
場
で
も
受
け
付
け
ま

す
。

申
・
問　
県
西
部
視
聴
覚
障
害
者
情

報
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
９
３
３
４
・

▢ＦＡＸ
�
９
３
３
５
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

有

料

広

告

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

点
訳
奉
仕
員
養
成
講
習
会

　　

　



広報はまだ：平成23年４月号　　　38

開
設
期
間　
４
月
19
日
㈫
～
９
月
23

日
㈷

受
付
開
始
日　
４
月
９
日
㈯

　

午
前
９
時
30
分
～

定　
別
表
の
と
お
り（
先
着
順
で
す
。

た
だ
し
、定
員
に
満
た
な
い
場
合
、

そ
の
都
度
受
け
付
け
ま
す
。）

申
込
方
法　
申
込
書
（
県
立
体
育
館

に
あ
り
ま
す
。）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
参
加
料
と
一
緒
に
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
電
話
な
ど
に

よ
る
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
県
立
体
育
館

（
☎
�
１
２
０
１
）

http://ham
ada.shim

ane-sports.
or.jp/index.htm

l

前期スポーツ教室一覧表 ※　体操競技教室は、実技認定が必要です。
コース 教　室　名 曜日 時　間 募集対象 定員 参加料 開始日

健
康
づ
く
り

のびやか３Ｂ体操
火

10：00～11：30 一般男女 30人
5,200円

４月19日軽スポーツ 14：00～15：30 45歳以上男女 40人
ベーシックエアロ 19：30～20：50

高校生以上男女
30人 高2,500円・大4,200円

一般5,200円フォークダンス 水 19：00～20：50 50人 ４月20日
女性軽スポーツ

木
13：30～15：00 一般女子 40人 5,200円

４月21日
健康体操（介護予防体操）

19：00～20：50
高校生以上男女 20人 高2,500円・大4,200円

一般5,200円

トランポリン 金 小学生親子
一般男女 各10人 一般5,200円

親子6,200円 ５月６日

エアロ＆ジムボール 土 10：00～11：30 中学生以上男女 20人 中高2,500円・大4,200円
一般5,200円 ４月23日

競　
　
　

技

ソフトテニス（朝）

火

10：00～12：00
一般男女 40人 5,200円

４月19日卓球・ラージボール卓球 13：30～15：30

ソフトテニス（夜）
19：00～20：50

中学校２年生以上
男女 60人

中高2,500円・大4,200円
一般5,200円テニス 水

中学生以上男女
40人 ４月20日

バドミントン 木 80人 ４月21日
テニス

金

10：00～12：00
一般男女 20人 5,200円

５月６日バドミントン 13：30～15：30

卓球・ラージボール卓球 19：00～20：50 中学生以上男女 50人 中高2,500円・大4,200円
一般5,200円

ク
ラ
ブ

ソフトテニス 木 10：00～12：00
一般男女

20人
5,200円

４月21日
レクリエーションバレー 金 19：00～20：50 60人 ５月６日
体操（中・高） 火

16：30～18：30
中・高校生男女 30人 2,500円

４月19日
体操競技 火・水 小学生男女 20人 4,000円

少　
　

年

卓　球 水 小学校４～６年生男女 30人

2,500円

４月20日
ふれあい広場

木
16：00～17：00 小学校１～３年生男女 60人

４月21日体　操
17：00～18：30

小学校２～６年生男女 40人
バドミントン 小学校４～６年生男女 30人

親子広場（年長） 金 14：30～15：30 子（３～６歳）と
保護者　１組 20組

6,200円 ５月６日

親子広場（年少） 隔週土 10：30～11：30 子（２～４歳）と
保護者　１組 4,100円 ４月23日

 

ゲ
ー
ム
・
体
操
・
折
り
紙
・
う
た

遊
び
な
ど
を
行
い
ま
す
。

対
象　

介
護
予
防
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
に
興
味
・
関
心
を
持
つ
人

日　
毎
月
１
回
木
曜
日

　

午
後
１
時
～
３
時

日
程　
５
月
12
日
・
６
月
９
日
・
７

月
14
日
・
８
月
18
日
・
９
月
15
日
・

10
月
20
日
・
11
月
10
日
・
12
月
８

日
・
平
成
24
年
１
月
12
日
・
２
月

９
日
・
３
月
８
日
（
全
11
回
）

場　
石
見
公
民
館

定　
先
着
30
人

料　
１
回
３
０
０
円

申
込
締
切
日　
４
月
30
日
㈯

申
込
方
法　
直
接
又
は
電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

動
き
や
す
い
服
装
で
、
室
内
用

シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

継
続
受
講
を
お
勧
め
し
ま
す

が
、
途
中
か
ら
の
受
講
や
欠
席
も

可
能
で
す
。

申
・
問　
石
見
公
民
館

（
☎
�
１
３
８
０
）

県
立
体
育
館

前
期
ス
ポ
ー
ツ
教
室

介
護
予
防
笑
楽
講
座
パ
ー
ト
Ⅴ

～
脳
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で

い
き
い
き
と
～
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浜田
市役所

東分庁舎

祭り会場

Ｐ

Ｐ

法務局

歩行者天国として開放

裁判所

国
道
186
号

国道９号

浜田川

　

健
康
保
持
増
進
と
体
力
作
り
を
図

り
、
武
道
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
を
目
的
と
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
設
し
ま
す
。

開
設
期
間　
５
月
10
日
㈫
～
９
月
30

日
㈮

料　
一
般　
　
　
　

５
、
２
０
０
円

　

大
学
生　
　
　
　

４
、
２
０
０
円

　

小
・
中
・
高
校
生

（
週
２
回
課
程
）
４
、
０
０
０
円

（
週
１
回
課
程
）
２
、
５
０
０
円

　

マ
マ
＆
ベ
ビ
ー
キ
ッ
ズ

６
、
２
０
０
円

受
付
開
始
日　
４
月
９
日
㈯

　

午
後
１
時
～

申
・
問　
県
立
石
見
武
道
館

（
☎
�
７
１
７
０
）

前期スポーツ教室一覧表 ※　いずれも先着順です。

教 室 名 曜日 時    間 募集対象 定員 開講日
（５月）

フィットネス 火 13：30～15：00 一般男女 10人
10日

剣道 火・木 18：30～20：00 小学生男女
中学生男女 60人

かんたんエアロビクス
水

9：20～10：40
一般男女 40人

11日
レクリエーションスポー
ツラージボール卓球 13：30～15：30

柔道 水・金 18：30～20：00 幼児～中学生
男女 60人

ママ＆ベビーキッズ３Ｂ
木

10：00～11：30 乳児～入園前
幼児と保護者 30組

12日
レスリング 18：30～20：00 幼児～中学生

男女 30人

フレッシュアップ３Ｂ

金

9：30～11：00
一般男女

20人

13日

気功・太極拳（昼） 13：30～15：00 30人
フィットネス 13：30～15：00

10人
居合道

18：30～20：00 小学校４年生
～中学生男女

18：30～20：30 高校生以上男女 20人
気功・太極拳（夜） 土 18：30～20：00 一般男女 30人 14日

　

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、市
内
保
育
園
・

幼
稚
園
の
ひ
な
飾
り
・
子
供
神
楽
体

験
コ
ー
ナ
ー
・
お
ひ
な
さ
ま
の
飾
り

付
け
・
お
茶
席
で
の
お
も
て
な
し
・

一
中
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
・
く
に
び

き
学
園
絆
太
鼓
・
長
浜
子
供
神
楽
・

盲
導
犬
ふ
れ
あ
い
広
場
・
お
い
し
い

弥
栄
市
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

春
の
陽
気
に
誘
わ
れ
て
、
紺
屋
町

商
店
街
へ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

日　
４
月
３
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

　

午
前
11
時
～
午
後
３
時

場　
紺
屋
町
商
店
街
ふ
れ
あ
い
ロ
ー

ド
（
歩
行
者
天
国
）

問　
珍
味
屋
（
☎
�
２
９
３
７
）

　

商
店
街
事
務
局
（
平
日
午
前
中
）

（
☎
�
４
３
５
２
）

　

殿
町
で
春
に
ち
な
ん
だ
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。

日　
４
月
３
日
㈰
（
小
雨
決
行
・
雨

天
中
止
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
市
役
所
本
庁
周
辺
及
び
浜
田
川

沿
い
道
路
（
当
日
歩
行
者
天
国
）

　

第
一
次
常
設
展
に
併
せ
、
平
成
22

年
度
分
市
民
寄
贈
披
露
品
多
数
と
、

郷
土
作
家
・
山
﨑
修
二
・
森
脇
忠
・

千
金
貫
事
な
ど
の
ミ
ニ
サ
イ
ズ
絵
画

作
品
を
、
そ
れ
ぞ
れ
コ
ー
ナ
ー
に
展

示
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

対
象　
学
生
及
び
一
般
の
人

日　
４
月
５
日
㈫
～
６
月
19
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
入
館
は

午
後
４
時
30
分
ま
で
）

場　
浜
田
郷
土
資
料
館

料　
無
料

問　
浜
田
郷
土
資
料
館

（
☎
�
６
４
５
３
）

｢

音
で
始
ま
り｣

｢

歌
で
始
ま
る｣

を
テ
ー
マ
に
コ
コ
ロ
に
響
く
温
か
い

ト
ー
ク
と
、
音
を
肌
で
感
じ
る
ラ
イ

ブ
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
ま
た
、
地
元

合
唱
団
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

日　
４
月
10
日
㈰

開
場　
午
後
５
時
30
分

開
演　
午
後
６
時

料　
全
席
指
定
６
、
０
０
０
円

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
�
２
１
０
０
）

※　

模
擬
店
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
店
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

※　

駐
車
場
と
ト
イ
レ
は
市
役
所
本

庁
も
利
用
で
き
ま
す
。

※　

ご
み
の
放
置
や
散
乱
が
目
立
つ

場
合
は
、
来
年
度
以
降
の
公
道
利

用
を
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問　
殿
町
商
店
街　

高
橋
写
真
館

　

高
橋
直
樹
さ
ん
（
☎
�
０
５
６
３
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

県
立
石
見
武
道
館

前
期
ス
ポ
ー
ツ
教
室

講
演
会
・
イ
ベ
ン
ト

こ
ん
や
ま
ち
の
ひ
な
祭
り

「
春
う
ら
ら
」

と
の
さ
ま
桜
え
え
げ
な
祭
り

コ
ー
ナ
ー
展「
市
民
寄
贈
披

露
展
」と「
郷
土
作
家
の
館

蔵
絵
画
展
」

谷
村
新
司
ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ

キ
ャ
ラ
バ
ン

｢

コ
コ
ロ
の
学
校｣
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金
城
町
伊
木
の
周
辺
を
約
７
㎞
歩

き
ま
す
。
伊
木
垰
の
風
情
と
石
畳
の

道
。
対
馬
神
社
と
唐
谷
の
関
係
。
旅

情
豊
か
な
春
の
里
山
を
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
し
ま
し
ょ
う
。

日　
４
月
17
日
㈰

　

午
前
９
時
～
正
午
ま
で
散
策

※　

雨
天
の
場
合
は
、
４
月
24
日
㈰

に
延
期
し
ま
す
。

場　
み
ど
り
か
い
か
ん
前（
金
城
町
）

料　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問　
下
村
さ
ん　

午
後
５
時
以
降

（
☎
０
９
０-

７
５
０
０-

９
６

３
７
）

　

㈳
浜
田
青
年
会
議
所
は
今
年
度

「
前
進
」
～
地
域
と
人
を
つ
な
ぎ
、

確
か
な
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
～
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
豊
か
な
心
を
育

む
ひ
と
づ
く
り
事
業
の
一
環
と
し

て
、
公
開
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

は
か
り
方
や
、
子
ど
も
に
対
し
て
の

関
わ
り
方
を
私
た
ち
と
一
緒
に
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
子
育
て
中
の
お
父
さ
ん
・
お

母
さ
ん

日　
４
月
22
日
㈮

　

午
後
７
時
30
分
～
９
時
５
分

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

演
題　
愛
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
か

講
師　
三
上
か
お
り
さ
ん
（
親
業
訓

練
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

料　
無
料

問　
㈳
浜
田
青
年
会
議
所　

谷
尾
幸

さ
ん
（
☎
�
６
６
４
４
）

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
興
味

が
あ
る
の
に
、
ど
ん
な
団
体
が
あ
る

か
、
ど
の
よ
う
に
参
加
し
て
い
い
か

悩
ん
で
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
？

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
市
民
活
動

の
情
報
発
信
と
、
市
民
と
学
生
の
交

流
の
場
を
提
供
し
ま
す
。
浜
田
を
よ

く
し
た
い
と
願
う
人（
場
）と
人（
場
）

を
つ
な
げ
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

対
象　
関
心
の
あ
る
人
は
、
誰
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

日　
４
月
23
日
㈯

　

午
後
２
時
～
４
時

場　
石
見
公
民
館

料　
無
料

問　
浜
田
を
明
る
く
照
ら
し
隊

　

笹
部
恩
さ
ん
（
☎
�
１
９
３
７
）

　

ふ
る
さ
と
史
跡
ウ
ォ
ー
ク
の
会
で

は
、
浜
田
城
跡
の
登
城
路
の
城
郭
の

石
垣
辺
路
と
、
柿
本
人
麻
呂
ゆ
か
り

の
人
丸
石
碑
・
お
堂
を
訪
ね
る
散
策

会
を
行
い
ま
す
。

日　
４
月
24
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

　

午
前
９
時
～
正
午
前
ま
で

集
合
場
所　
城
山
公
園
案
内
板
前

料　
３
０
０
円
（
資
料
代
）

申
・
問　
島
根
県
観
光
連
盟
ふ
る
さ

と
案
内
人　

古
谷
さ
ん

（
☎
�
８
１
３
５
）

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
ま
す
、

「
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
in
は
ま

だ
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。家
族
そ
ろ
っ

て
、
ぜ
ひ
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

主
演

　

航
空
自
衛
隊
西
部
航
空
音
楽
隊

ゲ
ス
ト

　

浜
田
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

　

浜
田
商
業
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

　

江
津
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

日　
４
月
24
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

開
場　
午
後
０
時
30
分

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

料　
無
料

※　

整
理
券
（
本
庁
１
階
市
民
ロ

ビ
ー
又
は
各
支
所
・
石
央
文
化

ホ
ー
ル
・
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力

本
部
浜
田
出
張
所
・
観
光
協
会
に

あ
り
ま
す
。）
が
必
要
で
す
。

問　
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部
浜

田
出
張
所
（
☎
�
１
３
３
４
）

http://w
w
w
.m

od.go.jp/pco/
shim

ane/

　

大
阪
と
も
し
び
歌
声
喫
茶
か
ら
歌

声
の
出
前
が
や
っ
て
く
る
。
春
の
１

日
、
歌
声
喫
茶
の
リ
ー
ダ
ー
と
一
緒

に
歌
い
ま
し
ょ
う
。

出
演
者　
一
ノ
瀬
陽
子
さ
ん
・
宮
本

由
美
さ
ん
（
２
人
は
関
西
を
中
心

に
、
各
地
の
出
前
歌
声
に
出
演
し

て
い
ま
す
。）

日　
４
月
24
日
㈰

開
場　
午
後
０
時
30
分

開
演　
午
後
１
時

場　
浜
田
公
民
館

定　
１
５
０
人

料　
８
０
０
円
（
お
茶
付
き
）

問　
浜
田
公
民
館
（
☎
�
９
３
５
８
）

　

認
知
症
を
テ
ー
マ
に
し
た
、
講
演

会
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日　
４
月
29
日
㈷

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
（
受

付
は
午
後
１
時
か
ら
）

場　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
カ
レ
ッ

ジ
島
根
２
階
階
段
教
室

講
演
１

演
題　
認
知
症
の
理
解
と
対
応

講
師　
医
師

講
演
２

演
題　
認
知
症
に
お
け
る
看
護
の
役

割
講
師　
看
護
師

講
演
３

演
題　
地
域
に
お
け
る
認
知
症
の
現

状
と
こ
れ
か
ら

講
師　
浜
田
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
主
任
介
護
支
援
専
門
員

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

・
テ
ー
マ
未
定

料　
無
料

問　
ほ
ほ
え
み
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

齋
藤
さ
ん
（
☎
０
９
０-

２
２
９

４-

９
５
１
８
）

第
１
０
９
回
ふ
る
さ
と

歴
史
紀
行

㈳
浜
田
青
年
会
議
所

４
月
例
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

合
同
説
明
会

第
44
回
ふ
る
さ
と
史
跡

ウ
ォ
ー
ク

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

in
は
ま
だ

と
も
し
び
歌
声
広
場

in
は
ま
だ

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ケ
ア

「
在
宅
医
療
に
お
け
る認知

症
」

～
み
ん
な
笑
顔
に
な
れ
る
よ
う
に
～
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弥
栄
の
春
の
恒
例
行
事
『
ふ
る
さ

と
体
験
村
春
ま
つ
り
』
を
５
月
４
日

㈷
に
開
催
し
ま
す
。
石
見
神
楽
の
上

演
、
や
ま
め
の
つ
か
み
ど
り
、
地
元

集
落
に
よ
る
出
店
、毎
年
好
評
の「
ど

ぶ
ろ
く
」
限
定
販
売
な
ど
、
に
ぎ
や

か
に
行
い
ま
す
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
は
、
ぜ

ひ
、
ふ
る
さ
と
体
験
村
へ
来
て
く
だ

さ
い
。

日　
５
月
４
日
㈷

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
ふ
る
さ
と
体
験
村
（
弥
栄
町
）

※　

駐
車
場
は
、
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
で
き
る
だ
け
乗
り
合
わ
せ

て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

問　
㈶
ふ
る
さ
と
弥
栄
振
興
公
社

（
☎
�
２
６
１
２
）

　

シ
ー
ズ
ン
最
後
の
お
楽
し
み
ア
イ

ス
ス
ケ
ー
ト
で
す
。

滑
走
料
無
料
デ
ー

　

貸
靴
料
４
０
０
円
だ
け
で
楽
し
め

ま
す
。

対
象　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も

日　
４
月
１
日
㈮
～
30
日
㈯

　

平
日　

午
前
11
時
～
午
後
７
時

　

土
・
日
・
祝
日

　
　

午
前
９
時
～
午
後
７
時

※　

水
曜
日
は
休
館
し
ま
す
。

ス
ケ
ー
ト
教
室
４
月
ま
で
開
催
中
！

日　
毎
週
土
曜
日

　

初
級　

午
前
10
時
～
11
時

　

中
級　

午
前
11
時
～
正
午

料　
５
０
０
円
（
教
室
料
）

※　

滑
走
料
・
貸
靴
料
は
別
途
必
要

に
な
り
ま
す
。

カ
ー
リ
ン
グ
体
験
し
ま
せ
ん
か

日　
毎
週
月
・
木
曜
日
及
び
第
２
・

第
４
土
曜
日

　

午
後
８
時
～
10
時

※　

事
前
に
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

一
般
滑
走
で
き
な
い
日

日　
５
月
１
日
㈰

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田
杯（
ス
ケ
ー

ト
大
会
）（
観
覧
無
料
）

申
・
問　
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
１
３
０
０
）

生
き
物
講
座

川
の
観
察
会

日　
４
月
17
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

定　
先
着
30
人

場　
ア
ク
ア
ス
周
辺
の
川

料　
無
料

日
曜
講
座

石
見
神
楽
の
鬼
棒
・
弓
矢
を
作
ろ
う

日　
４
月
24
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

定　
先
着
30
人

場　
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

申
し
込
め
ま
す
。

http://w
w
w
.aquas.or.jp

申
・
問　

学
習
交
流
係

（
☎
�
３
６
１
４
）

ア
ク
ア
ス
特
別
展　
Ｕ
Ｐ
っ
ぷ
！

　

魚
の
顔
と
に
ら
め
っ
こ
♪
あ
ら
不

思
議
？
い
ろ
ん
な
こ
と
が
見
え
て
く

る
！

日　
４
月
23
日
㈯
～
８
月
31
日
㈬

場　
３
階
特
別
展
示
室

料　
入
館
料
に
含
む

お
知
ら
せ

　

４
月
22
日
㈮
、
新
シ
ロ
イ
ル
カ

プ
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

シ
ロ
イ
ル
カ
・
ア
ー
リ
ャ
の
赤

ち
ゃ
ん
を
一
般
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
シ
ロ
イ
ル
カ
の
赤

ち
ゃ
ん
の
飼
育
を
優
先
す
る
た
め
、

当
面
の
間
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
休

止
し
ま
す
。

　

シ
ロ
イ
ル
カ
の
体
調
に
よ
っ
て
は
、

公
開
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

企
画
展
「
ち
ひ
ろ
美
術
館
コ
レ
ク

シ
ョ
ン 

世
界
の
絵
本
を
め
ぐ
る
旅
」

　

ち
ひ
ろ
美
術
館
が
所
蔵
す
る
、
日

本
を
含
む
世
界
の
国
々
の
絵
本
原
画
、

約
１
０
０
点
を
展
示
。
や
わ
ら
か
い

色
彩
や
繊
細
な
筆
づ
か
い
な
ど
原
画

な
ら
で
は
の
魅
力
が
味
わ
え
ま
す
。

日　
４
月
16
日
㈯
～
５
月
23
日
㈪

午
前
10
時
～
午
後
６
時
30
分
（
展

示
室
へ
の
入
場
は
午
後
６
時
ま
で
）

休
館
日　
毎
週
火
曜
日
（
５
月
３
日

㈷
は
開
館
し
ま
す
。）

場　
石
見
美
術
館
展
示
室
Ｄ

料
　

一
般
１
、
０
０
０
円（
８
０
０
円
）

　

大
学
生　

６
０
０
円（
４
５
０
円
）

　

小
中
高
生
３
０
０
円（
２
５
０
円
）

※　
（　

）
内
は
団
体
料
金

※　

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
、

及
び
介
助
者
は
入
場
無
料

出
品
作
品　
エ
フ
ゲ
ー
ニ
ー
・
ラ
チ
ョ

フ『
て
ぶ
く
ろ
』
よ
り
（
１
９
５
０

年
）
ほ
か

ビ
リ
ー 

バ
ン
バ
ン
・
コ
ン
サ
ー
ト

　

Ｃ
Ｍ
ソ
ン
グ
と
し
て
も
有
名
な

「
ま
た
君
に
恋
し
て
る
」
が
ロ
ン
グ

セ
ラ
ー
中
。
待
望
の
グ
ラ
ン
ト
ワ
公

演
開
催
で
す
。

日　
５
月
１
日
㈰

開
場　
午
後
５
時
30
分

開
演　
午
後
６
時

場　
い
わ
み
芸
術
劇
場
大
ホ
ー
ル

料　
一
般
５
、
０
０
０
円

※　

未
就
学
児
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

http://w
w
w
.grandtoit.jp/

　

島
根
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
浜
田

支
部
に
よ
る
「
土
地
・
建
物
の
表
示

に
関
す
る
登
記
」
の
相
談
会
で
す
。

予
約
不
要
で
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日　
４
月
１
日
㈮

　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

場　
浜
田
公
民
館
図
書
室

問　
島
根
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
浜

田
支
部　

三
好
さ
ん

（
☎
�
０
０
２
７
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

ふ
る
さ
と
体
験
村
春
ま
つ
り

サ
ン・ビ
レ
ッ
ジ
浜
田
か
ら

ア
ク
ア
ス
か
ら

（
☎
㉘
３
９
０
０
）

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

（
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０
）

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

無
料
登
記
相
談
会
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平成23年５月31日までに

全世帯義務化
住宅用火災警報器の設置を!

レジ袋無料配布中止！
９月１日スタート

世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,708 20,537 23,065 43,602
金 城 1,899 2,270 2,471 4,741

旭 1,438 1,561 1,685 3,246
弥 栄 719 723 805 1,528
三 隅 2,866 3,207 3,593 6,800
合 計 26,630 28,298 31,619 59,917

人　口（２月末現在）

（単位：人）

　弥栄町にある長安本郷の八幡宮並木杉は、５株からなる老
ろ う

巨
き ょ

杉
さ ん

群
ぐ ん

で、参道沿い
に４株（Ａ樹～Ｃ樹、Ｅ樹）、社殿に向って左側に１株（Ｄ樹）がある。Ａ樹は
目
めどおりみきまわり

通幹囲（以下「幹囲」という。）4.80mで樹高43.0m、Ｂ樹は幹囲4.45mで樹高
43.5m、Ｃ樹は幹囲6.40mで樹高33.5m、そしてＤ樹は幹囲5.70mで樹高36.0m
を測る。Ｅ樹は幹囲3.40mであるが、樹高は平成20年の被雷治療により、32mか
ら20mに伐採されている。また、推定樹齢については、Ａ・Ｂ樹が500年、Ｃ・
Ｄ樹が700年、Ｅ樹が300年と考えられ、その間、幾多の風雪や雷などに被災しな
がらも、今日に至るまで、その樹勢を保ってきたことが、樹形などからも窺

うかが

える。
　これら老巨杉群は、社

し ゃ

叢
そ う

林
り ん

として残されてきた神木であり、神域の深閑を保持
するとともに、偉観にも優れ、金城町にある常盤山の杉（県指定天然記念物）と
ともに、県内でも稀少なものとして、植物学的に貴重である。

（県指定天然記念物）

長
なが

安
やす

本
ほん

郷
ごう

の八
はち

幡
まん

宮
ぐう

並
なみ

木
き

杉
すぎ
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